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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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浅あさ野の葉よう平へい







　それはまるで、銀ぎん座ざの真ん中に現れた大だい富ふ豪ごうの邸てい宅たくのようだった。

　ドアの脇わき、真しん鍮ちゆうの板に彫ほられている文字は『Le Chocolat du Masato Ichimiya』

　……ここが……チョコレート屋さん？

　思わず立ちすくむオレの前、ドアマンが恭うやうやしい手つきで大きなドアを開ける。

　一歩店に足を踏ふみ入れると……そこは外の喧けん噪そうとは別世界だった。

　……うわ……。

　艶つややかな黒と白の大理石が、チェス盤みたいに交こう互ごに貼はられている。

　まるで教会のそれみたいに高いドーム型の天てん井じようから吊つられているのは、キラキラと光を反射するクリスタルのシャンデリア。

　……高級宝石店としか思えないんだけど……！

　その店は奥に向かって深い造りになっていた。

　両側の壁かべに設置されたハイケースが、宝石店のそれみたいにライトアップされている。

　ケースの中には箱があり、そこに収められているのは煌きらめく宝石……ではなくて、精せい緻ちな美術品みたいに美しい小さな物。チョコレートだ。

　宝石店ともう一つ違ちがうのは、清せい浄じような空気の中にふわりと漂ただよっている、芳ほう醇じゆんで香こうばしいカカオの香かおり。

　鼻び孔こうから忍しのび込んだその香りだけで、なんだか鼓こ動どうが速くなる。

　……こんないい香りのチョコレート、絶対に美味おいしいに決まってる。

　……食べたい……。

　店の奥に向かって歩きながら、鼓動が速くなる。

　まるで欲情でもしたかのように、身体からだが熱い。

　……ああ、チョコレートの香りだけで、オレ、どうしてこんなふうになってるんだろう？

　オレの名前は浅野葉平。

　都内にある私立大学の二年生になったばかりの十九歳。

　ここは銀座。有ゆう楽らく町ちよう駅に近い裏道にあるチョコレート屋さん（じゃなくて最近はこういうお洒落しやれな店はショコラ・ブティックというらしい）だ。

　店の一番奥には、これもまさに宝石店という感じのカウンター状になったガラスケースがあった。上品な制服に身を包んだ店員たちが、恭しい態度でマダムたちの注文に合わせてチョコレートをトレイに取り分けている。

　オレは引き寄せられるようにして、カウンターの方に近づく。

　そして、ケースの中を覗のぞき込む。

　その中にずらりと並んでいるのは、驚おどろくほどたくさんの種類の、煌めくチョコレートたちだった。

　ホワイト、カフェオレ色、濃こいチョコレートブラウン、ほとんど真っ黒に近いブラックチョコレート色。様々な色のチョコレートが、美しいグラデーションを描えがいて並べられている。

　さらに形は驚くほど豊富だ。よく見かけるトリュフ形、台形、ピラミッドのような形、二枚貝や巻き貝を象かたどったシェル形、様々なナッツを象ったもの、砂糖漬づけした薄うす切ぎりのオレンジやレモンにチョコレートをトロリとかけたもの……本当にまるで小さな芸術品という感じ。

　そしてその美しさに比例して、ほんの数センチほどのそれらには、驚くほどの高価な値段が付けられていた。

　……こんな小さなチョコレートが、一個、五百円？

　姉貴や友人たちにはナイショだけど実はかなりの甘いもの好きのオレは、チョコレートにはかなりうるさい方だと思う。最近はコンビニで売ってるチョコレートも美味しくなってきていて、その味に比例して値段も上がる傾けい向こうがあるけど……。

　……五百円あったら、コンビニじゃチョコがまるまる一箱、余よ裕ゆうで買える！

　女性たちは嬉うれしそうに頰ほおを染め、次々にチョコレートをオーダーしていく。

　店員たちが掲かかげたシルバーのトレイには、どれも五、六個のチョコレートが載のせられている。プレゼントにするのか、それとも自分で食べちゃうつもりか、十個以上のチョコレートを選んでいる強つわ者ものまでいる。

　……十個も買ったら五千円も吹ふっ飛んじゃうじゃないか！

　……オレの一週間分の食費を、チョコレートのためだけに使っちゃうなんて！

　……しかし……。

　オレは、ガラスケースの中を覗き込む。

　……たしかに、めちゃくちゃ美味しそう……。

　オレはチョコレートに見とれ、そして女性たちが競うように注文しているチョコレートがあることに気づく。

　表面に金で『Ｍ』の字が描かれた、小さな立方体の生チョコレート。トングで挟はさむだけでふわりと僅わずかに形を変える柔やわらかなそれは、この店の名物らしい。

　ほかのチョコレートは次々に補ほ充じゆうされているけれど、そのチョコレートだけは残りあと数個という感じ。もしかしたら、個数限定なのかもしれない。

　オレの鼓動が、また少し速くなる。

　……ヤバい、中でもあれが、めちゃくちゃ美味しそう……。

　……あれになら、五百円、払はらってもいいかも……。

「葉平、そっちじゃないのよ！　どうせチョコレートになんか興味ないくせに！」

　姉貴の声がして、チョコレートに見とれていたオレの腕うでが後ろから引っ張られる。

「え？」

　姉貴の存在すら忘れ果てていたオレは、呆ぼう然ぜんとしたまま引っ張られていく。

「雑誌で見て絶対こっちに入りたかったのよ！」

「こっち？」

　驚いているオレの腕をグイグイ引っ張って、姉貴はカウンターから少し離はなれた場所にあるドアの前に立つ。艶やかなニスの塗ぬられた、重厚な木のドア。ドアの真ん中には曇くもりガラスがはめ込まれていて、精緻な模様が彫り込まれている。

　……なんの表示もないけど、いったいなんだ？

「カフェのご利用ですか？　全席禁きん煙えんとなっておりますが」

　近づいてきた店員の言葉に、姉貴はうなずいてみせる。

「はい！　タバコは吸いませんからっ！」

　……カフェ？

　驚いているうちに、その重厚なドアが、オレたちの前で大きく開かれた。

　……うわ……。

　ふわ、と鼻腔に届いたのは、さっきとは比べ物にならないほど濃のう厚こうなチョコレートの香り。

　いかにも上等そうな芳かぐわしいカカオ。濃厚なカカオバターの香りに、オレは圧あつ倒とうされる。

　……本当に上等なチョコレートってこんな香りがするんだ。

　……オレが知ってた安いチョコレートとは、香りだけでも格が違う……。

　中は驚くほど広く、ホワイトチョコレートみたいなあたたかみのある白と、ブラックチョコレートみたいな濃いダークブラウンで統一されていた。

　白い大理石の貼はられた床ゆかの上に、ダークブラウンの一人掛がけのソファが向かい合わせに並んでいる。

　壁に掛けられたダークブラウンの額の中には、モノクロのパリの風景写真。ライトアップされたそれが少し暗めの店内に浮うかび上がって、モダンなアトリエみたいだ。

　……めちゃくちゃ恰かつ好こういい。

　一人のギャルソンが音もなく近づいてきて、姉に向かって聞く。

「お二人様でよろしいですか？」

　真っ白なワイシャツに黒の蝶ちようネクタイ、黒のジレに黒のスラックス。キュッと細いウエストには長いギャルソンエプロン。

　艶のある黒い髪かみと、煌めく黒い瞳ひとみをした、男性だけどすごい美人だ。

　……それに物もの腰ごしも話し方も、すごく上品。

　……オレがバイトしている店のギャルソンたちとは大違いだ！

「はいっ！　二人ですっ！」

　彼に見とれながら頰を染めた姉貴がものすごく嬉しそうに答えると、ギャルソンはにっこりと笑えみを浮かべる。

「こちらへどうぞ」

　優ゆう雅がな仕草で店内を示し、オレと姉貴の先に立って席の間を縫ぬっていく。

「平日に来てよかったわぁ。すぐ入れてラッキー。土日だと二時間は待つらしいもの」

　囁ささやかれた姉貴の言葉に、オレは驚いてしまう。

　……チョコレートを食べるのに、二時間も待つなんて！

　……女心は、男のオレにはよく解わからないよ！

　彼が案内してくれたのは、店の奥の方にあるすごく落ち着く席だった。

　隣となりのソファとの間かん隔かくがすごく広いから、カフェというよりは高級ホテルのＶＩＰ用のバーみたい。ソファの座り心ごこ地ちは最高だし、なんだかめちゃくちゃ居心地のいい空間だ。

　……こんなところで、こんないい香りのチョコレートが食べられるのか……。

　オレはそっとチョコレートの香りを吸い込み、また鼓動が速くなるのを感じる。

「どうぞ」

　ギャルソンが渡わたしてくれたのは、ダークブラウンの革かわの貼はられた高級そうなメニュー。

　ドキドキしながら表紙を開こうとした時……。

「葉平はどうせチョコレートは食べられないわよね？　甘いもの苦手だもんね！」

　姉貴の声に、オレはギクリとする。

　……そうなんだ。オレは、姉貴には甘党であることをひた隠かくしにしている。

　……いつもお子様だってバカにされてるうえに、実はチョコレートマニアだなんて知られたら、さらにめちゃくちゃからかわれるに決まってるし……。

「私、『シンプル・ショコラ・ショー』と『スペシャル・ショコラ・ガトー　ル・デュオ・ルージュ・エ・ブラン』にしようっと！　雑誌で見て、食べたかったのよ！」

　姉貴は言ってぱたんとメニューを閉じ、ギャルソンに向かって合図を送る。

　……うわ、オレ、まだメニューも見てないのに！

　さっきの美人のギャルソンが、素す早ばやくオレたちの席に近寄ってくる。

「お決まりですか？」

　……オレがバイトしてるカフェのだらけたギャルソンたちだったら、三回は呼ばないと気がつかないのに。

　……高級店ならではの素早さがうらめしい……。

「私、『シンプル・ショコラ・ショー』と『スペシャル・ショコラ・ガトー　ル・デュオ・ルージュ・エ・ブラン』。この子はホットのブレンドコーヒー……だけで、いいわよね？」

　姉は勝手にオレの分まで注文し、メニューをギャルソンに渡してしまう。

　……しかも豆の銘めい柄がら指定じゃなくて、素しろ人うと丸出しでブレンドなんかにして……。

　オレは声が震ふるえるのを感じながら、

「……うん。ブレンドだけでいい」

　……もう反論する気力もなくなった……。

「ブレンドコーヒーですと、アメリカンブレンド、レギュラーブレンド、ハードブレンドのいずれかをお選びいただけます」

「ええと……ハードで」

　オレは答えてギャルソンにメニューを返す。ギャルソンは注文を正確に繰くり返し、上品に会え釈しやくをして静かに去る。

「ああん、美形のギャルソンさんを怒おこらせちゃったかしら？　ショコラ・ブティックに来てコーヒーだけなんて恥はずかしい子ねっ！」

　姉貴の勝手な言葉に、オレは拳こぶしを握にぎりしめる。

　……自分が勝手に注文したくせに！

　さっき店の方で見た、めちゃくちゃ美味おいしそうなチョコレートが脳のう裏りをよぎる。

　……ああ、せめて、あの生チョコレートだけでも食べたかったなぁ。

　オレは姉貴に気づかれないようにそっとため息をつく。

　実は。オレの姉貴は、明日から、ここ銀座にある某ぼう有名商社で働く。

　実家のある山梨の大学を出た姉貴が、東京で就職するつもりだと聞いた時、オレは優雅な一人暮らし生活もオシマイだ、と覚かく悟ごした。

　小さな喫きつ茶さ店てんを営んでいる両親は、二人分の家賃の仕送りは無理だから二人で一いつ緒しよに住みなさい、って言ってきたから。

　だけど姉貴は東京でのＯＬ生活に夢と憧あこがれがあったらしくて。オレが借りている吉きち祥じよう寺じのアパートの古い部屋（といっても散らかってないし２ＤＫだから広さはあるんだけど）を見て「ここに弟と一緒に住むなんて悲しすぎる！」と主張した。そして生意気にも目め白じろに小こ綺ぎ麗れいなマンションを見つけてきた。敷しき金きん礼金と最初の家賃は親に借り、給料から少しずつ返すということでなんとか両親を説得したらしい。

　昨日、姉貴の引っ越こしがなんとか終わった。姉貴は、引っ越しを手伝ってくれた（というかほとんどオレがやったんだけど！）お礼をしてあげる、と言ってオレを銀座に連れてきた。

　食事を奢おごってくれるのかと思いきや……「東京で一番来たかった店！」と言ってオレはなぜかこのショコラ・ブティックに連れてこられてしまった（それってお礼っていう？）。

　……たしかにお洒落しやれな店だけど……。

　オレは緊きん張ちようしながら周りの席を見回す。

　……男のオレは、かなり肩かた身みが狭せまい気がする……。

　店内には男の客なんか一人もいない。いかにも銀座に相応ふさわしいリッチそうな奥様たちが、笑いさざめきながらめちゃくちゃ美味しそうなホット・チョコレート（この店では『ショコラ・ショー』か）と、めちゃくちゃ美味しそうなチョコレートケーキ、もしくはめちゃくちゃ美味しそうなアイスクリームの載ったパフェを優雅につついている。

　オレは姉貴の話を聞くフリをしながら、少し離はなれた場所にいるマダムがつついているパフェに目を奪うばわれている。

　グラスの底にはふわりとしたスポンジケーキ。その上に豪ごう華かに盛られているのは濃のう淡たん三色のチョコレートアイスクリーム。品よく形作られた生クリームの上には小さいダイスに切られたフルーツが散らされ、ルビー色のダークチェリーのソースがトロリとかかっていて……。

　……うわあ、本当に美味しそう……。

「あ～あ、可哀かわい想そう。あんたも甘い物が食べられたらよかったのにねえ」

　姉貴の言葉に、オレはまた拳を握りしめる。

「オレは男で、しかももう大学生だぞ。チョコレートなんか食べられるかよ」

　見み栄えを張って言うと、姉貴はため息をついて、

「残念。あんたみたいな結構ハンサムな子が、ああいう可愛かわいいパフェを食べてるとこ、きっとめちゃくちゃ萌もえなのに！」

　……萌えとか言うな！

　……これからも、姉貴の前では絶対に甘い物は食べないぞっ！　きっとずっとからかわれるに決まってるんだからっ！

　はしゃいでいる姉貴の声に適当に相づちを打ちながら、オレはまた横目で周りの席を見る。

　……やっぱりめちゃくちゃ魅み力りよく的な店だ。チョコレートマニアとしては見み逃のがせない。

　……今度、客が少なそうな時間帯に、こっそり一人で来るしかないかなあ？

「ああ、さすが銀座よね！　会社のそばにこんなナイスな店があるなんて幸せ！　夜九時までやってるみたいだから、会社が終わってからしょちゅう来ちゃおうっと！」

　姉貴が、店を見み渡わたしながらうっとりと言う。

　……そうだ、ここって姉貴が働く会社の、本当にすぐそばなんだ。

　オレはがっかりしそうになるけど……。

　……いや、夜じゃなくて平日の真っ昼間なら、さすがの姉貴も……。

「私、営業部だから昼間でも外に出られるのよね！　平日なら空すいてるみたいだ！」

　姉の言葉に、オレはがっくりとうなだれる。

　……噓うそ。平日の昼間もダメ？

　……ってことはオレ、この店のチョコレートを味わうのは永遠に無理なのか……？

「お待たせいたしました」

　いつの間にか近づいてきていたギャルソンが、優雅な仕草でローテーブルの上に皿やカップを並べていく。

「きゃあ～！　美味しそう～！」

　並べられた物を見て、姉貴が感激の声を上げている。

　……ああ、こんな店のならコーヒーだって絶対美味しいだろうけど……。

「こちら、当店のショコラティエが淹れました、ホットのチョコレートドリンク『シンプル・ショコラ・ショー』です。トリニダード産のカカオを使用しています」

　ソーサーに金色で『Ｍ』の模様のある白いカップ。小さくて背の高いホット・チョコレート用のカップだ。注つがれているのは、湯気の上がるダークなショコラ・ショー。

「こちらが『スペシャル・ショコラ・ガトー　ル・デュオ・ルージュ・エ・ブラン』。ベネズエラ産のカカオを使ったブラックチョコレートのケーキに、フランボワーズのソルベとホワイトチョコレートのアイスクリームを添そえてあります」

　やっぱり金色で『Ｍ』の文字が描えがかれた白い皿には、二色のアイスクリームが添えられた、めちゃくちゃ美味しそうなブラックチョコレートのケーキ。

　……やっぱり、食べたかった……。

「こちら、ハードブレンドのホットコーヒーになります」

　オレの前に、コーヒーカップが置かれる。オレがため息をつこうとした時、

「こちら、ショコラ・アソートになります」

　コーヒーカップの隣となりに置かれたのは、チョコレートが三つ載のせられた木の葉形の可愛い皿。

　……う……っ。

　見るからにめちゃくちゃ美味しそうなそれらに、オレは思わず唾つばを飲み込む。

　一つは、フワリとココアパウダーのまぶされたトリュフ。

　一つは、ほとんど黒に近いダークな色のチョコレートで作られた巻き貝。

　そして最後の一つは、さっき店で女性たちが頼たのんでいた『Ｍ』の文字がある立方形の生チョコレート。

　……頼んでないのに……。

　ふわ、と香かおるチョコレートと洋酒が混ざったような香りにオレは思わず拳を握りしめる。

　……でも、知らんぷりして、このまま口に放ほうり込みたい……！

「あ、チョコレートは頼んでませんけど？」

　姉貴が不思議そうに言ってしまう。

　……目の前にまで置かれて、それって酷ひどすぎる。

「いえ。こちらはサービスですので」

　美人のギャルソンが天使みたいな笑え顔がおでにっこり笑う。

　……コーヒーにはチョコレートがついてたのか。なんてラッキーなんだろう？

　感激しているオレに向かって、彼はトリュフを示す。

「こちらは『トリュフ・シャンパーニュ』甘口のシャンパンを入れた柔やわらかなチョコレートクリームをエクアドル産カカオから作ったチョコレートで包みました」

　彼は次のダークチョコレートを示して、

「こちらは『ベネズエラ・ダーク・トルサード』、ベネズエラ産のカカオから作ったダークチョコレートでバニラとカラメル風味のヌガティーヌを包み、巻き貝の形にしたものです」

　それから最後の煉れん瓦が形のチョコレートを示して、

「こちらが『マサト・イチミヤ・リミテッド・エディション』、最高級のポルナセーラ・カカオを使った生チョコレートです。カカオは70％、そのうちカカオバターを31％含ふくみました、最高級のクーベルチュールを使用しております」

「うわあ、『マサト・イチミヤ・リミテッド・エディション』って限定で一日五十個しか出ないヤツですよね？　このお店の一番のお奨すすめってグルメ雑誌に書いてありましたっ！」

　姉貴が身を乗り出して言い、ギャルソンはにっこり笑って、

「よくご存じですね。ショップの方ではおかげさまで先ほど売り切れになりました。カフェの方でもこれが最後の一つになります」

「きゃあ、そうなんだ？　ラッキーだったわね、葉平？」

「それでは、どうぞごゆっくり」

　ギャルソンが優ゆう雅がに頭を下げて立ち去るのを待っていたように、姉貴が手を伸のばしてくる。

「葉平はどうせ食べられないでしょ？　お姉ちゃんがもらってあげるから……」

「ちょっと待った！」

　オレは思わず叫さけび、チョコレートを摘つまみ上げようとした姉貴の手首をがっちり摑つかむ。

「ホット・チョコレート飲んで、チョコレートケーキ食べて、さらに三個もチョコレート食べるつもり？　あんな美形のギャルソンがいる店で鼻血出してもいいの？」

　オレが言うと、さすがの姉貴もたじろぐ。

「う……それはぁ～……」

　オレは姉貴の手首を離して、

「いいよ、オレが自分で食べる。甘い物は苦手だけど、こんなお洒落しやれな店でチョコレートを残したりしたら顰ひん蹙しゆくモノだから」

　渋しぶ々しぶを装よそおって言い、はやる心を抑おさえつつ、シャンパントリュフを摘み上げる。

　ゆっくりと口に近づけるだけで、ふわ、と芳かぐわしい香りがオレを包み込む。

　……うわあ、幸せだ……っ！

　……コーヒーにチョコレートがついていて、本当にラッキー！

　オレは思い、ゆっくりとそれを口に入れる。

　カカオパウダーの苦みを舌に感じながら、トリュフの柔らかな表面をそっと嚙かみ……。

「……う……」

　口の中にふわあっと広がったあまりにも麗うるわしい香りに思わず目を見開いてしまう。

　……すごい……！

　……オレが今まで食べてきた、チョコレートと呼ばれるモノとは、全然違ちがう……！

　とても高級な素材であることが感じられる、ほとんど甘みのないカカオパウダー。

　その上に広がるのは、トロリとした舌した触ざわりのシャンパン入りチョコレートクリームの甘み。

　シャンパンの持つわずかな酸味と甘み、そして瑞みず々みずしい葡萄ぶどうの香りがカカオと混ざり合って……絶ぜつ妙みようなバランスで口の中に広がって……。

　……美味おいしい……。

　オレは呆ぼう然ぜんと宙を見つめたまま、思う。

　……なんて美味しいんだろう……？

　甘みがさっぱりしているのとカカオの香りがものすごくいいせいで、そのチョコレートは少しもくどさがなかった。

　もっともっと味わっていたいのに、口の中でふわりと蕩とろけてなくなってしまう感じ。

　オレは我を忘れて次のチョコレートを摘み上げる。

　……『ベネズエラ・ダーク・トルサード』……だっけ？

　オレは大おお仰ぎような名前を思い出しながら、それをそっと口に入れる。

　最初に口の中に広がったのは、甘さではなくてオトナっぽい苦みと、カカオの香り。

　表面のダークチョコレートが蕩けると同時に、中から芳ほう醇じゆんなキャラメル状のクリームが口の中に流れ出た。

　……うわあ、柔らかい。

　……それに、めちゃくちゃいい香り。

　ヌガティーヌ（ってたしかヌガーの女性形だよね）って聞いた時、安いチョコレートに入ってる、ベタベタに甘くて、奥歯に沁しみそうなあれを想像しちゃってたんだけど……。

　ほんのりと甘いそのヌガティーヌは、ミルクとバターと香こうばしく焦こがしたカラメルの香りがした。そこにフワリと広がるバニラの香り。ごくごく微かすかに感じられるバターの塩味が、ダークチョコレートの苦みとマッチしてものすごく美味だ。

　……すごい。癖くせになりそう……。

　オレが呆然としてるうちに、チョコレートはまたふわりと蕩けてなくなってしまう。

　オレはうっとりとため息をつき……それから姉貴に見られていたらどうしようと思って恐おそる恐る目を上げる。

「ああ～、夢みたい～！」

　しかし、姉貴は目の前のショコラ・ショーとチョコレートケーキに夢中だったみたいで、オレのことなんか眼中になかった。それを見て、オレはホッとする。

　……思わず我を忘れてたぞ……。

　……いけない、いけない。

　オレは深呼吸して、速くなってしまった鼓こ動どうを落ち着かせようとする。

　……こんなにうっとりしてたこと、姉貴にばれたらバカにされるし……。

　思いながら、コーヒーのカップを持ち上げる。

　何気なく飲もうとして……ふわりと立ち上った香りに、ドキリとする。

　……なんだ、このものすごくいい香り……。

　ショコラ・ブティックっていうからメインはチョコレートを使ったものだと思った。だからいくら高級そうな店だとしてもブレンドコーヒーになんかたいして期待はしてなかった。

　……なのに……？

　オレはドキドキしながら、そのコーヒーを一口飲んでみる。

　フワリと広がる新しん鮮せんなコーヒー豆の香り。もちろん挽ひきたて、さらに焙ばい煎せんしたばかりの豆だけを使い、職人技わざで淹いれられた、完かん璧ぺきなコーヒーだ。

　……美味しい……！

　……なんだろう、このブレンド……？

　オレは夢中でコーヒーを味わい、何の豆がブレンドされているのかを当てようとする。

　……基本は、コロンビアとブラジルだよね。深ふか煎いりの。

　……この深い苦みが、チョコレートの後味と、絶妙にマッチしている。

　オレは思わず目を上げて、さっきちらりと目に入ったコーヒーカウンターを見る。

　優雅な造りの店内の壁かべ際ぎわ、オレと姉貴が座っている席のそばに、老舗しにせのバーにでもありそうな艶つやのある胡桃くるみ材で作られたコーヒーカウンターがあった。

　カウンターの奥の壁際にはコーヒー豆が入っているらしい黒い缶かんと、紅茶の葉っぱが入っているらしい陶とう器きのポットがズラリと並んでいる。金色と黒の金属でできた古風なエスプレッソマシンがあり、その前に立っているのは……。

「……あの人が、コーヒーを淹れてるのか」

　そこにいたのは、さっき注文を取りに来てくれた美人のギャルソンだった。

　彼は長い睫まつ毛げを伏ふせ、慎しん重ちような手つきでネル袋ぶくろを使ってコーヒーをドリップしている。その手つきは熟練していて、彼の技術が付け焼き刃ばでないことを表している。

　よく見ると他のギャルソンとは違って、彼の黒いジレの胸にはコーヒーカップを象かたどった小さな金色のバッジが光っている。

　……あの人が、バリスタってことか。

　……美人なだけじゃなくて、コーヒーを淹れるセンスもすごいんだ……。

　バリスタっていうのは、コーヒーを淹れる技術を持った専門家のこと。国家資格があるわけじゃないんだけど、イタリアでは昔からとても尊敬される存在だ。日本でもシアトル系のコーヒー専門店が増えてから、バリスタの名前も定着してきた。

　オレも実はバイトしたお金でバリスタの講習を受けに行ったことがあって……本当に極きわめようとしたら時間もお金も必要だし、ものすごく大変な専門職なんだって思い知った。

　知識があるだけじゃなくて、敏びん感かんな味覚と嗅きゆう覚かく、そして優すぐれたセンスがないと、本当に美味しいコーヒーやエスプレッソは淹れることが出来ないんだよね。

　……だからオレは、独学でコーヒーを淹れちゃってるんだけど……。

　オレは、もう少ししか残ってないコーヒーを出来るだけ味わって飲む。

　……あの美人ギャルソン、じゃなくて美人バリスタは、きっと専門的にちゃんと勉強した人なんだろうな。

　……彼の淹れるコーヒーは、美味しくてチョコレートに合うばかりじゃなくて……なんだかものすごく上品だ。こういう高級な店にぴったりなイメージの。

　オレは、自分の淹れたコーヒーの味を思い出してちょっと恥はずかしくなる。

　……味には自信があるんだけど……オレのコーヒーって、どっか粗そ野やなんだよな。

　……それはオレの性格が粗雑だから……？

　オレはコーヒーを飲み干し、名残なごり惜おしい気持ちでため息をつく。

　……使ってるカップはオレがバイトしてる店のものよりも大きいくらい。だけど絶対に残せない。しかも、出来ればもっと飲みたいって思うもんな。

　……これって上品な味と香かおりである証しよう拠こだよね。

　オレはうっとりし……それからふと思う。

　……もしもこんな店でバイトが出来て、こんなコーヒーの淹れ方を教わることが出来たら、ものすごく嬉うれしい。

　……床ゆか掃そう除じからでもいいから、バイト募ぼ集しゆうしてないかなあ？

　オレは思いながら、カップをソーサーに戻もどす。

　……うう、もう一いつ杯ぱい頼たのんだら、きっと高いよね？

「コーヒーのおかわりはいかがですか？」

　考えていたことを読まれたようなタイミングで聞かれて、オレはギクリとする。

「はいっ？」

「コーヒーのおかわりはいかがですか？」

　そこに立っていたのは、シルバーのトレイを掲かかげた美人バリスタだった。

「い、いいんですか？　おかわりしても？」

　オレが思わず聞いてしまうと、美人バリスタはにっこりと微ほほ笑えんで、

「もちろんです。よろしければ何杯でも」

「じゃ、じゃあ、遠えん慮りよなく……お願いします」

　オレが頭を下げると、ギャルソンはトレイの上から新しいカップとソーサーを取り、ローテーブルに置いてくれる。

「先ほどとは少し違うハウスブレンドです」

　言いながら、シルバーで出来たコーヒーポットから熱いコーヒーをそこに注つぐ。

「こちらも生チョコレートに合いますので、よろしければお試ためしになってみてください」

　身を屈かがめた彼の綺き麗れいな横顔が、すぐそばにある。

　耳のそばで響ひびいた彼の甘い美声に、ちょっとドキドキする。

　彼はオレが飲んだ後のコーヒーカップとソーサーを、トレイに載のせる。

「ごゆっくりどうぞ」

　にっこり微笑んで、優ゆう雅がに踵きびすを返す。

　彼がカウンターに戻っていったのを見て、ふと気づく。

　……彼が持っていたのは一人用のコーヒーポットだった。ファミレスの店員みたいに大きなポットを持って席の間を歩き回っていたわけじゃなかったんだ。

　……ってことは、彼が淹れてくれてたの、オレのためのコーヒーだったの？

　思ったら、なんだかドキドキする。

　……なんか……綺麗なだけじゃなくて、めちゃくちゃいい店って感じ。

　オレは思いながら、最後の生チョコレートを摘つまみ上げる。

　……『マサト・イチミヤ・リミテッド・エディション』だっけ？

　……これだけ大おお仰ぎような名前を付けておいて、大したことなかったら、笑えるけど……。

　思いながら口にそっと入れる。

　そして……。

　口の中に広がった、なんともいえない甘みと香りに、オレはそのまま硬こう直ちよくする。

　……なんだろう、これ……？

　苦みの強いその味はまさにオトナの味。

　そしてなぜか不思議にセクシーな……。

　……なんだか、自分が蕩とろけてしまいそう……。

　オレは口の中でフワリと蕩けるチョコレートを味わいながら陶とう然ぜんとする。

　それは驚おどろくほどの高価な値段に相応ふさわしい、本当に、まるで夢のように美味おいしいチョコレートだったんだ。

　オレはすべての感覚を集中させたくて、思わず目を閉じる。

　……ああ、こんなに美味しい食べ物が、この世にあるなんて……！

　心臓が、トクンと跳はね上がった。

　……なんだろう、これ？　まるで恋こいでもしたかのように、ドキドキする。

　……なんて美味しくて、そしてなんて不思議なチョコレートだろう？

　それに、ドキドキするだけじゃなくて、なんだか……身体からだが……。

　オレの身体が、なぜかジワリと熱くなった。

　それはまるで発情でもしてるような……。

　オレの唇くちびるから、陶然としたため息が漏もれた。

　……このチョコレートは……まるで媚び薬やくだ……。

「ふう、ケーキ、美味しかったわあ！　量あったけど甘くなかったから余よ裕ゆうで完食！」

　姉貴の声に、オレはハッと我に返る。

　……ああ、何考えてたんだ、オレ？

　……チョコレートで発情するわけがないじゃないか！

「しっかし、やっぱりいい店の店員さんってすんごい美形揃ぞろいよね～！」

　姉貴は言って、店の中を見回している。

「私の一番の萌もえはさっきの美人ギャルソンさんだけど！　ホント綺麗な人ねえ！」

　姉貴はカウンターの中で働く彼の姿を目で追いながらうっとりと囁ささやく。

「これで、ここのショコラティエを見られれば言うことないわあ！」

　うちの姉貴はすごい面食いだ。それを知っているオレは、ため息をついて、

「こんないい店のショコラティエ、どうせおじいちゃんだろ？　それでもいいの？」

「違う、違うっ！」

　姉貴は興奮して大声で言い、恥ずかしそうに辺りを見回して声を潜ひそめる。

「雑誌で何度か見たことあるのよ！　おじいちゃんだなんてとんでもない！　まだ二十代後半なのよ、ここのショコラティエは！」

「そんなに若いの？」

「そうそう！　しかも、もんのすごい……」

　姉貴が興奮して囁き……ふいに言葉を切る。

「……うっそ！　ラッキー！」

　そしてカアッと頰ほおを染めている。

　……なんなんだろう？

　店内の女性たちの中に、ため息混じりのうっとりしたざわめきが広がる。

　彼女たちの視線は、姉貴と同じ方向に向いている。

　姉貴の視線を追って目を上げ……オレはそのまま硬直する。

　厨ちゆう房ぼうから出てきたのは、一人の背の高い男。

　肩かた幅はばが広く腰こしの締しまったモデルみたいな体型を、純白のシェフコートに包んでいる。

　きちんとカットされた艶つややかな漆しつ黒こくの髪かみ。

　そこにいたのは、彫ちよう刻こくみたいに端たん整せいな顔をした……とんでもないハンサムな男だった。

　……うわ、あんなチョコレートを作る上に、さらにこんな美形だなんて！

「……あれが、ショコラティエ界のプリンス、一いち宮みや雅まさ人と様よ！　本物を見られるなんて本当にラッキー！」

「あんなに若いのに、ショコラティエ？　こんな立派な店の……？」　>>>♥

　オレが呆ぼう然ぜんと言うと、姉貴は嬉しそうに、

「彼はまだ二十八歳！　新進気き鋭えいの若き天才ショコラティエなの！　世界的な賞をたくさん獲とってるのよ！」

「へえ……すごいんだあ……」

　一宮という彼は、自分を追っている女性たちの熱い視線にまったく気づいていないようなクールな顔のまま、長いストライドで店を横切る。

　カフェカウンターに近寄り、さっきの美人バリスタに何かを話しかける。

　美人バリスタは顔を上げ、ショコラティエの言葉を聞いて、ふいに小さく笑う。

　そして可笑おかしそうな顔で何かを小声で言い返している。

　……ほかのギャルソンたちも美形だけど、あの二人がクラシカルなカウンターの前に並んでいるところ、なんだかフランス映画みたいだ。

　オレはコーヒーカップを持ったまま、カフェカウンターにいる二人に見とれる。

　……世界が違うっていうか……。

　思った時、ふいに一宮というショコラティエがこっちを振ふり返った。

　呆然と見とれてしまっていたオレと、彼の視線が、真っ直すぐに合ってしまう。

　……うわ！　有名ショコラティエと目が合った！

　慌あわてて目を逸そらそうとするけど……まるで射すくめられたかのように、身動き出来ない。

　鼓こ動どうが、いきなり速くなる。

　……どうしちゃったんだろう、オレ？

　真っ直ぐに見つめてくる彼の瞳ひとみが、まるでダークチョコレートみたいな、艶のある濃こいチョコレートブラウンをしていることに、オレは気づく。

　……うわあ、なんて綺麗な目だろう？

　……それに、映画やテレビ以外で、いや、それを含ふくめてもこんなものすごいハンサムな男って初めて見るかもしれない。

　オレの鼓動が、なぜか速くなる。

　……って、なんでオレ、男に見とれちゃってるわけ？

　一宮は、オレみたいな小こ僧ぞうと目が合ったのが気に入らないのか、厳しい顔のままでオレを見返してくる。

　……うわ、男のくせにチョコレートなんか食べに来るな、とか思われてる。

　彼の視線がふと下に落ちる。彼の視線を追ったオレは、ローテーブルの自分の前に、コーヒーのカップとサービスでもらったチョコレートの載っていた小皿しかないことに気づく。

　……違ちがう、ショコラ・ブティックに来たんならコーヒー以外の物もちゃんと頼たのめよって思ってるんだ！

　……うわあ、有名でハンサムかもしれないけど、意地悪かも？

　一宮は感情の見えないクールな顔のままでオレの前に置かれた空の皿を見つめ……それからふいに目をそらす。

　美人バリスタに何かを言い、それからまた店を横切って厨房に消えてしまう。

　……帰った……。

　オレは一気に脱だつ力りよくし、ふう、とため息をつく。

「す・て・き～」

　姉貴がうっとりと呟つぶやいているのが聞こえる。

「あのクールなところもたまらないわよね！　ショコラティエの中でも孤こ高こうの人と言われてるらしいし！」

「孤高の人？」

「そう。彗すい星せいのように現れた、師し匠しようも弟で子しも持たない一いつ匹ぴき狼おおかみなんですって！　あんなハンサムなのに孤独だなんて、ますます萌えだわ！」

　……彼みたいな人、いつでもこうやってミーハーに女性たちから騒さわがれてるんだろうな。

　オレはふいに思ってしまう。

　そして、彼の冷たい視線を思い出して不思議なほど悲しい気持ちになる。

　……こんな店で働けたら、なんて思ったりして、オレ、バカみたいだな。
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「『シンプル・ショコラ・ショー』『スペシャル・ショコラ・ガトー　ル・デュオ・ルージュ・エ・ブラン』……以上！」

　厨房に入って来て言ったのは、ギャルソン姿のほっそりした青年。

　彼は西にし澤ざわ優ゆ羽う。二十七歳。カフェ部門の責任者兼けんバリスタ、そしてこの店の会計係だ。

　優羽にずっと憧あこがれているスー・ショコラティエの多た村むらが、頰を赤くしながら言う。

「バリスタである西澤さん自らオーダー取ったんですか？　そんなに混んでます？」

　優羽は可笑しそうに笑いながら、

「この店が混んでるのは開店初日からずっとだよ。……ちょっとハンサムな男の子が来たんだ。面おも白しろいからオーダー取ってみた」

　言いながら、作業台の上にあるオーダーフォルダーに注文の書かれたメモを挟はさみ込む。

　彼はもとはパリにある製せい菓か学校の後こう輩はいだった。卒業後、私はベルギーにある有名ショコラ・アトリエで修しゆ業ぎようを積み、彼はヴェネチアにあるカフェでバリスタの修業をしていた。

　コーヒーからカクテルまで、彼が作る飲み物はおよそほかの人間が作るものとは格が違う。

　東京で自分のショコラ・ブティックを持つことになった時、カフェ部門を任せられるのはこの男だと思った。今でもその直感は正しいと思っている。

　バリスタとして一流なだけでなく、彼は客観的に見ればとても麗うるわしいルックスをしている。歩くだけで女性客をうっとりさせるその雰ふん囲い気きは、客商売をするための才能の一つだ。

　……まあ、ルックスに反比例して性格はかなりひねくれている。後輩のはずなのにいつの間にかタメ口、しかも今では私よりもよほど偉えらそうだし。

　私の名前は一宮雅人。二十八歳。この『Le Chocolat du Masato Ichimiya』のオーナー兼チーフ・ショコラティエだ。

「年は二十歳はたちくらい。スポーツやってそうなやんちゃな感じで、ハンサムと可愛かわいいの中間。なかなか見られないような存在感のある子なんだ」

　優羽は楽しそうに言う。

「周りが女性ばっかりだから、緊きん張ちようしてガチガチ。……楽しいから覗のぞいてみれば？」

　優羽は生意気なことを言って、厨房とフロアを隔へだてるドアの方に顎あごをしゃくってみせる。

「私は忙いそがしいんだ。おまえもさっさと働いてくれ」

　私は、ショコラ・ショーに使うチョコレートの塊かたまりを包丁で刻みながら言う。

「っていうか、この店のオーナー、兼、チーフ・ショコラティエに質問～♪」

　優羽はまだ粘ねばるつもりらしく、ふざけたように手を上げる。

「彼はこの店に来てコーヒーしか注文してない。こんなお客様って初めてだよね？」

「へえ、珍めずらしいですねえ」

　多村が、切り分けたガトーショコラを低温のオーブンに入れて言う。

「この店に来て、チョコレートを頼まないでいられるなんて」

「チョコレートが嫌きらいな人間はこの世にいくらでもいる。恋こい人びとに無理やり連れてこられたんだろう」

　私は、目を上げないままで言う。優羽は肩かたをすくめて言う。

「それがちょっと違うみたいなんだよね。いいから見て」

　……相手をしてやらないと、いつまでも邪じや魔まされそうだ。

　私はため息をついて思う。

「まったくうるさいバリスタだな」

　言いながら、丸く開けられたドアの覗き窓まどからフロアを見る。すぐ後ろに立った優羽が、

「すぐそこのあのソファ。彼なんだけど」

　彼が示した席に座っていたのは、一人の青年だった。

　彼を見た途と端たん、私の心臓が、ドキリと高鳴った。

　年ねん齢れいは、きっと十九か二十歳。もしかしたらもう少し若いかもしれない。

　いかにもスポーツ万ばん能のうそうな、引き締しまった身体からだをしている。

　シンプルな白のコットンシャツに包まれた、少し薄うすめだが凜り々りしく張った肩。

　ギュッと引き締まったウエストと、少年のような腰こし。所在なげに投げ出した脚あしは現代っ子らしくすらりと長い。

　寝ね癖ぐせのようにところどころ撥はねている、艶つやのある黒い髪かみ。

　金色に陽ひ灼やけした頰ほおを持つ、小さく整った顔立ち。

　いたずらな笑えみを浮うかべたら似合いそうな、柔やわらかそうな唇くちびる。

　すっと通ったノーブルな鼻筋。

　凜々しい眉まゆと、長い睫まつ毛げ。きっちりと二ふた重えの刻まれた、大きな目。

　……なんて美しい青年なんだろう……？

　私は、陶とう然ぜんと彼に見とれてしまいながら思う。

　彼の向かい側に座った女性は後ろ姿しか見えないが、はしゃいだような身み振ぶりから、彼女が何かを一いつ生しよう懸けん命めい話しているらしいことが解わかる。

　しかし彼は心ここにあらず、と言った雰囲気で、周囲のテーブルの上に並べられたスイーツたちを見み渡わたしている。まるでお預けを喰くらわされた子供のようだ。

「なんだかすごく食べたそう、ですよね」

　いつの間にか私のすぐ横に来ていた多村が、いきなり呟く。

「食べたいのなら、ちゃんと頼めばいいのに。金欠でしょうか？」

「というより」

　優羽が、ため息混じりの声で言う。

「彼女の尻しりに敷しかれてるのかも？『甘い物は苦手でしょ』と最初から言われてメニューすら開けなかったんだ。勝手にブレンド注文されてたし」

「そうなんですか？　同情します！」

「彼女の前では甘党であることを隠かくしてるんじゃない？　あの落ち着かない感じは、どう見てもチョコレート好きだ」

　彼の視線が、少し離はなれたローテーブルに置かれたパフェに釘くぎ付づけになる。

「『バニラシフォンケーキとフルーツのパルフェ　マダガスカル・カカオのアイスクリームとチェリーソース添ぞえ』に注目してますよ。目が高いなあ」

　多村が言って、ヨダレを拭ふく真似まねをする。

　パフェを見つめる青年の顔はとても真しん剣けんで、その目は子供のようにキラキラと光っている。

　……こんな子に、私のチョコレートを食べてもらいたい。

　私の中に、ふいに圧あつ倒とう的な欲望が湧わき上がる。

　……私のチョコレートを食べさせたら、彼は、どんな顔をするだろう？

　私は優羽が挟んだオーダー表を見上げて、

「彼にチョコレートをサービスする。……これでいいんだろう？」

　私が言うと、優羽は嬉うれしそうににっこり笑って、

「さすが。うちの店のショコラティエは話が解る。ちなみに彼はハードブレンドを頼たのんだよ」

　満足げに言って、優ゆう雅がな足取りで厨ちゆう房ぼうを出ていく。

「よかったよかった。見てるだけじゃ可哀かわい想そうですもんね。一宮オーナーは優やさしいなあ」

　多村が嬉しそうに言い、私がチラリと睨にらむと慌あわてて作業台に戻もどっていく。

　私はショコラ・ショーを作る準備をしながら、彼のためにどのチョコレートを選ぶかを考え始める。

　……優羽は、彼がハードブレンドのコーヒーを頼んだと言った。

　……とすると……？

「多村。悪いが、すぐに店の方に行って『トリュフ・シャンパーニュ』『ベネズエラ・ダーク・トルサード』『マサト・イチミヤ・リミテッド・エディション』の三つを持ってきてくれないか？」

　私が言うと、多村は慌てて近くにあったチョコレートトレイを摑つかむ。

「うわ、『マサト・イチミヤ・リミテッド・エディション』はそろそろ売り切れる時間ですよね？　急がなくちゃ！」

　すぐさま、店に続くスイングドアから姿を消す。

　……間に合うと、いいのだが。

　……彼にはやはり、あれを食べてもらいたい。

「ありましたっ！『マサト・イチミヤ・リミテッド・エディション』最後の一個、確保！」

　トレイに載のせたチョコレートを得意げに掲かかげてみせる。

　……彼は、私の作ったチョコレートを食べて、どんな顔をするだろう？

　ショコラ・ショーとガトーショコラの飾かざり付けが完成したジャストのタイミングで、優羽が厨房に入ってきた。運ぼうとしていたテーブル担当のギャルソンに、僕が、と言ってトレイを取り上げる。

　私が選んで小皿に載せておいた三つのチョコレートを見て、満足げにうなずく。

「うん、この三つなら僕の淹れたハードブレンドにぴったり」

　言って軽い足取りで厨房を出ていく。置き去りにされたギャルソンが目を丸くして、

「バリスタがあんなことまでするなんて、珍しいですね。注文も取られてしまいましたし」

「どうやら気に入ったお客様がいたらしいよ。カップルの男のほう」

「あ、たしかに。十五番テーブルには見み栄ばえのする男の子がいました」

　多村とギャルソンは並んで厨房の窓から客席を覗いている。

「ああ、チョコレートを見てめちゃくちゃ嬉しそうにしてる！」

「本当だ。よかったですね！……あれ？」

　多村の言葉に応こたえたギャルソンが、首を傾かしげて不思議そうな顔で言う。

「彼のこと、なんだかどっかで見たことのある気がするんですけど」

「へ？　俺は見たことないよ。この店に来るのは初めてって感じだし」

「いえ、お客様だったら顔は忘れないんですけど……あれ？　どこで見たんだったかな？」

「なんかの雑誌の読者モデルとかじゃない？　背はあんまりデカくないけど顔はイイし」

「そうかもしれませんね。雰ふん囲い気きあるし……」

　ギャルソンが答えた時、厨房の扉とびらが外から押し開かれ、二人はぶつからないように慌てて飛び下がる。

「失礼します！『三種のショコラアイスクリーム・アソート』お願いします！」

　入ってきたギャルソンが注文を読み上げ、サボって外を覗のぞいていた二人はそそくさと仕事に戻る。

　手を止めて二人の会話に聞きいってしまっていた私も我に返り、仕事に戻ろうとし……。

「それから、西澤さんが一宮オーナーに用事があるそうです。急いでカフェカウンターに来て欲しいって言ってました」

　ギャルソンの言葉に、私は顔を上げる。

「どうかしたのか？　足りないものでも？」

「いえ、ただ用事だとしか……」

「なんだろう？……多村、『三種のショコラアイスクリーム・アソート』を頼めるか？」

「了りよう解かいしました！」

　私は不思議に思いながら厨房を出ようとし……そのまま扉の前で立ち止まる。

　厨房の窓の向こうに見える彼が、私の作ったチョコレートを摘つまみ上げたところだった。

『マサト・イチミヤ・リミテッド・エディション』

　ショコラティエになって以来、毎日のように数え切れないほどのオリジナルチョコレートを生み出してきた。その私が、今でも一番気に入っている最高のチョコレートだ。

　チョコレートを口に入れた彼は、驚おどろいた顔をしてそのまま動きを止めた。

　形のいい顎あごがゆっくりと動き、彼がチョコレートを嚙かんだことが解る。

　彼が目を見開き……それから、ゆっくりとその長い睫毛を閉じた。

　美しい顔が、まるでキスをねだるようにわずかに上を向く。

　まるで愛あい撫ぶに感じたかのように、シャツに包まれた彼の身体からだが、ヒク、と小さく震ふるえた。

　微かすかに開いた唇。肩かたが上下に動いて、彼が目を閉じたまま、うっとりとため息をついたことが解る。

　耳元で、彼の甘いため息が聞こえた気がした。

　わずかに顔を仰あお向むけ、睫毛を震わせてため息をつく彼は、まるで達してしまったかのように……とてつもなく色っぽかった。

　私の身体に、ゾクリと戦せん慄りつが走った。

　……ああ……なんて顔をするんだ……。

　心が、ズキリと甘く痛む。

　獰どう猛もうな衝しよう動どうが、私の中に湧き上がる。

　……今すぐに、抱だいてしまいたい……。

「一宮オーナー？　どうかしましたか？」

　多村の不思議そうな声に、私はハッとする。

「いや、なんでもない」

　私は言い、扉を押し開ける。

　彼と目が合ったら、何かが焼き切れてしまいそうだった。

　私は彼を間近で見たい、彼の声が聞きたい、という衝動を無理やりに抑おさえつける。

　……彼を見て、話をして、どうしようというんだ？

　……彼は店の客で、しかも女性とデートの最中だ。

　私はなぜか心が痛むのを感じながら、早足で店内を抜ぬける。

　カフェカウンターにいる優羽のところに行き、ほかの客に聞こえないように声を潜ひそめる。

「なんの用だ？」

「高いチョコレートをサービスしたんだから、きっちりご褒ほう美びをもらわなくちゃ」

　優羽は言って、楽しそうな笑えみを浮うかべる。

「僕、話しかけちゃった。いい声してるよ。あなたも彼の声が聞きたいでしょう？」

　私は考えを見み透すかされたような気がして、眉まゆをひそめる。

「どこかの店のミーハーなパティシエじゃあるまいし。私が店の客に挨あい拶さつをしないことはよく知っているだろう？」

「素す直なおじゃないなあ」

　彼は言い、それからチラリと彼の方に視線を移して、

「彼があなたを見てるよ。……へえ、さすがあなたのチョコレートは効くな。めちゃくちゃ色っぽい顔してる」

　言われて、私は思わず彼の方を振ふり返ってしまう。

　ガラス越ごしでない、間近に見た彼は、予想した以上に美しかった。

　そしてそれだけでなく……本当に色っぽかった。

　潤うるんだ漆しつ黒こくの瞳ひとみが、私を真っ直すぐに見つめている。

　私の心臓が、ドク、と熱く高鳴った。

　……ああ、君が欲しい……。

　私の中に、さっきよりもさらに激しい衝動が湧わき上がる。

　……君を自分のものにするためなら、どんなことでもしてしまいそうだ。







浅野葉平







「おはよー！……葉平、寝ねぼけてる？」

　目の前で手をヒラヒラと動かされて、オレはハッと我に返る。

　大学の講義室。大きなすり鉢ばち形の講義室の一番底に当たるところでは、白しら髪がのおじいちゃん教授が講義中だ。出席だけすれば試験なしで通る楽勝クラスと呼ばれてるこの科目、空き席は少ないけれど、雰囲気はダラダラだ。

　講義の半ば、隣となりの席に滑すべり込んできたのは、同じ経済学部の同級生、水みず野の和かず樹き。茶色の髪かみと茶色の瞳をした、同じ年の男とは思えない可愛かわいらしい顔をしている。

「和樹、遅おそい。誰だれが代返したと思ってる？」

　反対側に座っていたごつい男が、身を乗り出して和樹に囁ささやく。彼の名前は森もり田た威たけし。やっぱり同じ年だけど、別の意味で信じられない。百七十五センチあるオレより十センチはデカく、筋肉質だから華きや奢しやな和樹より二回り以上ごつい。

「まあまあ。それより、例のモノはゲットしたの？」

　威の向こう側から顔を出したのは、益ます田だ由ゆ利り。大学一の美女と言われていて憧あこがれてる男子も多いけれど中身は竹を割ったような男気溢あふれる性格。信じられないけど、森田と最近付き合うようになり、大学中の男子どもを失意のどん底に叩たたき落とした。

　……威のごつい見かけによらない繊せん細さいで優やさしいところと、由利のさっぱりした性格を知っているオレたちには、かなりうなずけるお似合いのカップルなんだけど。

　見かけも性格も全然違ちがうオレたち四人が妙みように仲良くなったのには、実は理由があって。

「もちろん無事ゲットだよ。驚くなよ？」

　和樹が楽しそうに言って、小さな箱をオレの方に押しやる。

「やった！」

　由利が声を上げ、遥はるか遠くにいる教授から睨にらまれて慌あわてて口を押さえる。小声になって、

「デパ地下限定発売の生チョコ『お菓か子しの鉄人オサム・スズキのスペシャル・クーベルチュール・ショコラ』！　こんな貴重品を本当にゲット出来たなんて！」

　和樹は得意げにうなずいて、

「学校に来る前にデパ地下で並んで買ってきたんだよ。ものすごい行列だったけど、明日までで終わっちゃうし最後のチャンスだと思って」

「偉えらすぎる、和樹。俺もめちゃくちゃ食べたかったんだよな」

　威が満足げにうなずいている。

　実は一見全然似ていないオレたちには、共通点がある。威の実家は和菓子屋さん、和樹の実家はケーキ屋さん、由利の実家はフランス料理のレストラン、そしてオレの実家は喫きつ茶さ店てん。業種は違うけど、四人とも飲食関係の店の家に生まれて、食べ物に興味がある。特に甘いものには目がない仲間なんだよね。

　和樹は恭うやうやしい手つきでリボンを解ほどいて箱を開き……伸のばされた威の手をピシリと叩く。

「その前に。税込みで一個三百円になります」

　オレたちに向かって手を差し出す。

「一個が三百円かぁ。学食でカレーとサラダが食べられる値段だよ。さすがにお菓子の鉄人の商品はものすごい高価だよな」

　威がデイパックから財さい布ふを出し、音をさせないように気を付けながらお金を数えている。由利もバッグから財布を取り出して、

「ああ～。私だって仕送りギリギリだし。バイトの時給は安いし。たまの贅ぜい沢たくよねぇ」

　言いながら、三百円を和樹に渡わたしている。

　……そうだよな。

　オレはジーンズのポケットから小銭を出し、それを机の上に置きながら思う。

　……一個五百円もするチョコレートなんて、普ふ段だんは絶対に食べられない贅沢品だ。あの店で三個もチョコレートが食べられたのは、奇き跡せきみたいなもんだよな。

　甘い物好きを唯ゆい一いつカミングアウトしているこの三人の前でなら、甘い物を頼たのむのはきっと平気だっただろう。だけどオレも含ふくめて万年金欠のこのメンバーで、あんな高級な店に行くなんて絶対無理だ。あとで姉貴に聞いたら、ショコラ・ショーが千二百円、アイスクリームの添そえられたチョコレートケーキは千五百円、オレの頼んだコーヒーも九百円もしたらしい。あの味なら納なつ得とく出来るし、チョコレートがついていると思えば、コーヒーはものすごくお得だった気もするけど。

　思ったら、口の中に、いきなりあのチョコレートの味が蘇よみがえる。

　カカオバターの濃のう厚こうなコク、カカオの芳ほう醇じゆんな香かおり。

　そして上品な甘みと、気が遠くなるようなセクシーなオトナの苦み。

　思い出すだけで、鼓こ動どうが速くなる。

　……ああ、あの店のチョコレートは、本当に……。

「わあ、美味おいしいわねえ～」

「うん。さすが一個三百円」

　チョコレートを早々と食べた威と由利が、小声で囁き合っている。

「葉平、どうぞ」

　箱を差し出されて、オレは箱の中に入っていた柔やわらかい生チョコレートを摘つまみ上げる。

「いただきます」

　買ってきてくれた和樹に頭を下げてから、オレはそのチョコレートを口に入れる。

　……あれより安いけど、これだってカカオバターを贅沢に使ったクーベルチュールで作ってるんだろ？

　……そうだよ、あんな堅かた苦くるしい高級店で五百円もするチョコレートを食べなくたって、オレはデパ地下のチョコレートでじゅうぶんに贅沢な思いが出来るんだ。

　思いながら、柔らかなそれをゆっくりと嚙かみ……。

　……え……？

　オレは、口こう腔こうに広がった香りと味に、愕がく然ぜんとする。

　……全然、違う……。

　……同じチョコレートとは、思えない……。　>>>♥

　口に広がったのは、苦みというよりも渋しぶみ。

　カカオの香りはするけれど、あの店のチョコレートで感じたナッツのような香こうばしさがまったくない。

　クーベルチュール・ショコラと言うからにはカカオバターは規定量以上入っているんだろうけど、質が悪いのか、コクがあるというよりはくどくて脂あぶらっぽい感じ。

　そして何よりもカカオの品質をごまかすように、砂糖を大量に入れているのが解わかる。

「ね？　美味しいでしょう？」

「う……うん。そうだね」

　和樹の言葉に、オレは素直にうなずけなかった。

　……たしかに、いつも食べているコンビニのチョコレートよりもずっと格が上だ。

　……もしかしたら、あの店のチョコレートを味わう前だったら、オレも三人と同じようにこのチョコレートに「美味しい」と満足していたかもしれない。

　……でも……。

　あの店のチョコレートを食べた時に感じたのは、「美味しい」という言葉では表せないような、身体からだが熱くなるような不思議な感動。

　あれを覚え込んでしまったオレの舌は、もう……。

　オレはやたらに甘いそのチョコレートを必死で飲み込み、そして愕然とする。

　……あの店のチョコレートは、本当に媚び薬やくみたいだ。

　オレは、あの店に列を作る女性たちの気持ちが理解出来た気がした。

　……食べたい。我が慢まん出来ない。

　……オレはもう、普ふ通つうのチョコレートでは満足出来なくなっちゃったのかもしれない。

　オレはあの店のショコラティエのハンサムな顔と、それからあの冷たい目を思い出す。

　……お金がない、女性客に交まざるのが恥はずかしい、さらに……。

　……あんな目で見られたら、二度と行けないよ。

　冷たい目で見られたことが……なんだか不思議なほど悲しくなってしまう。







一宮雅人







　……あの青年のことが、なぜか頭から離はなれない。

　私は思い、またため息をつく。

　彼の美しい容姿にも見とれたが……私のチョコレートを食べてくれた時の、彼の陶とう然ぜんとした表情が忘れられない。

　うっとりと閉じられた長い睫まつ毛げ。

　キスをねだるように少しだけ開かれた、とても色っぽい唇くちびる。

　彼の肩かたがゆっくりと上下し、彼がうっとりとため息をついたのが解った。

　まるで美しい映画のように、彼の映像は私の脳のう裏りに焼き付いた。

　……彼に……もう一度会いたい……。

　私は思うが、それはもう不可能なこと。

　彼はとても美味しそうにチョコレートを食べてくれたが……女性ばかりの店の雰ふん囲い気きには圧あつ倒とうされていたようだ。

　厨ちゆう房ぼうのドアの覗のぞき窓から、彼と連れの女性がテイクアウトのチョコレートを買っているところが見えた。女性は興きよう味み津しん々しんだったようだが、彼は興味がなさそうに目をそらし、そしてそそくさと店を出ていった。

　欧おう米べいでは、チョコレートは食後の酒の時間に楽しむなど、大人のデザートとしても定着している。しかし日本ではやはり甘い物は女性の食べ物としてしか認にん識しきされていないようだ。

　私の店に来る客はほぼ全員が女性、たまにカップルでくる客もいるが男の方はとても居い心ごこ地ちが悪そうにし、堂々とチョコレートを頼める男はほとんどいない。

　あの青年もやはり、とても興味を持ちながらも自分から甘い物を注文することが出来なかった。女性の前で甘い物を食べるのが恥ずかしい、という古い考えが、まだ日本には根深く残っているのだろう。

　もちろん、店に来た男客全員にチョコレートを奢おごる趣しゆ味みなど、私にはない。

　しかし、あの青年には、どうしても私のチョコレートを食べて欲しかった。

　私はあの時の自分の気持ちを思い出して、悲しい気持ちで苦く笑しようする。

　……いったい何を期待していたんだろう、私は？

「おはようございます！　一宮さん、俺、すごい情報ゲットしましたよ！」

　声がして、シェフコート姿のスー・ショコラティエ、多村が厨房に入ってくる。

「いいからさっさと仕事に入れ」

「仕事の前に、一つだけ！　あの美青年のことです！」

　……あの美青年？

　その言葉に、私は思わず振ふり返ってしまう。

「ほら、この間来て、コーヒーしか注文しなかった彼です。覚えてます？」

　……彼のことか……。

　鼓動が、なぜか速くなる。私は平然とした様子を装よそおいながら、

「彼がどうかしたのか？」

「この間、ギャルソンが、彼のことを見たことがあるって言ってたでしょう？　どこで見たのか思い出したらしいですよ！」

　私は、あの時に二人が話していたことを思い出す。

「どこかの雑誌のモデルだったのか？」

「それが、違ちがったんですよ！……『プランティン銀座』の並びにある『モン・サン・ミッシェル』ってカフェ、解ります？」

「場所は解るが、行ったことはない」

「そうでしょうね。待ち合わせに便利でいつも混んでるけど、ギャルソンの態度は最悪だし、食べ物は不味まずいし、大人の一宮さんには似合わないような……って店のことはいいとして！」

　多村は身を乗り出して、

「彼、あそこのギャルソンらしいです！　っていうか、カウンターの中にいつもいるらしいからバリスタかな？」

「バリスタ？」

「まあ、女の子が多い店だから、バリスタはいっつも暇ひまそうらしいんですけど」

　私は、頭の中で、彼がさっき言ったことをプレイバックする。

　……『プランティン銀座』の並び、『モン・サン・ミッシェル』

　鼓こ動どうが、ふいに速くなるのを感じる。

　……二度と会えないと思っていた。

　……だが、そんなに近くに、彼がいるなんて。

　彼を見た時に感じた衝しよう動どうが、再び私の中に燃え上がる。

　……彼が欲しい。

　……どんなことをしてでも。







浅野葉平







　オレがアルバイトをしているカフェ『モン・サン・ミッシェル』の制服は、店の名前がデザインされた白のＴシャツと黒のパンツ。腰こしには短いカフェエプロンを巻く。

　今風を狙ねらったのかもしれないけれど、やけにサイズが小さくてピタピタになるＴシャツと、脚あしに貼はり付くようなスリムのパンツは、着るのが未いまだに恥ずかしい。

　……あの店のバリスタとギャルソンが着てた制服、素す敵てきだったなあ。

　ここはカフェの更こう衣い室しつ。オレはシャツを脱ぬぎながら思う。

　真っ白なシャツと黒のジレ、黒のスラックスと、長いギャルソンエプロン。それに蝶ちようネクタイ。まるでヨーロッパの老舗しにせカフェみたいなあの店の制服は、凜り々りしくて優ゆう雅がで……。それを着てテーブルの間を歩くギャルソンたちは、オレにはなんだかすごく恰かつ好こうよく見えたんだ。

「葉平くん」

　物思いに耽ふけっていたオレは、いきなり声をかけられてギクリとする。いつの間にか後ろに店長が立っていて、シャツを脱いだオレの身体をじろじろ眺ながめていた。

「今日の夜って暇かな？　いつも頑がん張ばってくれてるし、食事でもご馳ち走そうするよ？」

　妙みように意味深な声で囁ささやかれて、思わずゾクリと寒気が走る。

　彼はこの店の店長。バイトを始めた当時からやたらこんなふうにしつこくしてくる。

「ええと……今日はちょっと……」

「一度くらいはいいじゃないか。なあ？」

　肩に手をかけられ、耳元に息を吹ふきかけるようにされて、ゾクリと悪お寒かんが走る。

　……この店にはその気のありそうなギャルソンがたくさんいるじゃないか！

　……なんでオレなんだよ？

「すみません、急いで着替えないと……」

　脂あぶらっぽい手で肩をしつこく抱だいてくる店長を、必死でふりほどこうとした時……。

「店長、事務所の方にオーナーから電話が……」

　声がして、ノックもなしに更衣室の扉とびらが開いた。オレと店長はギクリとして顔を上げる。

　そこに立っていたのは、オレにいつも意地悪なことばかり言ってくるギャルソン。どうやら顔だけはいい店長に、前から憧あこがれているらしい。

　彼はオレの肩をまだ馴なれ馴れしく抱いたままだった店長の手を見て、キリリと眉まゆを吊つり上げる。店長は憎にくらしくも余よ裕ゆうの態度でオレの肩から手を離はなす。

「電話？　すぐ行くから。じゃあ、葉平くん、さっきの件、考えておいて」

　言って更衣室から出ていく。ギャルソンはオレのことをキッと睨にらんでから彼の後を追う。

　……いったい、なんなんだよ！

　……もう嫌いやだぁーっ！

　オレは思い切り叫さけびたいのを、拳こぶしを握にぎりしめて必死で我が慢まんする。

　実は。店長がオレに迫せまっているところは、ギャルソンだけじゃなくシェフやオーナーにまで目もく撃げきされている。どうやら店長はオレの所有権（オレはもちろんヤツの物ではない！）を主張するためにわざとやっている節もある。

　だからこの店ではオレは『店長の愛人』になった（なってない！）と言われていて。ことあるごとにギャルソンたちはオレをチクチクと苛いじめてくる。

　……ああ、もう、辞やめてしまいたい……。

　オレは、あの一宮っていうショコラティエのハンサムな顔を思い出す。それから、あのものすごく美味おいしいコーヒーを淹いれてくれた綺き麗れいなバリスタの顔も。

　……あんな店でアルバイト出来たら、どんなに幸せだろう？

　オレは思い、それからあのショコラティエの冷たい目を思い出す。

　……だから、オレみたいな庶しよ民みんにはあんな高級な店は似合わないってば。

　思ったら、なんだかひたすら悲しくなってくる。

　オレはため息をつきながらＴシャツを着て、暗あん澹たんたる気持ちで黒のパンツに穿はき替かえる。

　せっかく東京で一人暮らしを始めたんだから、とオレは半年前から銀座にある洒落しやれたカフェ（ここだ）でバイトを始めた。

　実家が喫きつ茶さ店てんを経営しているせいで、昔からコーヒーを淹れるのは得意だったし、人から「美味しい」って言ってもらうのがいつでもすごく嬉うれしかったし。

　今、父さんの店は一番上の姉貴とその旦だん那なさんが手伝っていて彼らが継つぎそうだけど、オレもいつかは父さんみたいにめちゃくちゃ美味しいコーヒーを淹れられるようになりたい。立派なバリスタになってたくさんの人に美味しいコーヒーを飲んでもらいたい。

　オレが銀座のカフェで働きだしたことを聞いて、実家の両親はすごく喜んでくれた。「葉平は昔からコーヒーを淹れるのがすごく上手だったし」って。

　銀座のお洒落なカフェで働けば将来の勉強になるだろうし、バイトはすごく楽しいはず……だったんだけど……。

　お洒落なのは店の内装だけで、店長はコーヒーもまともに淹れられないうえにオレに妙にベタベタしてくる。ギャルソンたちの接客態度は最悪。シェフたちは手て抜ぬき料理ばかり出す。

　……この店でアルバイトし始めてから、だんだん夢が持てなくなってきたみたい。

　さらに。

　店のお客さんは、ギャルソン目当ての若い女性グループや、女の子を口説くのに夢中の男ばっかり。女性たちはコーヒーなんか頼たのまないし、アホっぽい男たちは女の子を酔よわせようとしてカクテルばかり頼む。

　……コーヒーの味になら、自信があるんだけど。

　オレはまたため息をつきながらカフェエプロンを締しめ、更衣室を出る。

　カウンターに入った途と端たん、さっきのギャルソンが近づいてくる。

　カウンターの上に注文票を放ほうり出して、

「あ～あ、だるい～。いい男でも来てくれなきゃやってられな～い」

　彼は、派手なギャルソンが多いこの店の中でもかなり目立つ。モデルのバイトをしたことがあるのが自じ慢まん。たしかに顔はいいけど、それに反比例して接客態度と性格は最悪だ。

　オレは、彼が放り出した注文票を見て、

「オレンジジュースとジンジャーエール、ですね」

　言ってカウンターの下の冷蔵庫からオレンジとレモンを取り出す。

「浅野くんはいいよねえ。店長とイチャついてればバイト料もらえるんだもん」

　皮肉っぽい声で言われて、オレは内心ため息をつく。

「だから。オレは店長とはなんでもないって前から言ってますよね？　ちゃんと働いてるし」

　オレンジとレモンを薄うす切ぎりにして、二つのグラスの縁ふちに飾かざる。

「それにしちゃあ、さっきはあんなに嬉しそうに……ああ～、もういいや」

　全然信じていない声で言って、手を振ふってみせる。

「それよりも、ジュースくらいさっさと用意してよ」

「ちょっと待ってください。すぐ出来ますから」

　意地悪い声に適当に答えて、オレは砕くだいた氷をグラスに入れる。レモンを飾った方にジンジャーエール、オレンジを飾った方にオレンジジュースを注つぐ。

　……あ～あ。せっかく美味しいコーヒーを淹れて上げようって思ってるのに、誰だれもコーヒーなんか頼んでくれない。

　……こんなことを不満に思うオレが、贅ぜい沢たくなのかなあ？

　思った時、店の自動ドアが開く音がした。

「いらっしゃいませ～」

　カウンターによりかかっていたギャルソンがいかにも条件反射って感じのだらけた声で言い……それから、ガバッと顔を上げる。

「うっそ。すごい美形！」

　言いながらさっさとドアの方に向かって歩いて行ってしまう。

「お一人様ですかぁ？」

　ギャルソンが、はしゃいだ声で言っているのが聞こえる。

　……ったく、そっちこそちゃんと仕事しろっ！

　……ここにあるジンジャーエールとオレンジジュースはどうする気だよ？

　オレはため息をつきながら置き去りになった二つのグラスを見下ろす。カウンターに置きっぱなしになっている伝票を見ながら思う。

　……しょうがないからオレが運ぶか。どうせカウンター席になんか誰も座らないし。

「テラス席へどうぞっ！」

　はしゃいだギャルソンの声に、低い声が答える。

「カウンターでいい」

　……へえ、俳優みたいなすごい美声……。

　オレはその声に思わず聞き惚ほれ、それから彼の言ったことをプレイバックする。

　……カウンター？

　オレがいつも仕事をしているカウンターにも、いちおう席はある。

　だけど見た目を重視したカウンターは恰かつ好こういいけどやけに高く、置かれた革かわのスツールもかなり脚あしの長い人じゃないと座るのに一苦労する。それを知っているギャルソンたちは、本当に混んでいて席がない時以外にはお客をカウンターに案内することはまずない。

　この店が建っている道は交通量が多くてホコリっぽいし、テラス席には目立ちたがり屋のミーハーっぽいお客が多いから、オレはカウンター席が一番落ち着いてナイスだと思っているんだけど。

　……自分からカウンターに座りたがるなんて、奇き特とくな人だな。

　彼を案内してきたギャルソンが、なんだかものすごく怒おこった顔でカウンターの上の伝票をひったくる。ジンジャーエールとオレンジジュースのグラスをトレイに載のせ、オレをキッと睨み付けてから踵きびすを返す。

　呆あつ気けにとられたオレの視線の隅すみを、綺麗なチョコレートブラウンの何かがかすめた。

　カウンターの近くに立ったその男が、上着を脱ぬいだんだろう。

　風が動き、ふわ、と芳かぐわしいカカオの香かおりが鼻び腔こうをかすめた。

　……うわ、いい香り。あの店で嗅かいだような、最高級のチョコレートの香りだ……。

　思いながら思わず目を上げると……。

　……噓うそ……っ！

　オレは心の中で呟つぶやいて、思わず相手を真っ直すぐに見つめてしまう。

　そこにいたのは、見たことのある……というか、あれ以来、忘れられなかったあの男。

　……彼、だ……！

　モデルみたいな完かん璧ぺきなスタイル、彫ちよう刻こくみたいに端たん麗れいな顔立ち。

　そこにいたのは……姉貴に連れて行かれたショコラ・ブティック『マサト・イチミヤ』で見かけた、一宮雅人というショコラティエだったんだ。

　……彼みたいな有名人が、オレのいる店に来るなんて……！

　オレは、驚おどろきのあまり彼を見つめたまま固まってしまう。

　彼は仕立ての良さそうな上着を、隣のスツールに無造作に置く。

　逞たくましい上半身を包むのは、ラフにボタンを二つ開けたままの白いコットンシャツ。

　うっとりするような長い脚を包むのは、黒の革のパンツ。

　……シェフコートに身を包んだところも、思わず見とれてしまったけど……。

　オレは、彼の私服姿に思わず見とれてしまう。

　……こんなふうにちょっとラフな感じの服装も、やたら恰好いい。

　彼は優ゆう雅がな仕草で、スツールに腰こし掛かける。

　ごく自然に座れるところが、彼の背の高さを証明している。

　彼の男っぽくて大きな手が、カウンターに置かれていたメニューを取り上げる。

　ケーキやらパスタやらが載っている派手で大きなメニューではなくて、飲み物だけが載っている小さくてシンプルな方だ。

　彼の指が、ゆっくりとメニューをめくる。

　綺き麗れいに切りそろえられた爪つめと、長くて男らしい指を持つ、本当に美しい手だ。

　……ああ、この美しい手が、あの素す晴ばらしいチョコレートを作り出すんだな。

　甘いカクテルやらハーブティーやらのミーハーな飲み物が載ったページを飛ばし、彼の指がふいに止まる。

　そこは一番後ろ、コーヒーのリストのページ。

　彼は真面まじ目めな顔のまま、そのリストをジッと見つめる。

　彼の真しん剣けんな視線に、オレの鼓こ動どうが速くなる。

　そこに載っているコーヒーのメニューは、コーヒーになんか全然興味のない店長の代わりにオレが作ったものだ。ワンパターンなこの店のメニューの中で、コーヒーのメニューのページだけは月に何度かオレが差し替かえている。いろいろ研究して、どんどん自信作のブレンドが増えているんだ。まあ、ギャルソンも店長も常連客も……全然気づかないけど。

　……コーヒー、頼んでくれるんだろうか？……だと、いいな。

　目を伏ふせた彼の顔は非の打ち所のないほど端整で、欧おう米べい人じんの血が混ざっているかのように彫ほりが深い。

　……なんてハンサムな男なんだろう？

　……まるで、間近に美しい彫刻を見ているみたい。

　長い睫まつ毛げがなんだかちょっとセクシーな感じで……オレはなぜかドキリとする。

　……あんなに美味おいしいチョコレートを作り、有名なショコラティエで。

　……さらにこんなにセクシーな美形だなんて。……だけど。

　オレは、あの時に向けられた冷たい視線を思い出す。

　……もしかして、またあんな冷たい目をされちゃうかな？

　……なんだか、また落ち込みそう……。

　メニューを見つめている彼が、ふいに目を上げる。

　……う……っ。

　真っ直ぐに見つめられて、心臓がトクンと跳はね上がる。

　彼の瞳ひとみは、黒に近いような深い焦こげ茶色。まるで、彼が作るダークチョコレートのような深いチョコレートブラウンだった。

　まるでオレの心の中まで見み透すかすかのような、鋭するどい視線。

　……もしかして、オレが自分の店に来て、しかもチョコレートを頼たのまなかった失礼な客だったってこと、覚えてる？

　……だから怒ってこんなに見つめて来るんだろうか……？

　ちゃんとバリスタらしく注文を聞かなきゃって思うけど……射すくめられたように硬こう直ちよくして、声を出すことすら出来ない。

「君の、おすすめは？」

　彼の形のいい唇くちびるが動いて、低い声が漏もれる。

　オレは何を言われたか解わからないまま、彼を見つめ返して呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「……は……？」

　彼の手が、メニューをパタンと閉じる。

「君のおすすめを教えてくれないか？」

　オレはやっと我に返り、慌あわてて咳せき払ばらいをして、

「昨日出来たばかりのブレンドがあります。ページの最後にある『ショコラティエブレンド』、コロンビアとブラジルをベースに、深めに豆を焙ばい煎せんしました。カカオの強いチョコレートとかにもよく合うブレンドなんです」

　オレは言ってしまってから、ハッとする。

　このブレンドは、彼の店で飲んだコーヒーがあまりにも美味しくて、だから記き憶おくを頼たよりに豆を調合して、焙煎して……。

　……さらに、目の前にいるこの男の顔を思い浮うかべながら作ったような……？

　……うわあ、そんなのを奨すすめちゃうなんて、オレ、どうかしてるかも！

「ご注文、お決まりですかぁ？」

　いきなりはしゃいだ声がして、オレはハッと我に返る。

　スツールに座った彼のすぐそばに、さっきのギャルソンが立っていた。

「……あ……」

　注文ならオレが、と言おうとしたオレを、ギャルソンが、牽けん制せいするように睨にらむ。

　一宮はギャルソンの方を振ふり返ろうともせず、オレを真っ直ぐに見つめたままで言う。

「『ショコラティエブレンド』を」

「あ……はい」

　思わず答えてしまったオレを、ギャルソンがまた睨む。ギャルソンは持っていた伝票に乱暴に注文を書くと、投げるようにしてカウンターの上に置く。

　ふん、と鼻を鳴らして踵を返す彼の後ろ姿を見て、オレは思わずため息をついてしまい……それから彼がオレを見ていることに気づいて慌てて謝る。

「失礼しました」

　……だって、お客さんに店の内情を見せるなんてプロとしてみっともないことで。

「……『ショコラティエブレンド』ですね。すぐにお作りしますので」

　彼に微ほほ笑えんで見せてから、カウンターの後ろの棚たなに並べたコーヒー豆の缶かんをいくつか取る。

　缶の蓋ふたを開けると、ふわ、とうっとりするようなコーヒーの香りが空気の中に広がる。

　……ああ、やっぱりいい香りだ。

　オレはほかの店みたいにまとめて焙煎しないで、少しずつの豆を三日おきに焙煎している。そして豆を挽ひくのはコーヒーを淹いれる直前と決めている。一番香りが際きわだつのはホットコーヒーなんだけど、それを頼む人なんかほとんどいないから、泣く泣くアイスコーヒーだとかチョコレートシロップ入りのカフェモカなんかにして消費してるんだけど。

　……この豆は、昨夜ゆうべ煎いったばかり。

　……昨夜、頑がん張ばって残業しておいてよかった。

「いい香りだ。この店では、焙煎からすべてしているのか？」

　急に言われて、オレは驚いて顔を上げる。

　カウンターの向こうの彼が、オレの手元を見つめていた。

　……うわ、そんなに見つめられたら手が震ふるえそうだぞ。

「はい。いちおう焙煎から全部」

「君が？」

「ええ。少しずつ、出来るだけ頻ひん繁ぱんに」

　オレは言い、焙煎の時のことを思い出して苦く笑しようする。

「豆の焙煎はただでさえ豆の皮が飛び散って大変なんですけど、まだまだ修しゆ業ぎよう中なのでけっこう厨ちゆう房ぼうを散らかしちゃって。シェフによく怒おこられてます」

　この店では、パサパサしたベーグルのサンドイッチと、あまり新しん鮮せんでないサラダと、焼き直した冷れい凍とうのピザと、外の店から買ってきたケーキくらいしか食べる物は出さない。

　だけどシェフはめちゃくちゃプライドが高くて、コーヒー豆の皮が一枚でも落ちてると激げき怒どする。厚さ〇・一ミリくらいのフワッとした皮だから、焙煎した拍ひよう子しにフワフワと飛び散ってどこかに貼はり付いていたりする。だから掃そう除じはめちゃくちゃ気を遣つかうんだ。

　スプーンで豆を正確に計り、それを手動のコーヒーミルに入れていく。

　手回しの取っ手をセットし、ゆっくりと取っ手を回して豆を挽いていく。

　黒くてクラシカルなこれは、黒の鋳ちゆう鉄てつで出来ていて、父さんの店でも使っているもの。

　機械式のミルは、そうとう高価なものじゃないと挽く時に発熱して豆を傷めてしまう。だからオレは、この手動のミルを愛用しているんだ。

　オレは豆を粗あらめに挽き、それから持ち手を付けたネル袋ぶくろの中に豆を慎しん重ちように入れる。

　注ぎ口の細いヤカンにお湯をたっぷり沸わかし、それでゆっくりとコーヒーを淹いれる。

　真っ直ぐに当てられる彼の視線にちょっと照れてしまいながらも、なんとか思い通りのコーヒーを淹れることに成功する。

「どうぞ」

　カップを置くと、彼はうなずき、

「ありがとう」

　静かな声で言ってくれる。

　……うわあ、飲み物を出してありがとうなんて言われたの、この店じゃ初めてかも！

　オレはなんだか感動してしまう。

　……あの時は睨まれたから冷たそうと思ったけど、もしかしたら結構いい人？

　彼はカップを持ち上げ、オレが淹れたコーヒーを、味わうようにゆっくりとブラックのままで飲んでくれた。

　……味、どうだろう？

　オレは思わず彼の口元を見つめてしまい……それから一人で赤くなる。

　……何じろじろ見てるんだよ、オレ？

「……美味おいしい」

　彼の唇から、ふいに低い声が漏れた。

　それだけで、オレはもう天にも昇のぼりそうな気持ちになる。

「本当ですか？」

　思わず言ってしまうと、彼はそのダークチョコレート色の瞳でオレを真っ直すぐに見つめて、囁ささやくように言う。

「本当だ」

　その声がなんだかすごくセクシーに聞こえて、オレの鼓こ動どうが速くなる。

「とても美味しいよ」

　彼の言葉が、ささくれだっていたオレの心にじわりとあたたかく染しみてくる。

　……ああ、どうしてこんなに嬉うれしいんだろう？

　オレは頰ほおが熱くなるのを感じながら思う。

　……オレってやっぱり、コーヒーを淹れるのが大好きなのかも！







一宮雅人







　彼の淹れたコーヒーは……うっとりするほど美味だった。

　私は、あの青年がアルバイトをしている店『モン・サン・ミッシェル』にいた。

　東京駅に向かう途と中ちゆうにあるこの店の前は、今までにも何度も通ったことがある。

　しかしこの店に入ったことは、今まで一度もなかった。

　パリのカフェを気取ったのだろうが、いかにも形だけの模も倣ほうになっている安っぽい内装。高速道路が近く空気が悪いにもかかわらず、道路にまでカフェテーブルを出しているセンスは私にはとても信じられなかった。

　趣しゆ味みの悪い店だな、と思ったきり、それ以降興味を引かれることもなかったのだが……。

　声をかけようとしてこの店にまで来たわけではなかった。私は、美しい彼の姿をもう一度だけ垣かい間ま見みられればそれで満足だと思っていた。

　……しかし。

　通りがかりに目をやり、カウンターにいるあの青年を見つけた私の心臓が、甘く高鳴った。

　彼は、この店の制服らしいサイズの小さなＴシャツを着て、カウンターの中にいた。

　身体からだにピッタリと貼り付く制服が、彼のとても色っぽい身体つきを露あらわにしている。

　厚みはないが、女性のそれとは違ちがう凜り々りしい肩かた。

　金色に陽ひ灼やけして、しなやかに伸のびた腕うで。

　柔やわらかそうな質感を持つ、平らな胸。

　ギュッと引き絞しぼったような、細いウエスト。

　トレイを持ってやる気のなさそうにうろついているギャルソンたちは、かなり派手なルックスをした子が多いようだったが……彼はその中でも抜ぬきん出て目を引いた。

　華きや奢しやではないが、無骨さの少しもない、バランスの取れたしなやかな身体つきをしている。

　少年のやんちゃさと、青年の潔けつ癖ぺきさが同居した、美しい顔立ち。

　カウンターの下で何かの作業をする時の、胸が痛くなるような一いち途ずな表情。

　私は何もかも忘れ、吸い寄せられるように店の中に踏ふみ込んでしまった。

　……そして。

　容姿端たん麗れいなせいで、黙だまっていれば高貴な美青年に見える彼。しかし、話をすると彼はとても気さくで、引き込まれるような明るさを持った子だった。

　私がコーヒーを頼たのむととても嬉しそうな顔をし、目をキラキラと煌きらめかせながら、コーヒーについての話をしてくれた。

　そしてとても一いつ生しよう懸けん命めいな顔をして、私のためにコーヒーを淹れてくれた。

　はにかんだような笑えみ、そして煌めく彼の瞳ひとみを間近で見た私の鼓動は……まるで発情しているかのように速いままだ。

　……しかし、彼はただ美しく魅み力りよく的なだけではなく……。

　驚おどろいたことに、彼が淹れてくれた『ショコラティエブレンド』という名前のコーヒーは、私の店で出している、優羽の淹れたハードブレンドとほとんど同じ味に再現されていた。

　……彼はあの時、ハードブレンドを頼んだはずだ。あれを飲んで、ここまで正確に再現してしまった？

　……優羽の作るブレンドは、計算し尽つくした配合と焙ばい煎せんで作られたもの。適当に真似まねしたところでそうそう簡単に再現出来るものではない。

　……なのに、ここまで正確に再現してしまうなんて。

　さらに、このコーヒーには、彼独特の味が出ている。

　正確無比な優羽の淹れるものとは違う、どこかやんちゃで人間的な……。

　……もしかしたら、彼は、とんでもない才能の持ち主なのかもしれない。

「……美味しい」

　私は思わず呟つぶやいてしまう。

　目を上げると、彼はとても驚いた顔をしていた。

　その顔が、ふいに嬉しそうに笑み崩くずれる。

　とても幸せそうなその顔に、私の心まであたためられるような気がする。

「この間……」

　そして私は思わず言ってしまう。

「『Le Chocolat du Masato Ichimiya』に来てくれたね？」

「えっ？」

　彼はとても驚いた顔をして私を見つめる。

　……チラリと見ただけのショコラティエの顔など、覚えているはずもない。

　……しかも彼は、あの時、デートの途中だったようだし。

　私は心の中で自分を笑うが……。

「オレの顔、覚えててくださったんですか？」

　意外な言葉に、私の方が驚いてしまう。

「君も、私の顔を覚えていた？」

　聞くと、彼は何度もうなずく。

「もちろんです！　あなたみたいな美形、忘れたくても忘れられるわけがないです！　しかもあなたの作ったチョコレート、ものすごく美味しかったし……」

　彼は言いかけ、ふいに言葉を切る。それからとても済まなそうな顔になる。

「あの、オレ、あなたに謝らなきゃ」

「謝る？」

「はい。ショコラ・ブティックに行きながら、コーヒーしか注文しなくて」

　彼は言い、すみませんでした、と言いながら頭を下げる。

　ともすれば冷たく見えてしまいそうな整った顔立ちをした彼の、そんな気取らない仕草に、私の心がズキリと甘く痛む。

　……もしかしたら、見た目だけではなく、内面もとても素す晴ばらしい青年なのかもしれない。

「謝ることはないよ。コーヒーだけを頼んでくれてももちろんオーケーだし」

　私が言うと、彼はその顔に本当に嬉しそうな笑みを浮うかべる。

「よかった。あなたと目が合った時、ちょっと怒おこってるみたいに見えたから。コーヒーしか頼まなくて失礼だったかなと思って、あれからちょっと落ち込んでました」

「落ち込んだ？　君が？」

　……ということは、店を出た後も私のことを考えていてくれたのか……。

「あ、でも言い訳をさせていただければ、オレ、本当はいろいろ頼みたかったんです」

　その言葉に、彼が女性とデートをしていたことを思い出す。

　私の心が、ズキリと熱く痛んだ。

「デート中だったんだろう？　甘いものが好きなことをつい隠かくしたくなる気持ちは解るよ」

「デート？」

　彼は目を丸くしてから、プッと吹ふき出す。

「違います。一いつ緒しよにいたのは姉貴ですよ。顔、結構似てるって言われるんだけど」

「……お姉さん？」

「ええ。オレ、今、彼女いないですし」

　その言葉に、私はおかしなほどホッとしている自分に気づく。

「姉貴だから甘い物好きなこと隠しているんです。オレのこと、いつも子供だってバカにするから。本当はチョコレート、ものすごく好きなんですよ」

　彼は言いながらグラスを手に取り、それをていねいに磨みがき始める。

「あなたのお店のコーヒーにチョコレートがついていて、感激しました。だって本当はめちゃくちゃ食べたかったんです」

　伏ふせられた睫まつ毛げが、驚くほど長い。

　形のいい唇くちびるには、はにかんだような笑み。

「あなたのチョコの味、まだ忘れられません。言葉を失うくらい美味おいしかった」

　彼はふいに手を止めて、味を思い出すようにゆっくりと目を閉じる。

「なんかこう、もう……」

　彼の唇から、うっとりとしたため息が漏もれる。

「……イキそうになるくらい」

　彼のその言葉が、私の心に激しい電流を流す。

　……ああ、なんてことを言うんだ……。

　彼はハッとしたように目を開け、それからいきなりカアッと赤くなる。

「うわ、すみません。変なことを言ってしまいました！　いや、変な意味じゃなくて、別世界に行っちゃいそうになるくらいってことで……っ！」

　私は、しどろもどろで言い訳をする彼を見つめながら、胸を熱くする。

　……美しく、そして色っぽい。

　……それだけでなく、とても可愛かわいい。

　……ああ……なんだか、夢中になってしまいそうだ。







浅野葉平







「うわ、すみません。変なことを言ってしまいました！　いや、変な意味じゃなくて、別世界に行っちゃいそうになるくらいってことで……っ！」

　オレは混乱しながら、必死で言い訳をする。

　……なんでイッちゃいそうになるくらい、なんて言っちゃったんだろう？

　……たしかにそうだったけど、彼にそんなことを言うなんて、ヘンだろ……？

「光栄だ」

　だけど彼は怒ったりバカにしたりせず、そのハンサムな顔に初めて笑みを浮かべてくれる。

「美味しいと言ってもらえて嬉うれしいよ」

　オレの鼓こ動どうが、ドキン、と跳はね上がった。

　……ああ、真面まじ目めな顔をしてるとちょっと冷たそうに見えるけど、笑うとめちゃくちゃ優やさしい顔になるんだな……。

　オレは初めて見る彼の笑顔に思わず見とれてしまう。　>>>♥

「また、私の店に来てくれるね？」

　彼の言葉に、オレは喜んで、と言いそうになり……。

「……あ……」

　オレは、あの店の雰ふん囲い気きを思い出してちょっと青くなる。

「オレみたいなヤツ、あの店には相応ふさわしくないです。周りは女性ばかりだし……それに姉貴が『病やみつきになったから会社の帰りにまた来る』って張り切ってた。オレのバイトが終わるのは夜だし、姉貴にいつ見られるか解らないし……」

　言ってから、オレは彼のチョコレートの味を思い出す。

　……ああ……。

　思い出すだけでオレの中の何かが蕩とろけてしまいそうになる。

「ああ、でも……あなたのチョコレートはものすごく食べたい……」

　オレの唇から、本音の気持ちが勝手に漏れてしまう。

「本当に食べたい？」

　彼は言って、その唇に笑えみを浮かべる。

　それはさっきと同じとても魅み力りよく的な笑みだったけれど……なんだか不思議とセクシーなイメージで……。

　オレはなぜだかドキドキしてしまいながらうなずく。

「本当です。思い出すだけで唾つばが出て来ちゃう」

「それなら、店以外の場所で食べさせて上げようか？」

　彼の言葉に、オレは驚おどろいてしまう。

「えっ？　そんなことが可能なんですか？」

　オレの言葉に、彼はうなずいて言う。

「君がもしも本当に食べたいのなら」

　その言葉に、オレは天にも昇のぼる気持ちになる。

「食べたいです！　あなたのチョコレートがまた食べられるなんて、嬉しすぎます！」

　彼は微ほほ笑えんだままオレを見つめて言う。

「今夜、アルバイトが終わるのは何時？」

「今夜は九時までですけど……」

　彼はうなずき、おもむろにポケットから名めい刺し入れを出す。

　そして、オレに一枚の名刺を渡わたしてくれる。

「今夜、アルバイトが終わったらここへおいで」

「へ？」

　手の上の名刺を見下ろすとそこには『一宮雅人』の文字と、この近くに建っている有名な超ちよう高級マンションの住所があった。

「これって……？」

「私の部屋だ。ここなら気き兼がねなくチョコレートを食べることが出来るだろう？」

「いいんですか？　ご迷めい惑わくでは？」

　オレは、彼の親切に驚いてしまいながら言う。彼は、

「迷惑ではないよ。試食して意見を言ってもらえたら、私もとても助かる」

「それならもちろん行かせていただきます！　一宮雅人さん本人の部屋で、あのチョコレートが食べられるなんて、めちゃくちゃ光栄かも！」

　オレは名刺を両手で大事に包み込む。それから自分がまだ名乗っていないことに気づく。

「そうだ、オレの名前……」

　名刺をカフェエプロンのポケットにそっと仕し舞まう。代わりにボールペンを取り出し、何か紙はないかとあたりを見回し……何もなかったので、店の名前入りの紙コースターを裏返してそこに漢字で自分の名前と携けい帯たい電話のナンバーを書く。

「ええと、こんなところにすみません。名刺なんか作ってなくて。浅野葉平と言います」

　彼に向かってコースターを差し出す。

「今、慶けい生せい大学の二年生です」

　彼はそれを受け取り、オレの名前を見つめて、

「……浅野葉平、くんか」

　覚えようとするかのように小さく呟つぶやく。それから顔を上げて今度はオレの顔を見つめる。

「一つ言っておきたいことがあるんだ」

「何ですか？」

「私はゲイだ。それでも来る勇気があるのなら、ぜひ来て欲しい」

「えっ？」

　オレが驚いている間に、彼は伝票を持って席を立つ。

「ごちそうさま、美味おいしかったよ」

　彼は小さく微笑んで、あっさりと踵きびすを返す。

　そしてレジでお金を払はらい、振ふり向かないままで店を出て行ってしまう。

　オレは混乱したまま、彼の後ろ姿を見送る。

　……チョコレートは食べたい。部屋まで呼んでもらえたのはめちゃくちゃ光栄だ。

　だけど……？

　オレは手の中に残された名刺を、呆ぼう然ぜんと見下ろす。

　彼の言った『それでも来る勇気があるのなら』という言葉がまだ耳に残ってる。

　……彼の作ったチョコレートは、めちゃくちゃ魅力的だ。

　でも、あんなことを言うってことは……？

　……オレ、どうすればいいんだろう……？
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「……浅野葉平……」

　私は彼から渡されたコースターを見つめ、その名前を呟いてみる。

　彼の名前は唇くちびるに心ここ地ちよく、そして彼の少年らしさを残した容姿によく似合っていた。

「……葉平……」

　名前を呼び捨てにすると、その響ひびきは何かの呪じゆ文もんのように私の心を熱くする。

　……ほとんど初対面の彼に、いきなりゲイだとカミングアウトしてしまうなんて。

　私はコースターから目を上げ、外を見つめてため息をつく。

　ここは私の住んでいる部屋。

　東銀座のリバーサイドに建つ、マンションの最上階だ。

　リビングの窓からは、隅すみ田だ川からレインボーブリッジ、そして東京湾わんまでを見渡せる。

　しかし今私がいる寝しん室しつの窓からは、このマンションのエントランスの方向を見下ろすことが出来る。

　階数の高さよりも内装やサービスの質を重視したらしいこのマンションは、最上階のここでも十五階だ。

　景色を見るにもじゅうぶんな高さではあるが、見下ろせば、エントランスに入ってくる人間の姿をおおまかに判別することが可能だ。

　……彼は……来るだろうか……？

　私は、カミングアウトした時の彼の顔を思い出して、またため息をつく。

　彼の顔に嫌けん悪おはなかったが、代わりにとても混乱したような表情が浮うかんだ。

　きっと彼はゲイに偏へん見けんは持っていない。しかし……。

　スー・ショコラティエの多村は、『あの店のギャルソンはあまりに美形揃ぞろいだから、女の子の間ではこういう噂うわさがあるらしいですよ。あそこはゲイの店長がその気のある子ばかりを集めた店なんじゃないかって』と言っていた。

　その言葉を聞いても、私は葉平がゲイではないかとは思わなかった。

　彼が女性と一いつ緒しよにいたこと以前に、彼はあまりに無む垢くに見えた。ゲイかストレートかという以前に、本当の恋こいというもの自体を知らないように思えたからだ。

　……しかし。

　私は、あの店にいた人間たちを思い出す。

　私にはあからさまに媚こびを売り、葉平には横おう柄へいな態度を取るギャルソン。

　カウンターに座って葉平と話す私を、敵意に溢あふれた目で睨にらんできた店長らしき男。彼は葉平のことを、欲望に溢れた目をして舐なめ回すように見ていた。

　……葉平のような無垢な子をあそこに置いておくのは、あまりにも危険すぎる。

　私は思い、どうしようもなくなって彼にこの場所を教えてしまった。

　しかし、騙だますようにして彼を部屋に入れるのは、あまりにフェアではない。それでは欲望に溢れた目をするあの店長と同じだと思い……自分がゲイだと告白した。

「……選ぶのは君だよ、葉平」

　私は窓の外を見つめながら呟く。

「……だが、ここにきたらもう容よう赦しやしないから、そのつもりで」
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　アルバイトの後。しつこく話しかけてくる店長を振りきって、オレは慌あわてて店を出た。

　……あのショコラティエ、ゲイ、なんだ……。

　……しかも、あんなふうに堂々とカミングアウトするし……。

　オレの脳のう裏りには、あの一宮というショコラティエの顔と、彼の言った言葉がグルグル渦うず巻まいている。

　バイト先の店長は人間的に好きじゃないから避さけてるだけで、オレ自身は、ゲイっていう言葉に特に偏見は持ってないと思う。そんな古くさい時代は終わったと思ってるし。

　アメリカに留学していた姉貴の友達が、こう言ってたのを聞いたことがある。『アメリカで会ったハンサムで実力があってセンスのいい男は、悔くやしいけどみんなゲイだった！』って。

　それ以来、オレにはゲイ＝エリートっていうイメージがあって。

　だから、きっと海外で修しゆ業ぎようを積んできたんであろう有名なショコラティエである一宮が、男の人しか愛せないゲイだとしても、ああなるほど、って感じだ。

　……しかし……。

　オレは、一宮がいきなりカミングアウトした理由の方が気になっていた。

　オレと彼ってほとんど初対面で。だからそんなことまで告白するほど親しくはない。

　……なのに、わざわざゲイだって言ったってことは……？

　オレは手の中の名めい刺しを見下ろしながら考える。

　親近感を持ってカミングアウトしてくれたのなら、それはとても嬉うれしい。オレが誰だれかに言いふらすようなヤツじゃないって、信しん頼らいしてくれたってことでもあるから。

　……それなら、いいんだけど……？

　彼は『それでも来る勇気があるのなら』って言った。

　その言葉の意味が、オレには正確に判断出来ない。

　……もしかして、ソノ気がないなら来るなってこと？

　……部屋まで行ったら、オレもゲイだって言ってることになるのか？

　……いや、それは困るかも。偏見がないのと、自分もゲイなのとでは、全然違ちがうし。

　考え込みながら歩き……ふと気づくと、彼から教わったマンションの前に立っていた。

　……うわ、それにしても、ゴージャス……！

　オレは呆然としながら、その建物を見上げる。

　美しくライトアップされたエントランスモール。

　一階はガラス張りになっていて、お洒落しやれな間接照明が灯ともされたエントランスホールが見える。マンションというよりは、まるで高級ホテルのロビーみたい。

　……あの人は、こんな所に住んでるんだ……。

　オレは彼の彫ちよう刻こくみたいに美しい顔と、紳しん士し的な態度、そして優ゆう雅がな姿を思い出す。

　……あんなにハンサムで、高い技術を持ったショコラティエで、しかもお金持ち。

　……まさに女性が夢に見る……いや、女性だけじゃなくてソノ気のある青年なら残らずドキドキしちゃいそうな、非の打ち所のない王子様って感じだよなあ……。

　オレはうっとりとため息をつく。

　……ゲイじゃない、ただの男のオレでも、なぜかドキドキしちゃうし……。

　オレは思いながら歩き……目の前で自動ドアが開いてしまったことに驚おどろく。

　目を上げると、ホテルみたいなロビーには、これもまたホテルみたいな立派なフロントがあった。

　……普ふ通つうの高級マンションならオートロックがあってドアは開かないんだろうけど……。

　……ここみたいな超ちよう高こう級マンションになると、オートロックじゃなくてフロントなのか。

　オレは呆然と立ちすくみ……フロントに座っていた、きちんとお仕着せを着たフロントマンににこりと微ほほ笑えまれて、もう引っ込みがつかなくなる。

　……ぐだぐだ考えてないで、とりあえず行ってみよう！

　オレは勇気を出して、ロビーに足を踏ふみ入れる。

　静かな音楽と、どこからか水の流れる音が聞こえるロビーは、オレを圧あつ倒とうするのにじゅうぶんだった。

　オレは、今の自分が着ているのが、ちゃんとアイロンのかかってない綿シャツと、着古したジーンズであることを今さらながらに意識してしまう。

　……うわあ、あの店でも場違いだったけど、このマンションでも場違いなオレ……。

「ええと……」

　オレは咳せき払ばらいをして、フロントに歩み寄る。フロントマンは笑みを浮かべたままで、

「浅野葉平様でいらっしゃいますか？」

　いきなり名前を言い当てられて、オレは驚いてしまう。

「どうしてオレの名前っ？」

「一宮様から、浅野様の特とく徴ちようとお名前をお聞きしていました。もうすぐいらっしゃるはずだから、中にお通しするようにと」

　……もうすぐいらっしゃるって……。

　その言葉に、オレは目め眩まいを覚える。

　……オレがチョコレートの誘ゆう惑わくに負けて来るだろうってこと、彼にはお見通しだったのか？

「どうぞ、浅野様。こちらです」

　フロントマンが、スッとカウンターから出てくる。

　交代するために出てきた別のフロントマンにうなずいてみせ、オレをそのままエレベーターに案内してくれる。

「一宮様のペントハウスは、こちらの専用エレベーターでしか行けません」

　彼は言って、階数ボタンの代わりにある鍵かぎ穴あなに鍵を差し込む。

　彼が鍵を回すと、エレベーターのランプが点灯し、ドアが開いた。

「どうぞ」

　オレが恐おそる恐る乗ったエレベーターはシックな木の壁かべと分厚い絨じゆう毯たんの敷しかれた床ゆかを持ち、間接照明だけが灯った空間だった。

　……すごい。エレベーターですら、オレの想像を超こえるお洒落さだ。

　呆ぼう然ぜんとしている間にエレベーターは滑なめらかに上じよう昇しようし、最上階に到とう着ちやくする。

　そして、扉とびらが開いて……。

「ぐわ」

　オレは思わず声を上げてしまう。

「ものすごい」

　あまりの豪ごう華かさに、オレはすぐさま回れ右して逃にげてしまいたくなる。

　エレベーターホールは、まるでどこかの図書館みたいなイメージの、モザイク模様を描えがく大理石の床と、高い天てん井じようを持つ広い空間だった。

「どうぞ」

　フロントマンはオレのために扉を押さえてくれながら言う。

　……うう、こんなふうにされたら回れ右して逃げることも出来ないんだけど。

　オレはエレベーターホールに一歩踏みだす。

　フロントマンもエレベーターを下り、オレの先に立ってエレベーターホールを横切っていく。その後を、オレは恐る恐るついていく。

　エレベーターホールの突つき当たりには、両開きの大きな木のドアが一つあるだけだった。

　……ってことは、このフロア全体が、あの一宮って男の専用ってこと？

　オレはそれに気づいて呆然とする。

　……ショコラティエって、どんなに儲もうかる商売なんだ？

　……っていうか、オレ、あの店にいた時以上に場違いって感じなんだけど。

　完全に気け圧おされてしまったオレの目の前で、フロントマンがインターフォンのボタンを押してしまう。

　……うわ、オレ、まだ、決心が……！

『……はい』

　インターフォンから聞こえる、低い男の声。

　……一宮の声……！

「浅野様をお連れしました」

『ありがとう。すぐに開ける』

　しばらくして中から鍵が開けられる音がした。そして両開きのドアが、大きく開く。

　そこに立っていたのは、一宮というあの彼。

　仕事を終えて帰宅し、シャワーを浴びたところみたい。彼の手にはタオルがあり、彼の髪かみと首筋にはまだ水すい滴てきが光っている。

　ボタンを三つ開けたままの麻あさのシャツ。

　長い脚あしを包むのは、色あせたジーンズ。

　裸足はだしの足に履はいているのは、白いデッキシューズ。

　濡ぬれた髪と、そのラフな服装が……なんだかめちゃくちゃにセクシーだ。

　思わず赤くなってしまうオレに向かって、一宮が微かすかに微笑む。

「どうぞ。来てくれて嬉しいよ」

　その笑みまでがなんだか妙みようにセクシーに見えて……オレはますます赤くなる。

　……いや、別に、口説かれてるわけじゃないし！

　……だから赤くなることなんかないんだし！

　自分に言い聞かせるけど、鼓こ動どうがどんどん速くなって。

「失礼いたします」

　フロントマンが言って、エレベーターに向かって踵きびすを返す。

　……これから、彼と二人きりになるのか……？

　……この緊きん張ちように、耐たえられないかも……！

　思わずフロントマンの後を追って逃げたくなるオレに向かって、彼が言う。

「どうぞ。君のためにチョコレートを用意してある」

　その言葉に、オレの心臓が、トクン、と跳はね上がった。

　……ああ、なんて現金なオレの心臓……！

「どうぞ。入ってくれ」

　ドアを押さえたまま、彼がオレのために道を空けてくれる。

　彼が動いた拍ひよう子しに、部屋の中から、ふわ、といい香かおりがした。

　それは、ナッツに似た芳かぐわしいカカオ。大人の雰ふん囲い気きがある、苦みの走った甘い香り。

　……ああ……彼の作るチョコレートの香りだ……！

　食べたい、という欲求が、オレの中でいきなり膨ふくれ上がる。

　……ああ、本当に彼のチョコレートは、まるで媚び薬やくみたいで……。

　オレは、操あやつられるようにして歩き、広い玄げん関かんに足を踏み入れる。

　オレの後ろで、パタン、とドアが閉まる。

「……あ……っ」

　思わず振ふり返ると、彼がドアの鍵をかけたところだった。

　かちゃり、という金属音に、オレの心臓が、ドクン、と大きく高鳴る。

　セキュリティがいいマンションとはいえ、物騒な東京では玄関のドアに鍵をかけるなんて当然のこと。だから彼が鍵をかけたくらいで、動どう揺ようすることなんかないんだ。

　……だけど……なんだか、このまま閉じこめられてしまいそうな気がして……。

　思わず見上げてしまうオレを、彼のダークチョコレート色の瞳ひとみが見下ろしてくる。

「君はここに来た」

　彼の形のいい唇くちびるに、セクシーな笑えみがゆっくりと浮うかぶ。

「覚かく悟ごは、出来ているね？」

　低い美声と、ふわりと漂ただようチョコレートの香り。

　身体からだが、なぜかジワリと熱くなる。

　……彼の作ったチョコレートの味、どうしても忘れられない。

　……思い出すだけで身体が蕩とろけそうになる。

　……まるであれが、いけない媚薬だったかのように。

　すぐ後ろに立っているはずの彼の体温が、空気を伝わって来るみたい。

　なぜか、鼓動が、どんどん速くなる。

　……ああ、オレ、どうなっちゃうんだろう……？

「靴くつは脱ぬがないでいい。そのままで」

　いきなり聞こえた彼の声に、オレはギクリと飛び上がる。

「……あっ」

　思わず振り返ると、彼は小さく笑う。

「部屋に入ったからと言って、取って喰くいはしないよ。どうぞ」

　その言葉に、オレはカアッと赤くなる。

　……だから！　何を意識しちゃってるんだ、オレ？

　……普ふ通つうにしろってば！

「お、お邪じや魔まします」

　オレは言って、靴のまま、大理石の貼はられた廊ろう下かを進んだ。

　長い廊下の両側には、たっぷりとした間かん隔かくを取っていくつものドアが配置されている。

　きっと、贅ぜい沢たくな広さのある、たくさんの部屋があるんだろう。

「どうぞ」

　彼が先に立って廊下の突き当たりのドアを開けてくれる。

　オレは中を覗のぞいて……。

「わあ！」

　思わず声を上げる。

　中は、四十畳じようくらいありそうな広大なリビングだった。

　床ゆかには黒い大理石が貼られ、お店にあったのと同じ、ダークチョコレート色のソファが向かい合って並んでいる。

　とてもお洒落しやれで豪ごう華かなリビングだったけど、オレが驚おどろいた理由は、それだけじゃなくて。

「うわあ……」

　広いリビングの向こう側一面は、二階層吹ふき抜ぬけくらいの高さのある、アールを描えがいた巨きよ大だいな窓になっていた。

　ガラスの向こう、眼下に果てしなく広がるのは、東京の夜景。

　右の方には銀座の夜景と、その向こうに立っている東京タワー、そして六本木ヒルズ。

　左下には滔とう々とうと流れる隅田川。その先に黒々として見えるのは夜の東京湾わん。

　東京湾を横断する、ライトアップされたレインボーブリッジ。

　レインボーブリッジを渡わたった方向に目をやると、ベイサイドに並ぶホテルやショッピングセンターが、星みたいにキラキラと煌きらめいている。

「……すっごい……！」

　オレは、呆ぼう然ぜんと夜景に見とれてしまいながら言う。

「東京に来てから見た夜景の中で、一番綺き麗れいです！」

　オレはうっとりとため息をつく。

「東京って、本当に綺麗な街です。めちゃくちゃロマンティックな夜景で……」

　オレは言いかけ、それからあることに気づいて振り返る。

「そういえば、一人暮らしなんですか？　もしかしてどなたかとご一いつ緒しよとか？」

　勝手に一人暮らしだと思い込んでいたけど、ここは一人で住むにはあまりにも贅沢すぎる。

「すみません。ご家族がいるのなら手みやげとか持ってくれば良かったです」

　彼は少し驚いた顔をし、それから苦く笑しようして、

「もちろん一人暮らしだよ。ゲイなので結けつ婚こんはしていないし、今は恋こい人びともいない」

　恋人がいない、という彼の言葉に、なぜかオレの心臓が反応する。

　……別に彼がフリーだからって、オレがドキドキすることは全然なくて！

「一人で、こんな贅沢な部屋に住んでるなんて。あなたは有名なショコラティエだっていうし……お金持ちなんですよね」

　思わず言ってしまうオレに、彼は、

「私はたいして有名ではないし、ショコラティエはそんなに儲もうかる商売でもない。ここは両親が残してくれた部屋なんだよ」

　なんとなく沈しずんだ声で言う。

　……遺のこしてくれた……？

　オレは彼の顔を見てハッと気づく。

　……ってことは、この人のご両親は、もう……？

　オレの脳のう裏りを、田舎いなかにいる仲のいい両親の姿がよぎる。

　……ご両親がいないなんて、どんなにつらいだろう……？

　オレは、胸が痛むのを感じながら、

「変なことを聞いてしまってごめんなさい。ご両親、亡なくなっていたんですね？　それは寂さびしいですよね」

　オレが言うと、彼は驚いた顔をする。それからなんだか自じ嘲ちよう的な顔で笑って、

「失礼、誤解させてしまったかな。……両親はまだ健在だよ。もう何年も会っていないけれど。ここは遺産として残してくれたものではなく、離り婚こんする時にくれただけだ。一度も親らしいことをしなかった、その慰い謝しや料りようとして」

　彼の笑みに含ふくまれていた微かすかな孤こ独どくの影かげに、オレの胸がさらに痛む。

「弟が一人、同じように都内の親からもらったマンションに住んでいる。だが性格が正反対なせいで、仲はよくない」

　……姉貴が言っていた、彼が孤高の人というのは本当なんだろうか？

　……すごいハンサムで、有名なショコラティエで、だけどもしかして、彼は寂しい人なんだろうか？

「私のチョコレートが食べたい？」

　不意打ちのように聞かれて、オレは何も考えられずにうなずいてしまう。

「はい」

「私のチョコレートは高いよ。それでも？」

　彼の言葉に、オレは少したじろぐ。だけど、

「解わかってます。あなたのお店での値段を知ってますから。でも、だけど給料日の後だからチョコレートを食べるお金くらいならなんとかあります！」

　力を込こめて言うオレに向かって、彼は小さく笑う。

「店で食べる値段と同じだと思わないでくれ。天才ショコラティエのマサト・イチミヤが、自宅で、君のためだけにチョコレートを用意するんだよ？」

　……そうだ。彼が、オレのためだけに……。

　オレはなぜかドキドキして……それからハッとする。

　……あの店でも、チョコレート一個が五百円もしてた。さらに特別料金だとしたら？

　……一個千円、とか言われちゃったらどうしよう？

「ええと、一応、いくらなのか教えていただけますか？」

「そうだな……」

　彼は少し考え、それからちょっと意地悪な顔になって言う。

「チョコレート一つにつき、キス一つだ」

「……え……？」

　あまりにも意外な言葉に、オレは呆然としてしまう。

「……チョ、チョコレート一つにつき、キス一つ？」

　オレの声に、彼は真面まじ目めな顔のままうなずく。

「そうだよ。それが、君にチョコレートを食べさせる条件だ」

　彼の声がなんだかセクシーに低くなり……オレの鼓こ動どうが、なぜか速くなってしまう。

　……まさか、そんな条件を出されちゃうなんて……。

　高校生の頃ころ、オレは女の子に告白され、そのまま無理やりキスもされそうになった。慌あわてて彼女から逃にげたところを二番目の姉貴に目もく撃げきされて……それ以来、姉貴はオレのことを子供だ、子供だってバカにして……。

「……キス……ですか……？」

　……オレは実は、女の子と付き合うどころかキスをしたことすらなくて……。

「もしかして、今まで一度もキスをしたことがない？」

　子供だな、とでも言いたげな彼の顔に、オレはカチンと来てしまう。

「キスくらい、数え切れないほどしたことがありますっ！　もう子供じゃないですからっ！」

「それならチョコを一つ食べるごとにキス一つだ。いいね？」

　どこか獰どう猛もうな目で真っ直すぐに見つめられて、オレは思わず硬こう直ちよくする。

「……あ……っ」

「もう子供じゃないんだろう？」

「そ、そうです！」

「それならキスくらい、どうということはないだろう？」

「もちろんです！」

　彼はその端たん整せいな顔に、意地の悪そうな笑えみを浮うかべてみせる。

「それならチョコレートをすぐに用意する。ソファで待っていてくれ」

　言って踵きびすを返し、長い脚あしで部屋を横切って厨ちゆう房ぼうに入っていく。

　オレは、呆然としたまま、どさりとソファに座る。

　……ああ、オレ、なんて約束をしちゃったんだ？

　もしも女性だったら、彼にあんなセクシーな目をして『チョコレート一つにつきキス一つ』なんてことを言われたら、それだけで失神しそうになるだろう。

　オレですらちょっとドキドキしたくらいの、すごいセクシーな目をしていた。

　……彼はゲイなんだ。

　オレは厨房から聞こえてくる何かを調理している音を聴ききながら思い出す。

　……でも、いくら恋れん愛あい対象が男性だからといって、男なら誰だれでもいいってもんじゃもちろんないはず。

　……彼みたいに有名で、お金持ちで、しかもあんなものすごい美形だったら、どんな美青年たちでも選より取りみどりだろう。

　……だから、オレみたいなフツーの大学生、彼の恋愛対象になるわけがなくて……。

　厨房の方から、ふわ、とあたたかなカカオの香かおりが漂ただよってきた。

　……うわ……いい香り……。

　オレは目を閉じてうっとりとそれを嗅かぎ……それからソレどころじゃないことに気づく。

　……じゃあなんで彼は、あんな条件を言いだしたんだろう？

　オレは考え……それからハッとする。

　……もしかして、キスとかいうのは冗じよう談だんだった？

　……ってことは、オレ、あそこで笑わなきゃいけなかった？

　いくら彼がセクシーだからって、思わず動どう揺ようしてしまった自分がナサケナイ。

　……オレがあたふたしたから、彼はきっと面おも白しろくなったんだ。

　……そして、そのまま、キスを交こう換かん条件にしちゃったんだろう。

　オレは思わず頭を抱かかえる。

　……こうなったら、ごくごく平然と彼のキスを受けるしかない！

　……彼だって、恋人でもないオレにものすごいディープなキスなんかしてこないだろうし。

　オレは顔を上げて、拳こぶしを握にぎりしめる。

　……よし、平然と、いかにも慣れているように、だ！

　緊きん張ちようしてソファに座るオレの前に彼が出してくれたのは、香り高いショコラ・ショー。

　そしてめちゃくちゃに美味おいしそうなチョコレートが、お皿に二個。

　一つは薄うす切ぎりにしたオレンジの砂さ糖とう漬づけに、半分だけチョコレートをかけたもの。

　もう一つは、ホワイトチョコレートで作ったトリュフだ。

　……どうしよう、一つ食べるごとにキス一つだぞ？

　……なのに、こんなに美味しそうなものを三種類も出されてしまって……。

　オレの目の前に置かれたチョコレートたちと、湯気を立てているめちゃくちゃ美味しそうなショコラ・ショー。

　見ているだけで、そして芳かぐわしいカカオの香りを嗅ぐだけで食べたくて仕方がなくなる。

　……どうしよう、残すなんて出来ないよ……！

　……でも、男同士で、キスするなんて……。

　オレは赤くなりながら思い……それからハッとする。

　……キスって言っても、唇くちびるじゃないかもしれないぞ？

　……そうだよね、オレみたいな色っぽくも何ともないヤローと唇と唇でキスなんか、彼だってしたくないかもしれないし？

　思った時、彼がオレの隣となりに座ってきた。

　身体からだが触ふれる程ほどじゃないけど、妙みように近い場所に彼の体温を感じてオレは思わず赤くなる。

「ええと、一宮さん。一つお聞きしたいんですけど」

　オレは、姿勢を正して腰こし掛かけた彼の方を向いて言う。

「キスって……唇と唇だけとは限りませんよね？」

　不思議そうな顔をする彼に、オレは、

「ええと、唇と額とか、唇と頰ほおとかでも、キスはキスですよね？」

　彼はオレの言葉を考えるように少し黙だまり、それから急にフッと笑う。

「それは誘ゆう惑わく？」

「……へ？」

　彼はその男っぽい唇に、なんだか不思議なほどセクシーな笑みを浮かべる。

「唇ではなく、別の場所にもキスして欲しい、という」

　オレはその言葉の意味を理解出来ずに呆ぼう然ぜんとし……それからカアッと真っ赤になって、

「ちっ、違ちがいますってばっ！　全然そういう意味じゃありませんっ！」

　思い切り叫さけぶと、彼はなんだか可笑おかしそうに、

「まあいい。もちろん唇同士でなくてもオッケーだ。ただし君に選せん択たく権はない。私が好きなところにさせてもらう」

「好きなところ……額とか頰とか……？」

　オレの言葉に彼は可笑しそうに笑って、

「そこにこだわってるな。私は意地悪なんだ。そう言われると別の場所にしたくなる」

「……へっ？」

「唇、もしくは額と頰ではないどこか、だ」

「……うっ！」

　その言葉にオレはますます真っ赤になってしまう。

　……もしかしてオレ、墓ぼ穴けつを掘ほったのか？

　……額と頰じゃない場所って、どこのことだよ？

「もしも私にキスされるのが嫌いやなら、このままチョコレートを口にせずに家に帰ってもいい。どうする？」

　彼は背もたれに悠ゆう々ゆうと両りよう腕うでを伸のばした余よ裕ゆうの恰かつ好こうで、オレをチラリと見る。

　その口調には楽しげな響ひびきがあり、しかもその唇にはセクシーな笑みが浮かんでいて……オレはこのまま逃げ帰りたくなる。

　……だけど……。

「こんなことをしているうちにせっかく作った力作のショコラ・ショーが冷めてしまうな」

　彼の残念そうな声に、オレはギクリとする。

　まだ冷めてはいないけれど……ショコラカップから上がる湯気の量がさっきよりも減っている気がして……。

「もしも飲むなら、冷める前にお願いしたいな。私のショコラ・ショーは冷めてももちろん美味だが、味は刻々と変化していくぞ」

「……え？　本当ですか？」

　オレは慌あわてて両手を伸ばし、小さなショコラカップを持ち上げる。

　ショコラカップは卵の殻からよりも一回り大きいくらい。上等のものらしく、繊せん細さいな絵が描えがかれた表面は中のショコラの色が透すけそうなほどに薄うすい。

　ふわ、と立ち上る湯気。鼻び腔こうをくすぐるカカオの香りには、微かすかにオレンジリキュールの香りが混ざっている。

　……ああ、もう我が慢まん出来ない……。

「いただきます」

　オレは言って、ゆっくりとカップに唇を近づける。

　表面をフウ、と吹ふいて、それからそっと熱いショコラ・ショーを飲んでみる。

　唇に触れたのはトロリとした熱い液体。オレはヤケドをしないように慎しん重ちようにカップを傾かたむけ、その味を舌に載のせる。

　オレは市し販はんのココアのような強きよう烈れつな甘みを覚かく悟ごするけれど……このショコラ・ショーは極限まで糖分を抑おさえてあり、ほとんどまったくと言っていいほどに、甘みがなかった。

　鼻を駆かけ抜ぬける、湯気で嗅いだ時よりもずっと複雑で深い、カカオの香り。

　舌の上に広がるのは、トロリとした濃のう厚こうなカカオバターと、新しん鮮せんなミルクの、うっとりするようなコク。

　甘みがない分、ますます引き立っているカカオの上品な苦み。

　ナッツのような芳しい香りとオトナの苦みが、オレの舌を蕩とろけさせてしまう。

　……ああ……。

　オレは、ほんの少しのイメージも逃のがさないように、思わず両目をうっとりと閉じる。

　……すご、い……。

　……オレが今までイメージしてきたココアというものとは、まったく違う。

　……なんて美味しいんだろう……？

　目を閉じてそのショコラ・ショーを味わうと、自分がどこにいるかも忘れてしまいそう。

　……こんな夢みたいに美味しいショコラ・ショーのためなら、男とのキス一つくらい、我慢してみせる！

「……ああ……美味しい……！」

　我を忘れてそれを飲み干したオレは、うっとりと呟つぶやく。

「……もう、最高です……」

　ショコラ・ショーを最初に飲んだのは、一番濃厚なモノを最初に口にしておけば、後のチョコレートは我慢出来るかも、と思ったから。

　……だけど……。

　口の中に残った大人の味に……ゾクリと身体が熱くなる。

　……どうしよう？　ほかのチョコレートを食べたくなくなるどころか、ますます欲しくなってる……！

　オレは我慢出来ずに、ホワイトチョコレートのトリュフを摘つまみ上げてしまう。

「それを食べたらキスは二回になる。いい？」

　彼に言われてちょっとすくむけど……でも……。

「いいです。もう我慢出来ない……！」

　オレは言って、手に取ったトリュフを思わず齧かじってしまう。

「……ああ……」

　それは、この間食べたものとはまた違うイメージの味。

「それは『トリュフ・アマンディーヌ』、マダガスカル産のカカオから作ったホワイトチョコレートの中に、アーモンドのプラリネを入れたものだよ」

　香こうばしいナッツとホワイトチョコレートの味が絶妙でオレは思わずそれを食べてしまう。

　……ああ、もう、これだけにしなくちゃいけないのに……！

　思うけど、彼の低い声がまるで呪じゆ文もんを唱えるように低く囁ささやいてくる。

「これは『エクアドル・オランジュ』、自家製のオレンジの砂さ糖とう漬づけに、エクアドル産のカカオから作ったクーベルチュールをかけた。隠かくし味にホワイトキュラソーが使ってある」

　ふわりと広がるオレンジの芳かぐわしい香かおりと、瑞みず々みずしい甘さと酸味。それがダークなチョコレートと一いつ緒しよになると……なんだかとてもセクシーなオトナの味って感じで。

　彼のチョコレートは一つ一つがまったく違うイメージの味で、飽あきることが全然ない。

　オレは、まるで魔ま法ほうにかけられたようにそれを食べてしまい……。

「……あ……」

　夢ゆめ心ごこ地ちのうちに空になってしまったお皿とカップを見て、オレは呆然とする。

　オレは、出されたもの全部を食べてしまっていたんだ。

「チョコレートが二個、ショコラ・ショーが一いつ杯ぱい」

　彼の声が、呪文のように囁く。

　隣に座っていた彼の手が、オレの身体をそっと引き寄せた。

「……あ……っ」

　彼の身体からは、ふわりと大人っぽいカカオの香りがした。

　それだけで、身体が痺しびれたみたいになって逃にげられなくなる。

「まずは、チョコレート分のキスを二回」

　彼の言葉にオレは慌ててしまう。

　……だってオレは、キスなんか本当は今まで一度も……。

　……なのに、いきなり二回もされたら……？

「……待ってください、オレ、本当は……あっ」

　彼のハンサムな顔がゆっくりと近づいてきて、オレの頰ほおにそっとキスをする。

「これが、トリュフの分の一回」

「……あ……っ」

　男とのキスなんか冗じよう談だんじゃないはずだったのに……オレはなぜか頰に軽いキスをされただけで、動けなくなってしまって。

「これが、オレンジのチョコレートの分の一回」

　彼が囁いて、今度は反対側の頰に、優やさしいキスをする。

「……ん……っ」

　オレの身体からだが、ヒクン、と震ふるえてしまう。

　俺の心は、見た目よりも柔やわらかかった彼の唇くちびるの感かん触しよくに、陶とう然ぜんとしてしまって。

　……ああ、どうして……？

「それから、ショコラ・ショーの分の一回だ」

　彼が囁き、オレの身体を強く引き寄せる。

「え？　あっ！」

　油断していたオレの唇に、不意打ちのように、彼の唇が重なってくる。

「あ、んんっ！」

　さっきまでの紳しん士し的な様子とは一転して、彼のキスはめちゃくちゃに攻こう撃げき的だった。

　オレの唇を、容よう赦しやなく獰どう猛もうに、そしてセクシーに貪むさぼる。

「んん……あ、んんっ！」

　抱だきしめられ、唇を激しく奪うばわれて……心臓が壊こわれてしまいそう。

　……ああ、初めてのキスが、こんな……！

　彼はオレの唇をまるでこの世で一番美味おいしい食べ物のように貪った。

　舌で輪りん郭かくを舐なめ上げ、唇でなぶり、軽く吸い上げる。

「んんっ！　んんーっ！」

　二人の唇が触ふれ合う、ピチャ、という淫みだらな音が、オレの身体を蕩けそうに熱くする。

　……ああ、どうして……？

　脚あしの間がズキンと熱くなったのを感じて、オレは泣きそうになる。

　……信じられない！　オレ、勃たっちゃってる！

「あっ……んんーっ！」

　驚おどろいて開いた歯列から彼の舌が滑すべり込んできて、オレの舌を絡からめ取る。

　上うわ顎あごを舐め上げられ、舌を吸い上げられて……身体にズキンと電流が走る。

　……ああ……失神しそう……！　>>>♥

　電流はオレの脚の間に集結し、オレの恥はずかしい屹きつ立りつは痛いほど熱を帯びてしまう。

　仕上げのように舌を吸い上げられて、ズクン、と下腹に快感が走る。

　……信じられない、オレ……。

　先走りの蜜みつが、ジワリとあたたかく下着を濡ぬらしたのが解わかる。

　……男とのキスに発情して、蜜を漏もらしちゃった……！

　オレは思わず、彼の身体を突つき飛ばす。

「チョコレート分の代金は支し払はらいましたっ！　オレ、もう、帰りますっ！」

　泣きそうになってドアの方に逃げようとするオレの腕うでを、彼の手が摑つかまえる。

「私のチョコレートが食べたくなったら、いつでもここに来なさい」

「……あ……」

「フロントに、君の分の鍵かぎを預けておこう」

　低くてセクシーな声で囁かれて……。

　オレは呻うめき、真っ赤になりながら、

「もう満足しました！　ここにはもう二度と来ませんからっ！」

　思い切り叫さけんで、部屋を飛び出す。

　……だってオレ、仕上げの囁きだけで……。

　オレは、エレベーターに向かってホールを走る。

　耳元で囁かれたら、オレの屹立はまた反応してしまった。

　先せん端たんからまた先走りの蜜が溢あふれて、下着を濡らしてしまって……。

　もう一度キスをされたら、もしかしたらイッちゃってたくらい、感じてしまって。

　……信じられない……！

　オレはそのまま、半泣きでマンションを飛び出した。

　……こんなところ、もう二度と来るもんか！

　走り出そうとするけど……もしかして彼が追ってきているかも、とふいに思ってしまう。

　足が勝手に、そこでブレーキをかけてしまう。

　オレは振ふり返り……そして誰だれもいないことになぜか落らく胆たんする。

　オレは拳こぶしを握にぎりしめ、マンションの最上階、彼がいるであろう場所を見上げる。

　……こんなところ、もう二度と来ないからなっ！

　……あんな交こう換かん条件、もう二度と、呑のまないからなっ！

　心の中で悪態をつくけど……なぜか身体は熱いままで……。

　……ああ、オレ、本当にどうしちゃったんだろう……？
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　私は窓まど際ぎわに立ち、眼下を見下ろす。

　マンションのエントランスから、誰かが走り出ていくのが見える。

　とても小さいが、その人ひと影かげが白の綿シャツにジーンズを着て、少年の無む邪じや気きさを残したしなやかな体形をしていることは解る。

　……彼だ。

　彼は見事なフォームで走り……それからふいにスピードを落として立ち止まる。

　何かを考えるようにうつむき、それからふいにマンションの方を振り返る。

　彼が私のいる最上階を真っ直すぐに見上げたのに気づいて、ドキリとする。

　明るくライトアップされたファザードにいる彼から、照明をほぼすべて落とした部屋の中にいる私の姿は、きっと見えないだろう。

　だが、彼の視線は真っ直ぐに私に向かっている気がした。

　彼の濡れたように煌きらめく漆しつ黒こくの瞳ひとみを思い出して、ドキリと心臓が高鳴る。

　……もしかして……。

　私は彼を見下ろしながら、心の中で問いかける。

　……どうしてそんなふうに見上げるんだ？　私に、追って欲しかった……？

　……少しでも、私とのキスに感じてくれた……？

　それを否定するかのように、視線の先で彼はふいに踵きびすを返した。

　そしてもう迷わずに、全速で走り出す。

　私は、彼が地下鉄の駅の方に真っ直ぐに向かったことを確かく認にんして安あん堵どする。

　それからそんな自分に気づいて苦く笑しようする。

　……どうしたというんだ私は？

　……まるで、恋こい人びとを見送ってでもいるようじゃないか。

　……もしも彼が逃にげてくれなかったら……。

　……私は彼を、無理やりに抱いてしまっていたかもしれない……。

　私は髪かみをかき上げ、それから自じ嘲ちよう的に笑う。

　……それとも、私が本気で発情したことを彼は敏びん感かんに察知したのだろうか……？

　彼とのキスはそれほどに甘く、彼の吐と息いきは私の心を蕩とろけそうに熱くした。

　唇には、彼のふわりと柔らかな唇の感触が残っている。

　腕には、彼の身体のしなやかな感触が残っている。

　……彼が私のチョコレートに我を忘れたように……。

　……私は彼のキスに我を忘れてしまった。

　自分は冷静な職人だと思っていた。

　……この私が、こんなに胸を熱くする日が来るなんて。

　私は目を上げて、中空に煌めく月を見上げる。

　……会ったばかりなのに……。

　……なのに、彼のことが、こんなに愛いとおしいなんて……。

『もう満足しました！　ここにはもう二度と来ませんからっ！』

　彼の最後に残していった言葉の余よ韻いんが、まだ部屋の中に響ひびいているようだ。

　……あれが、彼の本心でなければいい。

　……私のことを好きになって欲しいなどというのは、あまりにも贅ぜい沢たくだ。

　……だが、せめて私のチョコレートを好きになっていてくれ。

　……二度と忘れられなくなって、そしてまたここに来て欲しいんだ。







浅野葉平







　……二度と来ない、そうだったはずだろう？

　オレは歩きながら、自分に問いかける。

　……なのにどうして、ここに来てるんだよ、葉平？

　アルバイトの後。彼の家にはもちろん行かず、さっさと家に帰る予定だったのに……。

　……彼のチョコレートは、本当にめちゃくちゃに美味おいしい。

　オレは彼のマンションを見上げながら、思う。

　……だけど、こんなにまで癖くせになってしまうなんて……。

　授業中も、バイト中も……オレの頭の中にあるのは、彼の部屋での出来事と、そしてあの美味しすぎたチョコレートのことばかりだった。

　昨夜ゆうべのことを思うだけで、鼓こ動どうがどんどん速くなる。

　……まさか、彼のチョコレートには、本当に媚び薬やくとか入ってるんじゃ……？

　オレは思いながら歩き……また目の前で開いてしまった自動ドアに驚く。

「こんばんは、浅野様」

　逃げようとするけど、昨夜のフロントマンに微ほほ笑えまれて引っ込みがつかなくなる。

「一宮様から、鍵かぎとメッセージをお預かりしております」

　彼は言いながらフロントから出てきて、見たこともないような複雑な形をした鍵と、畳たたまれた紙をオレに差し出す。

「あ……ありがとうございます……」

　オレは恐おそる恐るそれを受け取り、畳まれた手紙を開いてみる。

『十時に戻もどる。私よりも先についたら、先に部屋に入っていてくれ』

　黒いインクの万年筆で書かれた男っぽい字。そしてあっさりした伝言。

　……二度と来ないって言ったのに……。

　オレはその文面を見つめて一人で赤くなる。

　……オレが誘ゆう惑わくに負けて来るだろうってこと、お見通しだったのか……。

　オレはフロントマンに鍵の使い方を教わり、今夜は一人でエレベーターに乗る。

　最上階で下り、鍵を使って彼の部屋のドアを開く。

　……ほとんど見ず知らずといっていいオレを、こんな豪ごう華かな部屋に入れちゃっていいの？

　……オレが悪いヤツでなんか盗ぬすんで逃げたら、どうするつもりだろう？

　オレは思いながら、昨夜と同じように靴くつのままで部屋に上がる。

　……オレがそんなことが出来ないって、それもお見通しなのか？

　……憎にくたらしいから、いっそ、勝手に部屋の中を探検してやろうかな？

　思うけど、そんな大だい胆たんなことはもちろん出来ず……。

　ピンポーン！

　ドアチャイムがいきなり鳴り、ソファにぼんやり座っていたオレは驚おどろいて飛び上がる。

　オレはその音がどこから来るのかを探し、壁かべに設置されたインターフォンからであることに気づく。

　……どうすればいいんだろう……？

　オレは迷い、それからとりあえず受話器は取らずに直接玄げん関かんの方に行ってみる。

　恰かつ好こういい木のドアには、ドアスコープなんていう無ぶ粋すいなものはなかった。

　オレは迷ってから、

「……どなたさまでしょうか？」

　ドアに向かって言ってみる。

「私だ」

　聞こえてきた声にホッとして、ドアを開く。

「お帰りなさい」

　オレは言ってしまってから、ここは自分の部屋じゃなかったことに気づく。

　……お帰りなさい、じゃなくて、こんばんはお邪じや魔ましてます、だろ？

　彼は少し驚いた顔でオレの顔を見つめ……それから端たん整せいな顔に、本当に麗うるわしい笑えみを浮うかべてくれる。

「ただいま」

　優やさしい声で言われて、オレの頰ほおが熱くなる。

「食事は済んだ？　いつも夕食は店で食べてくる？」

　彼は、廊ろう下かを歩きながら言う。オレは肩かたをすくめて、

「いちおう店のメニューを頼たのんで裏で食べていいことになってるんだけど、かなり不味まずいから。適当にコンビニで買ってきたサンドイッチでごまかしたり」

　彼は驚いた顔をして、

「今夜も？」

「今夜は店長がちょっとしつこくて閉口したから……店の裏の公園で、缶かんのお茶だけ」

「それなら、まずは食事に行かないか？」

　彼は言って、オレに手を差し伸のべる。

「安心していい。年上の私がご馳ち走そうするよ」

　オレは驚いてしまいながら、

「そんな。チョコレートを出してもらってさらに食事までご馳走になっていたら……」

「気にしなくてもいい。食事は奢おごりでもチョコレートの代価はあとできっちりもらうから」

　その言葉に、オレの心臓が、ドキン、と跳はね上がった。

　彼の獰どう猛もうなキスを思い出して、頰が燃えそうに熱くなる。

　……ああ、なんでこんなにドキドキしてるんだよ、オレ？



　　　　＊



　彼が連れてきてくれたのは、マンションから歩いて五分くらいの場所にある、築つき地じに建つ高層ビルの最上階。『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』というレストランだった。

　彼の部屋からの景色もすごかったけど、さらに高い場所にあるここからは、まさに東京全体が見み渡わたせる感じだった。

　彼はこの店の常連みたいで、彼が現れた途と端たんに支配人らしき人がにこやかに近づいてきて、オレたちのために個室の席を用意してくれた。

　個室には専用のバルコニーがついていて、そこから東京を一望することが出来た。

　オレはあまりのすごさに圧あつ倒とうされ……しかし驚くのはそれだけじゃなくて。

　料理に詳くわしくなくて迷いまくったオレの代わりに、彼がメニューを選んでくれた。君の店に行った時、おすすめを教えてくれただろう、そのお返しだよ、と言って。

　彼が選んだのは、『カスピ海産オシェトラ・キャビア　メルバトーストとサワークリーム添ぞえ』『メイン・ロブスターのサラダ仕立て』『的まと鯛だいのポワレ　香こう草そうレモンソース』『国産牛のフィレステーキ　ワサビ醬じよう油ゆソース』

　どれもめちゃくちゃに美味おいしくて、オレは陶とう然ぜんとして食べてしまった。

　そして、オレをうっとりさせたのは夜景と料理それだけでなく。

　ほんの少しの間接照明だけに明かりを絞しぼった、暗い店内。テーブルの上のロウソクの明かりが窓ガラスに映って、なんだかめちゃくちゃにロマンティック。

　ロウソクの明かりに照らされた一宮の彫ちよう刻こくみたいな横顔が窓ガラスに映っていた。

　夜景も料理も素す敵てきだったけど……こんなに美しい男にエスコートされてることが、なんだかオレを一番ドキドキさせて……。

　オレの視線に気づいたように、一宮が目を上げる。

　ガラス越ごしに目が合ってしまったオレは、一人で赤くなる。

　……オレ、なんで男である彼の横顔に、こんなにうっとりしてるわけ？

「ええと……デザートも、めちゃくちゃたくさんあるんですね！」

　オレは照れ隠かくしにウエイターが置いていったデザートメニューを取り、それを眺ながめる。

　料理はとても美味しかったし量もたっぷりあったけれど、美味しそうなデザートの名前を見るとつい頼んでしまいたくなる。

「あ、『フォンダン・ショコラ　フロマージュブランとベリーのソルベ添え』だって！　オレ、大好きなんです『フォンダン・ショコラ』！」

　オレが言うと、彼は唇くちびるに意地悪な笑みを浮かべる。

「たしかにここの店のシェフも、パティシエも、とてもいい腕うでだ。しかし私の前で、他人の作ったチョコレートを食べるのは許せないな」

　彼のダークチョコレート色の瞳ひとみが、ロウソクの明かりを反射して獰猛に光った。

「デザートは、部屋に戻ってからにしよう。……いいね？」



　　　　＊



「……ん……んん……っ」

　部屋に戻ったオレに、一宮はまたショコラ・ショーと、今日はフォンダン・ショコラを作って食べさせてくれた。

　そして……その交こう換かん条件として要求される、二回のキス。

「……んん、あん……っ」

　今夜のキスは、一つ目からもう激しくて。

　二度目のキスを受ける頃ころには、オレはもうチョコレートみたいにトロトロになっていて。

　……ああ、今夜も、オレ、こんなに感じちゃってる……。

「今夜は逃にげないのか？」

　囁ささやかれて、オレはなんだか泣きそうになる。

　だって今夜は昨夜ゆうべよりももっともっと深いキスをされて……逃げるどころか腰こし砕くだけになって立ち上がることすら出来なくて……。

「逃げません、子供じゃないし！　昨夜はちょっと用事を思い出しただけですから！」

　無理やり叫ぶオレに彼は微ほほ笑えみ、それから、

「今夜は少し話がある」

「話？」

「私の店で働かないか？」

　……オレが、あんな凄すごい店で？

「君のコーヒーはとても丁てい寧ねいに淹いれられていてかなり美味しい。君はきっと鋭するどい嗅きゆう覚かくと味覚を持っているのだと思う」

「ほ、本当ですか？」

「本当だ。もちろん、完かん璧ぺきではないけれど」

　天才ショコラティエである彼のその言葉に、オレは天にも昇のぼる心ここ地ちがする。

　……彼はオレのコーヒーを美味しいと思ってくれていたんだ。

　……あの素晴らしい店のスタッフとしてスカウトしてもいいと思うくらいに。

　オレは舞まい上がりそうになり……ふいに我に返る。

「チョコレートだけじゃなくてあなたの店で飲んだコーヒーはものすごく美味しかったです。あんなに美味しいコーヒーが、オレにも淹れられるのかどうか……」

　オレはあのコーヒーの味を思い出してうっとりしてしまいながら、

「っていうか、淹れられるようになったら、ものすごく嬉うれしいですけど……」

「完璧ではないと言っただろう？　うちの店のバリスタはとても厳しい男だ。彼のもとで修しゆ業ぎようをする必要はあるが」

　……彼の店でバイトが出来るだけじゃなくて、一から勉強も出来る？

　……しかもあんなに美味しいコーヒーを淹れた人に、教えてもらえるなんて！

「やります！　やらせてください！」

　オレは思わず叫さけぶ。

「オレ、コーヒーを淹れる仕事を始めてみてその奥深さがちょっと解わかってきたところなんです！　厳しくても耐たえますから！」

　彼は俺の言葉に微笑み、オレは彼の笑顔にまたドキドキしている自分に気づく。

　……ああ、めちゃくちゃ美味しいチョコレートを作るとはいえ、彼は男だぞ？　どうしてこんなにドキドキしてしまうんだろう？







一宮雅人







「この間の彼、いつ頃ごろから来られることになったの？」

　後ろから聞こえたのは、聞き慣れた声。

「まだいつなのか決まっていない。今のカフェが辞やめられたらすぐに、と言っていたが」

　私は、テーブルの上に広げたクロッキー帳にペンを走らせながら答える。

　相手はクスリと笑って、私の後ろを擦すり抜ぬける。

「それにしちゃ、余よ裕ゆうたっぷりだ。彼が絶対に来るって自信があるんだな」

　調理器具の入った引き出しを開き、そこから栓せん抜ぬきを取り出す。

　栓を抜く音、そしてプシュッと炭酸ガスの抜ける音が二回ずつ。

　私が作業をしているテーブルの端はしに、トン、と音を立てて水すい滴てきを浮うかべた瓶びんが置かれる。

　ミオネット社『イル・モスカート』のピッコロボトルだ。

『Ｉ』の字が描かかれたボトル。スプマンテなのでもちろんアルコールだが、ソフトドリンクのような王おう冠かんで栓がしてあるところがなかなかスタイリッシュだ。

　フルーツを使ったチョコレートによく合うので、店のカフェでも出している。ピッコロボトルのまま出してはカジュアルすぎるのではと思ったが、長いストローを差して昼間からスプマンテを楽しむ粋いきな女性たちも最近では増えてきた。

「優羽。店の在庫を飲むなと言っているだろう？　この近所の店では手に入らないんだ。カフェ主任が自ら在庫を減らしてどうする？」

　彼は肩かたをすくめて、

「これは僕の私物。ＷＥＢで取り寄せた」

　彼は言って、手の中の王冠を私に向けてみせる。一つには『西』もう一つには『澤』とマジックで書かれている。

「王冠にコレが書いてあったら僕のだから。飲んだらお金取るよ」

　彼は私の前に置いた瓶を指さして、にっこり笑う。

「あ、それは僕の奢おごり。もちろん払はらってくれてもいいけど？」

「うちのカフェ主任、兼けん、バリスタ、兼、会計主任は本当にしっかりしているよ」

　私がため息をつくと、彼は肩をすくめて、

「オーナー、兼、ショコラティエが、チョコレートと美青年のことで頭がいっぱいだから」

　言って、店にいる時の優ゆう雅がな彼とは別人のような豪ごう快かいな仕草で、スプマンテを呷あおる。

「ふう、美味うまい。……しかし、あなたが夢中になる気持ちも解るな。顔立ちが整っているだけでなく、どこかやんちゃそうなところがたまらないよね。かなり魅み力りよく的だ」

　私が思わず目を上げると、彼は意地の悪い笑えみを浮かべて、

「あんな子なら、僕も宗しゆう旨し替がえしてもいいかなあ？　僕と彼、かなり麗うるわしい気がする」

「……優羽」

　私が睨にらむと、彼は降参というように両手を上げて、

「冗じよう談だんだってば。そんなに睨むなよ」

　言ってから、可笑おかしそうにクスリと笑って、

「お堅かたい我らがショコラティエも、人の子、というヤツ？　本気なんだ？」

　私は、葉平が初めてこの店に来た時のことを思い出す。

　何気なく厨ちゆう房ぼうの窓から店内を見み渡わたした私は、彼の麗しさに思わず見とれた。

　伸のびやかな若木のような身体からだつき、金色に陽ひ灼やけした肌はだ、整った顔立ち。

　たしかに彼のルックスに見とれたことも確かだ。だが……。

「あんなに美味おいしそうに私のチョコレートを食べてくれる人は、なかなかいない」

　私は、あの時の彼の顔を思い出して、思わず微笑んでしまう。

「彼に、もっともっと私のチョコレートを味わわせたいと思った。そしてあんな幸せそうな顔をして欲しいと思ったんだ」

　彼の幸せそうなうっとりした顔を思うだけで、私まで幸せな気持ちになる。

「私は今までマシンのようにチョコレートを作り続けてきた。高い評価は当然だと思っていた。誰だれかのために作りたいと思ったのは……初めてだったんだ」

「ホントの恋こいってやつ？　なんだかちょっと妬やけるけどね」

　優羽は言い、なぜか少し寂さびしそうに小さく笑う。

「それって結構うらやましいよ。恋に堕おちた雅人も、そして雅人にそんなに愛されてしまった、あの子も、ね」







浅野葉平







　オレは今までバイトをしていたカフェのオーナーに、店を辞めたいと申し出た。彼はとてもしつこく辞めるなって言ってきたけど、オレの決心が変わらないことが解ると、渋しぶ々しぶそれをオーケーしてくれた。

　オレは申し訳ないけどかなり清すが々すがしい気持ちになって、一宮の店に向かっていた。

　さっき、教えてもらっていた一宮の携けい帯たい電話にカフェを無事に辞めることが出来たって報告をしたら、そのまますぐに店にきてくれって言われた。バリスタを紹しよう介かいするからって。

　だけど時間はもう夜の十時半。閉店から一時間三十分も経たっていて、店の前のドアマンの姿はなく、表の看板の電気も消えていた。

　……表の入り口を開けておくからって言ってた。本当にここから入っていいのかな？

　オレは思いながら、前に来た時にはドアマンが開けてくれた大きなドアを押す。

　ドアには鍵かぎがかかっておらず、オレは力ちから一いつ杯ぱいそれを押して店に足を踏ふみ入れる。

　店の照明は落とされていたけれど、奥の方には明かりがあり、人のいる気配がする。

「すみませぇん！」

　叫ぶと、中で人が歩く気配がして、スイングドアが開いた。

　逆光に照らされたのは、一宮じゃなくてもっとほっそりとした人ひと影かげ。

「来たよ、雅人！　お待ちかねの彼だ！」

　嬉しそうに言う声には聞き覚えがある。カフェで親切にしてくれたあのバリスタだ。

　……雅人って呼び捨てにした……。

　……仲がいいんだな。昔からの付き合いなんだろうか？

　彼は軽い足取りで店に出てきて、オレの腕うでを摑つかむ。

「スムーズに辞められて良かったね。今、飲みながら君の噂うわさをしてたとこ」

　言って、手に持っているコーラ瓶びんくらいの小瓶を上げてみせる。

　オレは飲んだことがなかったけど……瓶に描かれた模様は雑誌で見たことがある。シャンパンのピッコロボトルだろう。

　彼はオレの肩を抱だくようにして店を進み、スイングドアを押して中に入る。

　中は、きちんと片づけられた、そしてかなり贅ぜい沢たくな造りの厨房だった。

　壁かべにずらりと並んだ様々な製せい菓か用の器具が、いかにもプロの厨房って感じ。

　電気代の節約のためか、照明はほとんど落とされて、作業台の上のデスク用ライトだけが灯ともっている。

「……あ……」

　作業台の前に座っていたのは、白いシェフコート姿の一宮だった。

　久しぶりに見る彼のシェフコート姿に、オレの心臓がトクンと高鳴る。

　……美形だからどんな姿をしていても素す敵てきだけど……やっぱり、シェフコート姿が一番凜り々りしいよね。

　一宮はオレを見て、ふと心配そうに眉まゆを寄せる。

「前の店はスムーズに辞やめられた？　何か嫌いやな思いはしなかった？」

　その言葉に、オレはさっきまでのことを思い出して苦く笑しようする。

「かなりしつこく引き留められてしまって、こんな時間になっちゃったんですけど……とりあえず無事に辞められました」

「それならよかった」

　一宮はオレを見つめ、それからその唇くちびるにゆっくりと笑みを浮かべる。

「ようこそ、私の店へ」

　低い声で言われて、鼓こ動どうがますます速くなる。

　……ああ、またこんなにドキドキする……。

「コホン」

　オレの後ろで、あの美人バリスタが咳せき払ばらいをしている。

「僕のことは、いつ紹介してくれるのかな？」

「ああ、すまない」

　一宮が苦笑して立ち上がる。

「彼は西澤優羽。バリスタで、カフェ部門の主任、この店の会計係でもある」

「残業をする時には電気代節約のために、協力をよろしくね」

　優羽さんは言って消された天てん井じようの蛍けい光こう灯とうを指さしてみせる。一宮が、

「彼は優やさしそうに見えるが、仕事のことになると鬼おにのようになる。覚かく悟ごしてくれ」

　……彼みたいな美人が？　信じられないけど……。

　オレは思いながら、彼に向かって頭を下げる。

「浅野葉平といいます。立派なバリスタになるのが夢です。びしびししごいてください」

　言うと、優羽さんは楽しそうな声で、

「聞いた、雅人？　もちろん、びしびししごいて上げるからね。……ところで」

　彼は一歩離はなれて、いきなりオレの身体を上から下まで眺ながめる。

「うん、身長もほぼ同じだし、これなら僕の予備の制服を貸して上げられる」

「え？」

「せっかく来たんだから、とりあえず試着してみようか」

　優羽さんはオレの腕を摑み、驚おどろいている間に、オレは厨房から引っぱり出されてしまう。

「うちは制服をオーダーで作ってるから二週間くらいはかかる。予備の制服を二組貸して上げるから、自分のが出来るまでそれで我が慢まんしてくれる？」

　彼はオレの腕を引っ張ったまま非常灯だけが灯ともる暗い廊ろう下かを歩き、奥にある部屋のドアを開いて電気を点つける。

　そこは更こう衣い室しつらしく、壁かべ際ぎわには木で出来たロッカーがずらりと並んでいる。大きな鏡と洗面台があり、部屋の真ん中にはベンチが置かれている。店の更衣室と言うよりは高級スポーツクラブのそれみたいに落ち着いた空間だ。

　優羽さんは一番端はしのロッカーを開け、その中からクリーニングの袋ふくろに入れられた、黒の上下、ワイシャツ、リボン状の蝶ちようネクタイ、ギャルソンエプロンを二着ずつ取り出す。

　呆ぼう然ぜんとしているオレの手にそれを積み上げて、

「着き替がえ終わったら厨房に来て。……君がギャルソンの制服を着ると、きっと見み栄ばえがするよ。楽しみだな」

　綺き麗れいな指先でオレの頰ほおをちょんとつついて、部屋を出ていく。

　オレは彼の優ゆう雅がな後ろ姿を見送り……そしてちょっと不安になる。

　……何も考えないで、この制服に憧あこがれてたけど……。

　オレは手の中の制服を見下ろしながら思う。

　……オレみたいなフツーのヤツに、こんな恰かつ好こういい制服、着こなせるんだろうか？







一宮雅人







　……彼が、私の店に来てくれた。

　私は、そのことにかなりホッとしていた。

　あのいやらしい目をする店長の下もとで働かせておくのは不安だったし、彼のためにもならないと思った。だが、彼があのカフェよりも私の店を選んでくれるかどうかは、彼が本当に来てくれるまで確信が持てなかった。

「まったく、幸せそうな顔しちゃって」

　優羽が可笑おかしそうな声で私をからかう。

「ちゃんと顔を引き締しめないと、彼に下心を見み抜ぬかれちゃうよ？」

「別に下心で誘さそったわけではない」

「どうだか……」

　優羽が言った時、厨ちゆう房ぼうのドアにノックの音が響ひびいた。

「失礼します」

　ドアが薄うすく開いて、葉平の顔がチラリと覗のぞく。

「すみません、あのう、蝶ネクタイの結び方が解わからなくて……」

「いいから、おいで」

　優羽が言うと、彼はドアを開け、恐おそる恐る入ってくる。

　私は、ギャルソンの制服を着た葉平の麗うるわしさに、思わず見とれてしまう。

　黒のスラックスが包むのは、彼のすらりと伸のびた脚あし。

　彼の肩かたのラインと引き締まったウエストを強調する、黒のジレ。

　ワイシャツの白と、制服の深い黒のコントラストが……葉平の凜々しい美しさをますます引き立てていて……。

「とても似合う。素敵だ」

　私の唇から、正直な感想が漏もれた。

　不安げにしていた葉平が、私の方を振ふり返って照れたように頰を染める。

　立ち上がろうとしていた優羽が、私の方を見て可笑しそうに笑う。

「お姫ひめ様の蝶ネクタイを結んで差し上げる栄えい誉よは、雅人に譲ゆずることにするよ」

　私は立ち上がり、葉平にゆっくりと歩み寄る。

「……あ……」

　緊きん張ちようしたように小さく身体からだを震ふるわせる葉平は、意識してはいないだろうがとても色っぽい。

　私は彼の手を上げさせ、握にぎりしめている蝶ネクタイをそっと受け取る。

「少し顎あごを上げて」

　素直に上を向いた彼のワイシャツの襟えりをまくり上げ、蝶ネクタイをそこに巻いてやる。

　彼の首はとてもほっそりしていて、本当に優雅だ。

　私は巻いてやったネクタイを、彼に似合う大きさに調整して結んでやる。

　彼の顔と私の顔が、キスが出来そうなほど近くにある。

　彼は私の顔を見つめて頰を染め……それからキスのことでも思い出したのか、微かすかに唇を震わせてそっと睫まつ毛げを閉じてしまう。

　長い長い睫毛。優雅に通った鼻筋。

　羞しゆう恥ちに染まった滑なめらかな頰。そして見つめるだけで震えてしまう、無む垢くな唇。

　間近で見る彼は……本当に美しくて、本当に色っぽい

　……そんな彼の首をネクタイで巻き、それを締め付けるのは……。

　鼓動が速くなるのを感じる。

　……まるで所有物である証あかしを与あたえているかのようで、とても淫いん靡びだ。

　……こんなに色っぽいギャルソン姿を人目にさらさせるなんて。

　私は自分の中に湧わき上がる独どく占せん欲よくを、まざまざと感じる。

　……なんだか……とても心配だ。　>>>♥







浅野葉平







「残念ながら、まだ一人でコーヒーを淹いれることは許可出来ない。最初は僕のお手伝い」

　店が終わった後、片づけをしながら優羽さんが言う。

「僕に実力を認めさせたら、バッジを作って上げる。そうしたら一人でコーヒーを淹れさせて上げるからね」

　国家試験ではないバリスタには規定のバッジというモノはないんだけど……優羽さんは自分でデザインしたカップの形のバッジを胸につけている。とても素す敵てきなそれは驚いたことに十八金で作られていて、実はとても高価らしい。

　高価だからってことではなくて、そのバッジをつけている優羽さんがすごく実力があって恰好いい人だから……オレは頑がん張ばって早くバッジをもらいたいと思った。

　それに……オレをこの店に誘ってくれた一宮にも、早く認めて欲しいし。

　優羽さんは、ショコラ・ショー以外（それだけは一宮が手ずから淹れるんだ）のすべての飲み物を担当していた。コーヒーだけしか得意じゃないオレと違ちがって、紅茶でも、ハーブティーでも、フルーツを搾しぼって作る生ジュースでも……彼が作るものはどんなものでもめちゃくちゃに美味おいしい。

　オレはカフェ部門で働くのならすべて勉強しなくちゃいけなかったことに初めて気づく。

　……コーヒーを注文してくれるお客さんが少ないからって、不満に思ってたオレってちょっと子供だったかも？

「さて。片づけは終わった。僕の言いたいこと、解ってくれた？」

　にっこりと微ほほ笑えまれて、オレは何度もうなずく。

「解りました。オレ、プロの自覚がまだまだ足りなかったかも」

「解ってくれてよかったよ。……さて」

　彼はオレを見つめたまま、その唇くちびるから笑えみを消す。

　その紅茶色の目の中にキラリと鋭するどい光を煌きらめかせる。

　……へ……？

　それはさっきまでのほんわかした彼とは別人のように、厳しいイメージの……。

「さっそく試験だ。まずはエスプレッソを淹れてもらおうか。この僕に不味まずいエスプレッソなんか飲ませたら許さないよ？」

　視線を流すようにして見られて、怖こわいけれど妙みように色っぽい。

　オレは彼の豹ひよう変へんぶりに思わず呆然とする。

　……さっきまでは女め神がみ様だったのに、急に女王様になったぞ……！

「さっさとする！　それでもプロか？」

　厳しい声で言われてオレはハッと我に返る。

「は、はいっ！」

　慌あわててカウンターの中に走り込むオレに、

「店の中でバタバタ走らない！」

「はいっ！」

　オレは必死で答え、カウンターの奥にあるエスプレッソマシンを見て……また愕がく然ぜんとする。

　それは前の店にあったような誰だれでも淹れられる簡単なヤツじゃなくて、クラシカルな形をしたかなり本格的なエスプレッソマシンだったんだ。

　……そうだ。お客としてきた時には恰かつ好こういいと思ったけど、いざ使うのは……。

　オレは思いながら、そのマシンを観察する。

　……こんな本格的なマシンの使い方、解らないけど……。

　恐る恐る振り返ると、彼が腕うでを組んでカウンターの向こうからオレを睨にらんでいる。

　彼みたいな美形が、こういう顔をすると……本当に怖い。

　彼の秀しゆう麗れいな眉まゆがヒクリと上がったのを見て、何か言われる前に、とオレは慌ててマシンに向き直る。

　……いくら見てくれが違ったって、エスプレッソマシンはエスプレッソマシンだ！

　……きっとなんとかなるはず！

　とりあえず、カップを置くトレイのすぐ上にあるハンドルを回して外そうとする。

　このハンドルを外すと中は小さな円えん筒とう状の空くう洞どうになっていて、そこにエスプレッソの粉を詰つめるんだ。

　……か、かたい……！

　堅かたく締しめられたハンドルは、オレの力ではびくともしなかった。

　……どんなマッチョな男が締めたんだ、これ？

「一つ聞いていいかな？」

　背後から聞こえた声に、オレはギクリと振り返る。

「は……はい……」

「そのマシンを使うのは初めて？」

「はい、店にもいちおうエスプレッソマシンがあったけど、気圧が低くて全然美味しくなくて……いつもエスプレッソ用のモカ・ポットで一いつ杯ぱい分ずつ淹れていたんです」

「モカ・ポットで？　毎回？」

　驚おどろいた顔をする彼に、オレは、

「前の店ではコーヒーを飲む人なんかほとんどいなかったんです。オレ、コーヒーの味には自信があったんだけど……みんな頼たのむのはカクテルや紅茶ばかりで……」

「ふう、ん」

　彼は言いながら、右手の肘ひじを左手で支える。それが考える時の癖くせなのか、右手の指先で自分の唇に触ふれながら言う。

「それならエスプレッソはいい。ネルドリップでレギュラーコーヒーを」

「解わかりました」

　オレは答えて、カウンターの奥に並んだコーヒーの粉の缶かんを見み渡わたす。

　……しかし、すごい種類だ。

　……かなり高級な品種の豆もたくさんあるし。

「ええと……」

　オレは優羽さんを振ふり返って聞く。

「……豆の種類は何がいいですか？」

　優羽さんは肩かたをすくめて、

「なんでもいい。……ああ、君が考えたブレンドの一番新しいヤツ」

「……え……」

　……一番新しいと言ったら、一宮に出したあの『ショコラティエブレンド』だけど。

　……あれのもとになったのは、この店のブレンドで。

　……それのもとになったものを作った、優羽さん本人に飲ませるのは……。

　オレの逡しゆん巡じゆんを読みとったのか、優羽さんは可笑おかしそうな顔になって、

「雅人から聞いた。うちのハードブレンドそっくりなブレンドを再現したって？　僕のブレンドを真似まねしようなんて、すごい命知らずだなあ」

「……う……」

　オレは息を呑のみ、素直に謝っておくことにする。

「……すみません。あんまり美味しかったので……それにオレが使ったのはこの店にあるような高級な豆じゃありません。だから正確に再現出来てるとは思えなかったので、真似にはならないかなって……」

「それ、出してみて」

　優羽さんは言って、妙に凶きよう暴ぼうな笑えみを浮うかべてみせる。

「ちゃんと心して淹れること。不味かったら承知しないからね」

　……うう、この人って綺き麗れいな顔に似合わず、ちょっと怖いかも……。

　オレは、カウンターに寄りかかってオレの手元を見つめる彼の視線に閉口しながら、だけどなんとかブレンドを淹れることが出来た。

「ええと、カップは……」

　背後にあるガラスケースには、この店で出している『Ｍ』の文字が描えがかれたカップとソーサーがずらりと並んでいる。それを振り返ったオレに、

「それは、雅人がデザインして、僕が苦労してイタリアに発注したお客様用だ。スタッフが使うのは禁止だ。あと、洗う時に割ったらコロス」

　優羽さんが怖い声で言う。困ってしまったオレに、優羽さんはカウンターの下を指さして、

「カウンターの下の棚たなに、スタッフ用のマグカップが入ってる。それ使え」

　オレは彼が指さした棚を開き、中からマグカップを取り出す。スタッフ用って言うからみすぼらしいカップを一いつ瞬しゆん想像したけど……シンプルな白のそれは、結構有名なブランドの製品だった。

「これも割ったらすごく高そうですけど……」

　オレが怯おびえながら言うと、優羽さんは肩をすくめて、

「うちの店のオリジナルに比べたら、景品みたいなもんだよ」

　……ってことは、オリジナルのカップにはものすごくお金がかかってるってことか。

　……絶対に割らないように気を付けなきゃ……！

　オレはますます緊きん張ちようしながらマグカップを一つ取り出す。

「カップは二つ。勉強中は必ず自分でも味見しろ」

　優羽さんの声に、慌ててもう一つ。

　二つのカップにコーヒーを注ぎ、湯気に混ざるその香かおりを確かめる。

　……うん。少なくとも失敗はしてない。

　……彼に飲ませたら、めちゃくちゃケナされそうな気がするけど。

「どうぞ」

　オレはカウンターの上、彼の前にマグカップを置く。

「いただきます」

　優羽さんは礼れい儀ぎ正しく言って両手を合わせ、カップを持ち上げる。

　カップを口元に近づけて、慎しん重ちように香りを吸い込む。

「……む……」

　彼の秀麗な眉み間けんに縦ジワが寄ったのを見て、オレは怒おこられるのを今から覚かく悟ごする。

　優羽さんは難しい顔をしたまま、コーヒーを一口飲む。

　ワインの試飲でもするかのように口の中で転がし、ゆっくりと飲み込む。

「……う～ん……？」

　彼は微かすかに首を傾かしげてから、もう一口コーヒーを飲む。

「……ううん……」

　謎なぞの声を上げながら考え込む優羽さんを見つめて、オレは鼓こ動どうを速くする。

　……やっぱりヤバイかな？

　……自分の作ったブレンドを真似されただけでも頭に来るだろうに、さらにあまり美味おいしくなかったら？

　……オレ、バリスタの才能ナシとか言われて、ギャルソンとしてしか働かせてもらえないんだろうか？

　……それとも、今すぐにクビにされちゃう？

　思ったらちょっと、いや、かなり悲しくなってしまう。

　……せっかくこんな店で働けると思ったのに……。

　……せっかくコーヒーの勉強を一から出来ると思ったのに……。

「おまえも飲め」

　優羽さんの言葉に、オレはハッとする。

「あ、はい」

　言ってカップを持ち上げる。

　顔に近づけ、そっと香りを嗅かいでみて、一応ちゃんとした香りが出ていることを確かく認にんする。

　ゆっくりと一口含ふくみ、香りと、味を確かめる。

　……コロンビアとブラジル。配合も間ま違ちがってない。

　……苦みと酸味のバランスも、かなりいい。

　……でも……？

「……前に淹れた時よりちょっと苦みが勝まさってる。どうしてだろう？」

　オレは思わず呟つぶやく。

「どうしてかな？」

「今まで安い豆を使ってたから、適量の二割り増しにしてただろう？　多すぎるんだよ。うちの店は最上級の豆しか使わないし、僕のブラジルの焙ばい煎せんはかなり深めだからな」

　優羽さんの言葉に、オレはハッとする。

「……なるほど、だから……」

「今度からは一割り増しにしてみろ。それでかなり良くなる」

「……え……？」

　呆ぼう然ぜんとしたオレに、優羽さんは苛いら立だったような声で言う。

「おまえの淹れたコーヒーは結構美味うまい！　この僕が褒ほめてるんだ！　もっと喜べよ！」

　オレは呆然とし……それからジワジワと喜びが湧わいてくるのを感じる。

「本当ですか？」

「噓うそついてどうするよ？」

　彼は乱暴な口調で言うけれど、その頰ほおがちょっとだけ照れたように赤くなっていて、オレはやっと気づく。

　……この人、照れてるのかな？

　……もしかして、ちょっと厳しいけど、結構いい人なのかも？

「特別に、この店でよくやるブレンドを教えてやる。メモっておいて家で覚えて来いよ。いいか？」

　急に言われてオレはかなり焦あせる。ギャルソンエプロンのポケットに入れていたメモ帳とペンを慌あわてて出して、

「どうぞ！」

　優羽さんは重々しくうなずいて、

「ハードブレンドの応用で、ブラジル40％、コロンビア30％、グアテマラ30％。この間僕が二杯はい目に出した軽めのアメリカンブレンドはキューバ30％、ブラジル30％、ハイチ20％、メキシコ20％。この間はチョコレートに合わせていたけれど、もしもケーキを食べていたとしたら、モカマタリ50％、ブラジルブルボン30％、ホンジュラス20％かな？　これがうちのごくごく基本のブレンドだ」

「はい」

「さらに焙煎の仕方もハイロースト、ミディアムロースト、フレンチロースト、シティーロースト、フルシティーロースト……かなりのバリエーションになる。組み合わせの基本はあるけれど、全部教えるのはやめておく」

　必死でメモっていたオレは、驚おどろいて目を上げる。

「ええと……それって……？」

「おまえもバリスタの端はしくれだろ？　自分で研究しろ」

　その言葉に、オレは深くうなずく。

「解わかりました」

「今夜から居残りで研究しろよ。豆はいくらでも使っていい。無くなりそうになったら申告しろよ」

　あっさりと言われてオレは呆然とする。

「ええと……居残り？」

「メニューをマスターするのは僕が見る。だけど新しいレシピが出来たら、基本的には僕じゃなくて雅人に許可をもらえ。僕よりも彼の方がずっとうるさいからな」

「一宮さんに？」

　その名前に、オレの心臓がトクンと跳はね上がる。

　……なぜか、彼に自分の淹いれたコーヒーを飲んでもらうのは不思議と緊張することで。

「なんか文句あるか？」

　チラリと睨にらまれて、オレは慌てて、

「いいえ、まったくありません。嬉うれしいです」

　そして、前の店のことを思い出してため息をつく。

「前の店では、ほとんどコーヒーなんか淹れられなかったし」

　思わず呟くと、彼は驚いたように、

「じゃあ、バリスタの君は、何をしていたんだ？」

　……う……。

「しょうがないから、カクテル作ったり、紅茶を淹れたり……」

「しょうがない？」

　彼の秀しゆう麗れいな眉まゆが、ヒクリとつり上がる。オレはうなずいて、

「はい。だって頼たのまれてもないのに、コーヒー淹れるわけにはいかないし……」

「ったく、さっきから聞いていれば……」

　彼は言いながら、カウンターを回り込んできてオレの前に立つ。彼の綺き麗れいな両手が、いきなりオレのシャツの襟えり首くびをギュッと摑つかみ上げる。

「接客業を、ナメるんじゃねえぞっ！」

「うっ！」

　いきなり間近で怒ど鳴なられて、オレはあまりの驚きに息を呑のむ。

　彼とオレはほとんど身長が同じくらいだけど、彼の方がわずかに華きや奢しやだ。だけどなんだか凄すごい力で襟首を持ち上げられて、オレはつま先立ちになってしまっている。

　放してください、と言いたかったけど、怒った優羽さんの顔があまりの迫はく力りよくで、とてもそんなことを言う勇気が出ない。

「お客様がコーヒーばかり頼むわけがないだろう？　すべてのメニューを完かん璧ぺきにこなせてこそのバリスタだろうがっ？　ああっ？」

　女め神がみ様みたいに優ゆう雅がで綺麗な顔に全然似合わない、べらんめえな口調。

「この店のメニューにあるすべての飲み物をマスターしろ！　それまでおまえをバリスタとは認めないぞ！　いいなっ？」

「は……はい……」

　気け圧おされて答えたオレの襟首を、優羽さんは乱暴につき放す。

　だけど、オレがよろけると、オレの腕うでをしっかり摑んで支えてくれる。

「とりあえず言っておくけど……」

　彼はオレの顔を真っ直すぐに見つめて言う。

「……僕は才能があると思ったヤツには厳しい。それはもっと才能を伸のばして欲しいと思うから。この意味、解るか？」

「はい」

「店が終わった後はカフェカウンターを自由に使っていいから。今日一日で教えたことをちゃんと復習するように」

　そして。オレは今夜も、店に居残りして復習だ。

「ええと……キューバのミディアムローストを30％、ブラジルのハイローストを30％、ハイチのミディアムローストを20％、メキシコのハイローストを20％……」

　オレは必死で思い出しながら、コーヒーの豆を秤はかりで正確に計測する。

　これは優羽さんが言っていたブレンド。メモを見ているのを目撃されると「覚えて来なかったのか？」とか怒おこられちゃうから、必死で覚えたものだ。

「……ううん……やっぱり優羽さんが選んでくる豆はものすごく質がいい」

　オレは香かおりを吸い込みながら思わず呟く。

　今まで本を読んで勉強するしかなかったけど、実際にこういう上等の豆を使えるというのは本当に役に立つし、面おも白しろい。

　オレは豆をコーヒーミルの中に入れ、ハンドルを回して普ふ通つうより粗あらめに挽ひいていく。

　ふわ、とさらに強く立ち上る芳かぐわしい香りに、思わずうっとりする。

　……焙ばい煎せんしたのはオレだけど、かなりいい線いってない？

　……今日こそは、けっこう美味おいしいコーヒーが淹れられるかも？

　オレは思い、それから師し匠しようである優羽さんの顔を思い出す。

　……いやいや、油断は禁物だぞ。

　オレは気を引き締しめながら、挽き終わった豆を二人分量り、さらに一割ほど多くして、金属の取っ手をつけたネル袋ぶくろに入れる。

　……かなり粗めに挽くのが、オレ的に摑んだコツなんだけど。

　……うまくいくといいんだけど……。

　カウンターの内側のコンロには、注ぎ口の細いヤカンがさっきから沸ふつ騰とうしてる。

「……よし」

　オレはヤカンを持ち上げ、ネル袋の下に置いたサーバーに液体が垂れないくらい、ごくごく少しのお湯を豆の上に注ぐ。

　豆が新しん鮮せんなことを示すように、ふわり、と粉が膨ふくれ上がってくる。

　オレは時計を見ながら三十秒を計り、それからコンロの上で沸騰させておいたヤカンをまた持ち上げて、お湯を慎しん重ちように注ぎ……。

　ガラス製のサーバーに、美しい色のコーヒーがゆっくりと溜たまっていく。

　豊かなコーヒーの香りが、空気の中に広がる。

　……ああ、いい香り……。

　オレはうっとりと香りを吸い込み……それから二人分くらいのお湯を注ぎ終わっていることに気づいて慌あわててヤカンを置く。

　ネル袋を外し、ガラス製のサーバーを持ち上げる。

　お客さんに出すカップを使ったことがばれたら優羽さんに怒られるから、カウンターの中に置いてあるスタッフ用のマグカップを二つ出し、それにコーヒーを注ぐ。

　オレはカップの一つを持ち上げ、香りを吸い込む。

　それから慎重に口に含ふくむ。

　フワリと口いっぱいに広がる、コーヒーの芳しい香り、ほのかな酸味と苦みのバランスがなかなか絶ぜつ妙みようだ。

「……出来たかも。今のオレの最高傑けつ作さくかも」

　オレはホッとため息をつき、時計を見上げる。

　十一時。終電まで、あと一時間半。

　厨ちゆう房ぼうの方を見ると、まだ明かりが漏もれている。

　この店のメンバーはすごく熱心でよく遅おそくまで残っているけれど……こんな時間までいるのは一宮だけだ。

　オレは深呼吸をして、二つのカップを手に取る。

　……今夜こそ、褒ほめてもらえますように。

　祈いのるような気持ちでバーカウンターから出て、厨房のスイングドアを少しだけ開ける。

　天てん井じようの明かりを落とした厨房。だけど作業台につけられたデスク用ライトが点ついたままだ。隙すき間まからそっと中を覗のぞくと、そこにいるのはやっぱり一宮だった。

　逞たくましいその身体からだでピシリと着こなした、純白のシェフコート。

　真剣な横顔を、デスク用スタンドの明かりが照らし出して……まるで舞ぶ台たいにいる俳優みたいだ。

　彼は温度計の差された銀色の鍋なべをそっと持ち上げ、火から下ろしたところだった。

　何種類か並べてあった砂さ糖とう漬づけのフルーツを、次々にその中に浸つけていく。

　作業台に置かれた網あみの上には、半分だけチョコレートの付けられたフルーツがずらりと並んでいる。

　……うわあ、すごい。

　……明日の分の仕込みかな？

　……でも、今まで見たことのない種類のフルーツみたいだけど……。

　オレはほんの少し開けたスイングドアの隙間から華はなやかな色のフルーツたちに見とれ、それから一宮の横顔に目を移す。

　彼の横顔は、まるで彫ちよう刻こくのように端たん整せいで、本当にハンサムで。

　いつもの意地悪な表情じゃなくて、こんなふうに真剣な顔をすると、すごくストイックで、なんだかいつもよりもさらに……。

　なぜか、オレの鼓こ動どうがトクンと高鳴る。

　正確な動きで芸術品のようなチョコレートを作っていく、男っぽい彼の手。

　長くて、見とれるほど美しい、その指。

　……やっぱり真剣な顔をすると、彼ってやたらセクシーだ。

　……どうしたんだ、オレ……？

　なぜだかどんどん鼓動が速くなる。

　……なんでこんなにドキドキしてるんだろう？

「冷めたら、せっかくのコーヒーの味が変わってしまうだろう？」

　低い声が響ひびいて、オレはギクリとする。彼は手元から目を上げないままで言う。

「そんなところでボーっとしていないで、さっさと入ってこい」

「……なんでオレがいること……？」

　オレが驚おどろきながら言うと、彼は口元で微かすかに笑って、

「コーヒーの香りがした。どうせそろそろ味見をさせにくるだろうと思っていたし」

　彼は最後のフルーツをチョコレートに浸け、それを網の上にそっと置く。

　それから顔を上げ、オレの手の中のカップを見てふいに笑う。

「やっぱり持ってきたな。今夜こそ、上手に淹いれられたか？」

　なんだか子供に言うみたいな言葉にちょっとムッとするけど……彼の笑え顔がおがなんだか妙に優やさしく見えてオレは反はん抗こうの言葉を言うタイミングを逃のがしてしまう。

「淹れられた……つもりです」

　オレが言うと、彼はオレの方に向かって手を差し伸べる。

「来い。味見してやる」

　オレはなぜだかドキドキしながら、彼のそばに歩み寄る。

　彼はオレが差し出したカップを受け取り、コーヒーの香りをゆっくりと吸い込む。

「……うん。いい豆を使っている。というか、これは優羽が買っておいた分か」

「ええ。まだ買い出しには連れていってもらえてないので」

「焙煎は？」

「オレがやりました、朝イチで来て」

　言うと、彼は満足げにうなずき、

「焙煎はかなり慣れているな。……香りを嗅かいだ限りでは、だが」

「飲んでみてください」

　オレはドキドキしながら言う。彼はうなずいてカップを上げ、コクリと一口コーヒーを飲む。それから余よ韻いんを味わうように目を閉じる。

　オレはドキドキしながら彼を見つめ、その結果を待つ。

　しばらくしてやっとゆっくりと目を開ける。

　そのチョコレートブラウンの瞳ひとみが、オレを真っ直すぐに見つめる。

　いつもはどこかセクシーなその眼まな差ざしが、今はとても厳しい。

　怯おびえて思わず一歩下がってしまうオレに、彼は、

「自分ではどうだと思った？　飲んでみたんだろう？」

　眼差しに負けず劣おとらず厳しい声に、オレは思わずビビりそうになり……こんなことじゃダメだ、と思い直す。

　……オレは頑がん張ばって淹れたんじゃないか。

　……今の自分の最高傑作かもって思ったじゃないか。

　……だったら、自信なげにすることない。堂々とすればいい！

　オレは思い、そっと深呼吸してから、彼の顔をきっと睨にらみ返してやる。

「美味おいしいと思いました！　今のオレの最高傑作かもって！」

　思い切って言ってしまうと、彼は答えないままでオレの顔をジッと見つめる。

「本当に？」

　その言葉にオレはたじろぎ……それから彼を睨み返す。

「本当です！　そんなこと思うことが未熟さの表れかもしれないけど、やっぱりそう思ったのは本当で……っ」

「私も同感だ」

　彼はあっさり言って、コーヒーをもう一口飲む。ゆっくりと味わうように飲み込んで、

「完かん璧ぺきではないが、かなりいい。あの店で淹れていたコーヒーよりもさらによくなっている」

　彼はオレの顔を真っ直ぐに見つめて言ってくれる。

「美味しいよ」

「ほ……」

　オレの声が、思わずかすれてしまう。

「本当……ですか？」

「こんなことで噓うそをついても無意味だ。それにまだ完璧ではないと……」

　彼はいつもの意地の悪い声で言いかけて……ふいに言葉を途と切ぎれさせる。

　そして、その完璧にハンサムな顔には似合わない、なんだかすごく驚いた顔でオレを見つめてくる。

　オレは彼がどうして言葉を切ったのか理解出来ずに彼を見返し……視界がいきなりフワリと曇くもったことに驚いてしまう。

「……え……？」

　身じろぎした拍ひよう子しに、オレの頰ほおを熱い何かが滑すべり落ちた。

「……ええ……？」

　驚いて手をやると、オレの目から溢あふれた涙なみだが頰を熱く濡ぬらしていた。

「あははは、なんだろ、オレ？　バカみたいですよね？」

　オレは笑ってしまいながら、手のひらで頰を拭ぬぐおうとする。

「でも、あなたに美味しいって言ってもらえるの、なんだかやたら嬉うれしいっていうか……」

　オレの手首を、彼の手がそっと摑つかんだ。

「赤くなるから、擦こするんじゃない」

　彼が言って、オレの手首を摑んだままでふいに身を屈かがめてくる。

「……え？……あ……っ」

　オレの濡れた頰に、あたたかなものが触ふれてくる。

　その見た目より柔やわらかな感かん触しよくは、オレがよく知っている……。

　……あ……。

　オレは呆ぼう然ぜんと目を見開いたまま、硬こう直ちよくする。

　彼は身を屈め、そのキスでオレの涙を吸い取ってくれていた。

　……ああ……。

　オレの頰に、愛いとおしげに何度も触れてくる、彼の優しい唇くちびる。

　オレの心臓がトクンと跳はね上がり、そのままどんどん鼓動が速くなる。

　……こんなふうにされたら、オレ、心臓が……。

　彼に摑まれた手首。肌はだに直じかに触れている、ひんやりとした彼の手のひら。

　その感触が、やたらリアルに感じられて、オレはなぜかまた泣いてしまいそうになる。　>>>♥

　……ああ、どうして……？

　彼の唇が、頰からそっと滑る。

　唇に触れるか触れないかの場所に落とされる、優しいキス。

　……どうしてこんなに優しいキスをするんだろう……？

　……そして……どうして……。

　オレの唇が、彼から受けるキスの感触を思い出す。

　熱くて、甘くて、上品で……だけど驚くほどセクシーで。

　口にすると蕩とろけそうになる。そのまま、もっと欲しくなる。

　まるで彼の作るチョコレートのような、彼のキス。

　思い出しただけで、唇がジワリと甘く痺しびれるようで……。

　……ああ、オレ、唇へのキスが欲しくなってる……。

　キスは、チョコレートを食べるための、ただの条件だったはず。

　だから男である彼からのキスなんか、嫌いや々いや受けてたはずで……。

　……なのに……？

　彼の唇が下りてきて、オレは思わず目を閉じる。

　……今度こそ、唇に……？

　だけど、彼のキスはふいにはずれ、また唇のすぐそばに……。

「……やぁ……」

　オレの唇から、小さな声が漏もれてしまう。

　その声は驚おどろくほど甘く、なんだかちょっといやらしくて……。

「……うっ」

　オレは自分が出してしまった声に、自分で真っ赤になる。

　……なんでこんな声を出しちゃったわけ？

　……まるで、ちゃんとキスをしてってねだったみたいじゃないか……。

　オレは恥はずかしさのあまり、泣きそうになる。

　……オレはがさつで、背だってでかくて。

　……ミルクチョコレートが似合うような美少年じゃ全然ないし、さらに洋酒入りのトリュフが似合うような、優羽さんみたいなオトナの美人でもない。

　……だから、こんな声を出したらみっともないのに……。

「……葉平……」

　彼の唇から、微かすかな囁ささやきが漏れた。

　目を開くと、彼の美しいチョコレートブラウンの瞳が、オレを間近に見下ろしていた。

「……あ……」

「……唇にもキスをしたい。いい？」

　息が触れるほど近くで囁かれ、唇が甘く痺れる。

　だってさっきまで顔を微び妙みようにずらしていたくせに、今彼はオレを真っ直ぐに見つめていて。だからあとほんの数ミリ近づくだけで、唇が触れてしまいそうで……。

「……ど……して……？」

　オレの唇から、かすれた声が漏れた。

「……キスはチョコレートの代価ですよね？　今日はまだチョコレート食べてないのに……」

「チョコレートはただの口実なんだ、葉平」

　彼のあたたかくて甘い息が、オレの唇をくすぐる。

「君にキスがしたい」

　そのくすぐったさだけで、身体からだに不思議な電流が走る。

「……あ……っ」

　電流は背骨を走り抜ぬけ、オレの脚あしの間に下りてくる。

　……ああ、どうして……？

　制服の黒いスラックスに包まれたオレの欲望が、なぜかキュッと甘く疼うずいてしまう。

　……ああ、オレ、囁かれただけで……？

「君が好きだ。だからキスがしたい」

　囁かれて、オレはその言葉に呆然とする。

　……好き……？　オレのことを……？

　彼の瞳ひとみが、真しん摯しな光を宿してオレを見つめている。

「私の、恋こい人びとになって欲しい」

　……オレが、彼の恋人……？

　心臓が、ドクン、と大きく跳ねる。

　混乱して、頭が全然働かない。

「……ええと……ええと……」

　……彼はゲイで、だけどオレはきっとゲイじゃなくて。

　……オレたちが恋人同士になれるわけがなくて。

　……だから、すぐさま『それは無理です』って断らなきゃいけないはずで。

　……なのに……。

　鼓こ動どうが速くて、身体が熱い。

　……どうしてオレ、そう言えないんだろう……。

「あの、オレ……」

　口ごもるオレの言葉を、彼は手を上げて遮さえぎる。

「返事は今すぐでなくていいんだ。……君はテストのために明日から十日間、休みをとっていたね」

「……そう……ですけど……」

「返事は、次にこの店に来た時でいい。じっくり考えて欲しいんだ」

　見つめてくる彼の顔があまりにも真しん剣けんで、オレは思わずうなずいてしまう。

「……は……はい……」

　彼はそのままオレを見つめ……それからふいに唇の端はしに微び苦く笑しようを浮うかべる。

「あっ、笑いましたね？　もしかして今のは冗じよう談だんだったんですか？」

　オレはなぜか傷ついてしまいながら言う。彼は、

「違ちがう。君のことを笑ったんじゃない。自分の情けなさを笑ったんだ」

「……え？」

　彼が手を上げて、そっとオレの顎あごを持ち上げる。

「これから十日間も君に会えないと思ったら、年とし甲が斐いもなく寂さびしくなった。自分は情けない男だなと思って」

　彼の言葉に、オレはとても驚いてしまう。

「オレに会えないと、寂しい？　あなたみたいな大人の人が？」

「君を好きだと言っただろう？」

　見上げたチョコレート色の瞳には、とても真剣な光があった。

　オレの鼓動が、トクンと高鳴ってしまう。

　彼の声がなんだかまた寂しげで、オレの心がチクリと痛む。

　……ああ、この気持ちって、いったい……。

「さて」

　彼はオレからふいに目をそらし、気分を変えるような声で言う。

「今夜の分のチョコレートだ」

　彼は言って、作業台の上に置いてあった小皿を持ち上げる。

「『アムチュール・ショコラ』君がこの間提案してくれた、南国のフルーツの砂さ糖とう漬づけをクーベルチュールで包んだものだ。今夜はとりあえず、アップルマンゴーで作ってみた」

「本当に作ってくださったんですか？」

　オレは嬉うれしくなって言う。

　……それって、みんなで賄まかないのランチを食べながら、チラリと言っただけだったのに。

　……彼はオレの言うことも、ちゃんと聞いてくれているんだ……！

「オレ、マンゴーとかパイナップルとかすごく好きなので、嬉しいです！」

「口を開けてごらん」

　彼が、三日月みたいな形のソレを、指先に摘つまみ上げる。

　オレはいつの間にか、こんな食べ方にも慣らされていた。

　ペットみたいでちょっと恥ずかしいんだけど、だけど彼の指から食べると、ただでさえ美味おいしい彼のチョコレートが、ますますセクシーさとオトナの感じを増すみたいに感じられて。

　開いたオレの口の中に、彼がそっとチョコレートを入れてくれる。

　その拍ひよう子しに彼の指先がオレの唇くちびるをかすめ……オレは思わず甘く震ふるえてしまう。

　……ああ、そんなイタズラをされるから、ますます彼の指からもらうチョコレートは淫いん靡びなイメージになって……。

　オレは赤くなりながら目を閉じて、その柔やわらかなチョコレートをそっと嚙かんでみる。

　カカオ分の多いダークなクーベルチュール。その中から出てきたのは、トロリと蕩とろけそうな甘みと香かおりを持つ、完熟したマンゴーの砂糖漬け。

　その絶ぜつ妙みようなバランスが、今夜もオレの身体を痺しびれさせる。

「……ああ……」

　目を閉じたオレの唇から、こらえきれないため息が漏れた。

「……美味しいです……」

　彼の手のひらが、オレの後頭部をそっと支える。

「いつか君が、チョコレートよりもキスを欲しがってくれたら嬉しい」

　彼の囁きが、目と閉じたままのオレの唇をくすぐる。

「……ん……」

　彼の唇が、そっとオレの唇に重なってくる。

「……んん……」

　媚び薬やくのようなチョコレートよりもずっとずっと甘いそのキス。オレは何もかも忘れて夢中になってしまう。

　彼の逞たくましい腕うでが、オレの身体をしっかりと抱だき寄せる。

「……あ……んん……」

　そのまま深くなる、彼のキス。

　あたたかな舌に口こう腔こうをまさぐられて……身体がズキンと甘く痛む。

「……ん……っ」

　オレは我を忘れて手を上げ、彼のシェフコートの布地をキュッと摑つかむ。

　鼻び腔こうをくすぐるのは、すっかり覚え込んでしまった彼の香り。

　オレの鼓動が、どんどん速くなる。

　オレの身体に甘い電流が走り、ジワリと熱くなってくる。

　……ああ、いっそ、このまま……。

　オレは思い、それから自分で驚おどろいてしまう。

　……このまま、なんなんだ……？

　動どう揺ようしたオレが身じろぎをした途と端たん、彼の唇がふいに離はなれていく。

「……あ……」

　唇が寒くなった気がして、オレは知らずに声を出してしまう。

　その声のねだるような甘さに、オレはまた赤くなる。

　……いったいどうしたんだよ、オレ？

　……さっきは、いったい何を考えてたんだ？

　……男同士のオレと彼が、キスの先に何をするっていうんだよ？

　混乱するオレの顔を、一宮が覗のぞき込んでくる。

　間近にあるチョコレート色の瞳に、ドキリとする。

　彼の瞳の中には、なんだか不思議なほど苦しげな光があった気がして。

「君が今夜食べたチョコレートは一つだ。代金はもらったよ」

　彼はなんだかすごく優やさしい声で言う。

　オレは、一つだけじゃ足りないです、と言いそうになって慌あわてて口をつぐむ。

「テストを頑がん張ばってくれ。それから……」

　彼が、オレを真剣な顔で見つめたままで言う。

「テストが終わったら、君の返事を聞かせて欲しい」

　オレの心臓が、ドクンと高鳴った。

「はい、ちゃんと考えてみますから」

　オレの答えに、彼は微かすかに微ほほ笑えむ。

「ありがとう。おやすみ」

「お……おやすみなさい」

　オレは答えるけど、なんだか立ち去りがたくて。

　だけど、おやすみを言われてしまったら、帰るしかなくて。

　……ああ、なんでオレまで寂しくなってるんだろう？
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「……やばい！　英語のノート、ロッカーに置きっぱなしじゃんか！」

　オレは呟つぶやきながら、店に向かって早足で歩いていた。

　テスト二日目が、なんとか無事に終しゆう了りようしたところ。

　明日はテスト最終日。残り三科目でテストは終了する。

　明日の一時限目はノート持ち込みの許可されている英文学のテスト。その大事なノートを、オレは店のロッカーに忘れてきていたんだ。

　時間は、夜の十時半になろうとしている。店はすでに閉まり、掃そう除じや仕込みも終わってみんな帰った頃ころだろう。

　……でも、一宮はきっといつものように残っているはず。

　……ほんの少しでも、彼に、会える。

　思ったら、なぜかドキドキする。

　……たった九日間会えなかっただけで、彼に会うのがこんなに待ち遠しくなるなんて。

　彼と会えると思うだけで、そして明日のテストが終わればまた彼の店でアルバイトが出来るんだと思うだけで、バカみたいに心が弾はずんでしまう。

　……アルバイトの後、また彼の部屋に呼んでもらえるだろうか？

　……そして、彼の作った媚薬みたいなチョコレートと、そしてその代金として……。

　思っただけで、心臓が壊こわれそうなほど、鼓こ動どうが速くなる。

　……いったいどうしたんだろう、オレ？

　オレは一人で赤くなりながら、店の裏側にある搬はん入にゆう口ぐちにまわる。

　従業員入り口もあることはあるんだけど、そっちはたいてい夜には鍵がかけられている。搬入口はチョコレートの原料を業者さんが届けに来るところで、厨ちゆう房ぼうに直接繫つながっているドアだ。だから、一宮がいればまだここの鍵が開いているはずで。

　搬入口に付けられた曇くもりガラスの小窓から、薄うす暗ぐらい明かりが漏もれているのが解わかる。

　これは一宮が店に残って作業をする時によく点つけているデスク用ライトの明かりだろう。

　……一宮、やっぱりまだいた。

　オレはなんだか嬉うれしくなりながらドアノブを握にぎり……それから深く、深呼吸。

　だって、このドアを開けたら一宮がいるんだと思ったら、なんだかめちゃくちゃ緊きん張ちようしてしまっていて。

　……ああ、なんでこんなに緊張してるんだろう？

　……「忘れてたノートを取りに来ました」って言う。

　……それから「明日でテストが終わるからまたよろしくお願いします」って言う。それだけでいいんじゃないか。

　……だけど……。

　彼が囁ささやいてくれた「君が好きだ」という言葉が、ふいに脳のう裏りをよぎる。

　その声は、勉強中も、いや、それだけじゃなくてテストの最中にも何度も耳に蘇よみがえってきた。

　オレはそのたびに頰ほおを熱くし、鼓動を速くして……。

　告白は結構されたけど、今まで女の子とちゃんと付き合ったことはなかった。だけど、自分がゲイだと思ったこともなかった。

　……だから、急に好きだとか言われても困っていいはずで。

　……普ふ通つうなら「ゲイなんてとんでもない」って慌てて断るはずで。

　……なのに、オレ……。

　オレはドアノブを握ったままで考える。

　……どうして、彼のことを拒きよ否ひ出来ないんだろう？

　……どうして、彼のキスを思い出すだけで、嫌けん悪おどころか心臓が壊れそうなほどドキドキしちゃうんだろう？

　オレは左手で胸を押さえて、深呼吸する。

　……こんなところで考えていてもしょうがないじゃないか。

　オレは苦く笑しようしながらノブを回す。

　まだ鍵がかかっていなかったことを確かめて、ドアを開き……。

「……愛してるんだ……」

　低く聞こえてきた囁きに、その恰かつ好こうのままで硬こう直ちよくする。

　……え……？

　……一宮の、声……？

　デスク用スタンドだけに照らされた厨房の暗がりで、誰だれかが抱だき合っている。

　……噓うそ、だろう……？

　こっちに背中を向けているのは、白いシェフコートを着た、逞たくましい身体からだをした背の高い男。こんな後ろ姿をしているのは、この店には一宮しかいない。

　そしてその腕うでに抱きしめられているのは……。

　……あ……。

　その腕に抱きしめられているのは、なんと優羽さんだった。

　優羽さんは彼の肩かたに頰を埋うずめ、感じてしまったかのようなかすれた声で囁き返す。

「……バカ。その言葉、何年待ったと思ってるんだよ……？」

　優羽さんの細い手が、シェフコートの背中に愛いとおしげに回される。

　……一宮と、優羽さんが……？

　オレは思わずその場に座り込みそうになり……だけど必死でこらえてそっとドアを閉める。

　それから目め眩まいをこらえながら、細い路地を足早に歩く。

　……なんで逃にげてるんだろう、オレ？

　……ノートを取りに行かないといけないのに……。

　目の奥がギュッと痛み、視界が、いきなりふわりと曇った。

「……あ……っ」

　明るい道路に出る直前で何かに躓つまずき、オレは前のめりに転んでしまう。

　……どうして……？

　オレは膝ひざと手を地面についたままの恰好で、呆ぼう然ぜんとする。

　手の甲こうの上に、あたたかな液体がパタパタと降り注いでいる。

　……涙なみだ……？

　オレは自分の濡ぬれた手の甲を見つめたままで考える。

　……泣いてるのか、オレ？

　オレの頰を止めどなく流れ落ちているのは、涙だった。

　……でもどうして？　どうして泣いてるんだろう？

　オレは壁かべに手をついてよろけながら立ち上がる。そして、漠ばく然ぜんと悟さとる。

　……一宮はオレの才能を認めたんじゃない。恋こい人びとである優羽さんが忙いそがしくならないように、適当な補ほ佐さとしてアルバイトを雇やとっただけだったんだ。

　……彼が言ってくれた『君の淹れるコーヒーは美味おいしい』っていうのはきっと大人がよく口にするただの社交辞令だ。

　……そして……。

　一歩歩くたびに、右の膝がやけに痛い。さっき転んだ時にジーンズと強く擦こすれて、傷になったのかもしれない。

　……彼がしてくれたキスは、チョコレートを食べさせるだけで陶とう然ぜんとしてしまう子供っぽいオレを、からかうためのもの。

　さっき聞いた『愛してる』という低い囁きが耳に蘇る。

　……一宮はオレに『愛してる』なんて言葉を使ったことがない。

　思ったら視界が曇って、オレの頰を、また涙がこぼれ落ちた。

　……彼はオレに『好きだ』としか言わなかった。

　……『好きだ』と『愛してる』を比べたら、『愛してる』の方が絶対強い気持ちだよね。

　オレはまた座り込みそうになり、壁によりかかって身体を支える。

　……オレはチョコレートを食べる代金の代わりとして、一宮とキスをしていただけ。

　……恋人でもなんでもない一宮が、誰を愛していようが、誰とキスをしていようが、オレには関係ないことで。

　……だから、こんなに死にそうなほどのショックを受ける理由なんかないはず。

　……なのに、どうして……。

　オレは手を上げて、自分の胸の上、綿シャツの布地を強く握りしめる。

　そうしないと、心がバラバラに壊れてしまいそうで。

　……どうしてこんなに胸が痛いんだろう？

　身体が今でも覚えている。抱きしめてくれる時の、彼の逞しい腕の感かん触しよく。

　そして唇くちびるも今でも覚えている。キスをしてくれる時の、彼のあたたかな唇の感触。

　オレの耳は、彼の低い囁きを覚えていて。

　オレの舌は、セクシーな彼の舌の感触を忘れられなくて。

　オレの心に、ふいに確信が下りてくる。

　……オレ、一宮を、愛してたんだ。

　あまりのことに、オレは呆然としてしまう。

　……きっと、出会った瞬しゆん間かんから、ずっと。

　……なのに、子供のオレは自分の気持ちにすら気づかずに……。

　オレの心が、また壊こわれそうに痛んだ。

　涙が、頰をとめどなく滑すべり落ちていく。

　心が、壊れてしまいそうなほど痛い。

　……オレ、彼のことを、こんなに強く愛していたんだ……。
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　散々の結果だったテストが終わって、五日が経たった。

　テストが終わったんだから、オレはまたアルバイトに行かなくちゃいけなかった。

　だけど、アルバイトに行けば、一宮と優羽さんがいる。二人が一いつ緒しよに働いている姿なんか、とても見られそうになくて……。

　オレは一宮が店に来るよりも前の時間を見計らって店に電話をし、留守電に風邪かぜ気味なので休みたい、という用件だけを毎日吹ふき込んでいた。

　こんなことが続けられるわけがない。いっそきっぱり店を辞やめるべきなんだと解わかってはいたけれど……店を辞めるとなったら、手続きのためにオーナーである一宮と顔を合わせないわけにはいかない。オレに、一宮と平然と向かい合う勇気はとてもなかった。

「……ホント、バカみたいだ、オレ」

　自分の部屋のベッド。枕まくらに顔を埋めてオレは呟つぶやく。

「……一宮と優羽さんは最初からお似合いだったじゃないか。お世話になった二人のことをきちんと祝福してあげなきゃいけないのに……」

　呟いた声が、震ふるえてしまう。オレは枕に顔を埋めて、また涙を流す。

　あの夜以来、どこかが壊れてしまったかのように、オレは泣き続けている。

　……オレは、一宮という人のことをこんなに好きになっていた。

　……本当はチョコレートじゃなく、彼との時間と、そして彼のキスが欲しくて、あの部屋に通っていたんだ。

　……ああ、そんなことに今さら気づいたって、どうしようもないのに……。

　プルルル！

　思った時、ベッドサイドに置いた電話が、着信音を鳴らし始める。

　オレの鼓こ動どうが、ドクン、と跳はね上がる。

　液えき晶しようを覗のぞき込むと『一宮雅人』の文字と彼の携けい帯たい電話の番号が表示されている。

　硬こう直ちよくしている間に、着信音が止まり、留守電のメッセージが流れ始める。

　発信音の後、何かを考えるような沈ちん黙もく。それから、低い声が聞こえる。

『一宮だ』

　彼の声がとても沈しずんでいるように聞こえて、オレはドキリとする。

『店の留守電を聞いたよ。もう五日目だ。風邪は大だい丈じよう夫ぶなのか？』

　言ってから彼はまた少しだけ沈黙し、それから、

『具合が悪ければ、看病に行く。いつでも私の携帯に電話を入れてくれ』

　その言葉に、オレの心臓がズキリと痛む。

『早く治して、元気な顔を見せてくれ。とても心配している。……おやすみ』

　聞くだけで胸が痛くなるような、とても心配そうな声。そして電話が切れる。

　……ものすごいハンサムで、天才ショコラティエで、自信にあふれている彼が、こんな声を出すなんて……。

　あれから一宮は、毎日オレに電話をくれている。

　……そんなに心配そうに電話してくれなくていいのに……。

　……オレはただの従業員で。だから怒おこってクビにされちゃっても仕方がないのに……。

　店の様子が脳のう裏りをよぎって、オレはまた泣きそうになる。

　……あの店が、そしてあそこで働く人たちがすごく好きだった。

　……出来ることなら、またあそこでみんなと、そして一宮と一緒に働きたい。でも……。

　あの時に聞いた『愛してる』という低い囁ささやきを思い出す。

　……彼の心には、もう、優羽さんが……。

「……う……」

　目の奥が痛み、オレの頰ほおを涙が滑り落ちた。　>>>♥

　オレはまたひとしきり泣き……それからやっと決心する。

　……このままじゃ、一宮にも、優羽さんにも迷めい惑わくがかかる。

　オレは涙を袖そでで擦こすり、鞄かばんを探さぐってレポート用紙とボールペンを取り出す。

　……店を辞めたいこと、手紙に書いて投とう函かんしよう。

　こっちの勝手で辞めるんだから、もらってない分のアルバイト料はもういらない。そう書けば、一宮もそれ以上は追つい及きゆうしてこないだろう。

　……さよなら、一宮。

　オレは手紙を書きながら、心の中で呟く。

　……今夜投函すれば、きっと明日の昼には手紙が届くはず。

　……明日、もう一度だけ欠勤の電話を入れる。それでお終しまいだ。

　便せんの上に落ちた涙なみだを、慌あわてて袖で拭ふき取る。

　……きっと、あのチョコレートの味も、そして彼のキスも、すぐに忘れられる。

　……だから、それまでは心の痛みに耐たえるしかないんだぞ、葉平。







一宮雅人







　葉平が風邪を引いたといって店を休み始めてから、数日が経つ。

　彼は毎朝、誰だれもいない時間を見計らうようにして店の留守電にメッセージを入れる。

　私が店に行くのはたいてい朝の六時。メッセージは朝の五時台に入れられている。

　風邪を引いている人が電話をするにはあまりにも不自然な時間帯だ。

「……葉平……」

　私の心の中には、ずっといい知れない不安が渦うず巻まいている。

　毎朝入っている彼のメッセージは、なぜかとても悲しげだった。

　……店を休んでいる間に、いったい、彼に何があったんだろう？

　私はとても心配になり、何度も彼に電話を入れたが、彼は一度も電話に出てくれたことはなかった。

　同じ都内にお姉さんが住んでいるのだと言っていた。だから私が突とつ然ぜん看病に行っては、彼に迷惑がかかるかもしれない。だが……。

　私は彼のことが心配で居ても立ってもいられず、しかし彼の部屋の留守電にメッセージを入れることしか出来ない。

　私は沈ちん鬱うつなため息をつきながら、エレベーターに乗って自分の部屋に向かう。

　部屋のドアの脇わきにあるメールボックスを開き、業界新聞やダイレクトメールを取り出す。

　そして、ドアの鍵かぎを開けて部屋に入る。

　……葉平が来てくれていた時には、あんなにあたたかく感じたこの部屋が……。

　私は靴くつを脱ぬぎながら、またため息をつく。

　……今は、こんなに冷たい。

　廊ろう下かを歩き、ダイニングの電気を点つける。

　テーブルの上に、手に持っていた新聞やダイレクトメールを置こうとし……。

　その時、紙の間から、ヒラリ、と一通の手紙が落ちた。

　色いろ封ぶう筒とうに入れられたダイレクトメールとは違ちがう、ごくシンプルな白い封筒。

　私はなぜかドキリとしながら、床ゆかに落ちたそれを拾い上げる。

　表側には、手書きでこのマンションの住所と私の名前が書いてある。

　その少し癖くせのある字を見て、私の鼓動がまた不ふ吉きつに高鳴った。

　……この字には見覚えがある。

　……葉平からもらった、名前と携帯電話の番号が書かれたコースター。あの字に……。

　私はその手紙を裏返す。そこにはやはり『浅野葉平』という字が書かれていた。

　……葉平……。

　私は眉まゆを寄せ、手の中の彼からの手紙を見つめる。

　……私の電話を避さけ続けている彼が、手紙を送ってきた。それはまるで、私の声など聞きたくない、と言っているような……。

　私は思い……それからかぶりを振ふって不吉な考えを振り払はらおうとする。

　……やんちゃに見えるけれど、彼は律りち儀ぎで真面まじ目めな子だ。

　……休み続けた理由を手紙にして謝ってきたのかもしれない。

　そう、思おうとするが……。

　告白した時の、彼の顔が脳裏をよぎる。

　彼は一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔はしたが……その表情には否定の色はなかった。

　……それだけで、彼が恋こい人びとになることを了りよう承しようしてくれると思い込むほど、子供ではない。

　……だが、私は信じたかったんだ。

　……キスをした時の彼のため息の甘さ、潤うるんだ瞳ひとみを。

　私は思い切って手紙の封を切り、中に入っていた紙を広げる。

『一宮雅人様


　風邪を引いたというのは噓うそです。心配させてしまってすみませんでした。

　でももう、あなたのそばにいる自信がありません。

　いただいていない分の給料はもういりません。

　だから出来ればこのまま辞やめさせて欲しいんです。

　さよなら。

　彼とお幸せに。




浅野葉平』



　私はその手紙を読み……そして呆ぼう然ぜんとする。

　……『さよなら』……。

　その言葉が、私の心に深く突つき刺ささる。

　……彼はきっと、私からの告白に悩なやんで、店に来ることが嫌いやになって……？

　私は思いそうになり、彼の手紙の文面が不自然なことに気づく。

　……『彼と』？　『お幸せに』？

　……いったい、何を言っているんだ？　これではまるで私に別な相手がいるようだ。

　……彼というのは、いったい誰のことなんだ？

　私は立ちすくんだまま考え……そしてあることに思い当たってハッとする。

　……まさか……？
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　……手紙は投函した。

　オレはアパートに向かって歩きながら、思う。

　授業の後、真っ直すぐ帰る気にならなかったオレは、和樹たちと一いつ緒しよに西新宿に新しく出来たオリエンタルカフェに行った。

　すごくお洒落しやれな店だし食べ物も美味おいしいって三人は喜んでいたけれど……オレはもうどんなものを食べても砂を嚙かんでいるようにしか感じなくて。

　どんな素す敵てきな場所に行っても、気持ちはどんどん落ち込むばかりで。

　彼らに心配をかけまいと不自然なほどはしゃいで、だけど最後は逆に心配されちゃって。

　……なんか、オレ、最低って感じ。

　オレは歩きながら、ため息をつく。

　……昨夜ゆうべ投函したあの手紙、もう彼のマンションに届いてるだろうな。

　彼の住む豪ごう華かな部屋。あそこで彼が手紙を読むところを想像してみる。

　……彼は、きっとあきれているだろうな。

　オレは昨夜書いてしまった文面を思い出して、さらに悲しい気持ちになる。

　……さよなら、って書いたことが、自分で悲しい。

　彼ともう二度と会えないなんて、考えるだけで寂さびしくて死んでしまいそうだ。

　だけど……オレは、彼にさよならをしなくちゃいけない。

　だって、彼には、優羽さんって人がいるんだから。

　彼の『愛してる』って囁ささやいていた声が、鼓こ膜まくの奥に蘇よみがえる。

　街灯がふわりと霞かすんで、また泣いてしまいそうになる。

　……手紙を出したら、もう全部忘れるはずだったじゃないか。

　オレは思い、くすんと悲しく笑う。

　何をしたって楽しくないし、何を食べたって美味しくないし、しかも一人になるとこうやってすぐに泣きそうになるし。

　……どうして、忘れられないんだろう？

　オレはため息をつきながら、アパートの手前の角を曲がって……。

　……え……？

　アパートの前、街灯の下に、背の高い男が立っている。

　逞たくましい身体からだを包む、黒いシャツと革かわのパンツ、そしてチョコレート色の上着。

　街灯の光に煌きらめく漆しつ黒こくの髪かみと、彫ちよう刻こくみたいに端たん麗れいな顔立ち。

　パリコレのキャットウォークを歩いていそうなその男の姿は、古いアパートの並ぶ住宅地の風景には全然似合わない。

　視線を落とした端整な横顔には、疲つかれと、そして苦しみが浮うかんでいた。

　その横顔は、見ているだけで胸が痛むほどに悲しげに見えて……。

　……噓……。

　オレはその場に立ちすくみながら思う。

　……どうして、彼がここに……？

　そこに立っていたのは……一宮だった。

　オレの視線に気づいたように、一宮がゆっくりと顔を上げる。

「……あ……」

　逃にげなくちゃ、ととっさに思うけれど、身体は言うことを聞かない。

　彼のダークチョコレート色の瞳が、オレを真っ直ぐに見つめた。

「……葉平……」

　彼の男っぽい唇くちびるが動いて、かすれた声を漏もらす。

　オレの心が、今にも砕くだけてしまいそうなほど激しく痛んだ。

「……一宮、さん……」

「葉平、話があるんだ」

　彼の言葉に、オレはとっさに一歩後ずさる。

　……聞きたくない……。

　……『本当は優羽を愛しているんだ』なんてはっきり言われたら、オレ、彼の目の前で泣いてしまう！

　彼はオレを真っ直ぐに見つめたまま、ポケットから一通の手紙を出す。

　見覚えのある封ふう筒とうと宛あて名なの文字。オレが昨日投とう函かんしたばかりの、あの手紙だ。

「どうしてこんな手紙を書いたのか、訳を聞かせて欲しい」

　彼の言葉に、オレは拳こぶしを握にぎりしめる。声が震ふるえないように気を付けながら、出来るだけ冷静な口調で言う。

「オレ、もうあの店は辞めたいんです。だから手紙を書いたんです」

「君には才能があるし、あんなに頑がん張ばっていた。それに……」

　彼は、なんだかすごくつらそうな顔をする。

「君は私のキスを拒こばまなくなった。少しは私のことを好きになってくれているかと思った」

　彼の言葉を聞いた途と端たん、オレの目の前が怒いかりで白くなった。

「なんで……そんなことを言うんですか？」

　オレの唇から、震える声が漏れた。

「あなたには、優羽さんがいるくせに」

　オレの言葉に、彼は秀しゆう麗れいな眉まゆを寄せる。

「君は『お幸せに』と手紙に書いていた。それはもしかして、優羽と、という意味？」

「そうです。そうに決まってるんでしょう？」

「私と優羽はそんな関係ではない。ただの……」

「とぼけないでください！　オレ、あなたが厨ちゆう房ぼうで優羽さんを抱だきしめて『愛してる』って告白するとこ、見たんですから！」

　オレは拳を握りしめ、思い切り叫さけぶ。

「オレ、いつのまにか、チョコレートじゃなくて、あなたのキスが欲しくてあなたの部屋に行ってた！　いつからか、こんなに愛してしまってた！　なのに……！」

　驚おどろいた顔をする彼が、ジワリと涙なみだで曇くもる。

「好きな人がほかにいるのに、あんなに優やさしくして！　しかもまだそんなに優しいことを言って！　バカで子供のオレをからかうのは、そんなに楽しいですか？」　>>>♥

「君を、子供だなどとは思っていない」

　彼が静かな声で言って、オレの方に手を伸のばす。

　逃げなきゃ、と思うのに、どうしても動けなくて……彼の腕うでの中に抱き込まれる。

　……ああ……。

　いけないと思うのに、彼の腕のあたたかさに身体が痺しびれてしまう。

「葉平」

　彼の低い声が、胸から直接伝わってくる。

「『こんなに愛してしまってた』今、そう言ったね？」

　キュッと強く抱きしめられて、オレの目から涙が溢あふれる。

「言ったよ。でももう、あなたには関係ないだろっ？」

　オレの流した涙が、彼のシャツの布地にゆっくりと吸い込まれていく。

「あなたはひどい人だ。もう、最低だ」

　オレは綿シャツの布地を握りしめながら、震える声で彼を責める。

「あなたみたいなひどい人をこんなに愛しちゃったなんて……オレ、本当にバカだ」

　彼はオレを抱きしめたまま、深いため息をつく。

「一つだけ、聞かせてくれ。君がその告白を目もく撃げきしたのは、この間の木曜日の夜、君のテストの最終日の前夜だね？　時間は、夜の十時より後」

「そうですよ？　なんで今さらそんなこと……」

　彼はオレの顔を真面まじ目めな顔で覗のぞき込み、

「私が残業をしなかったのは、その夜だけなんだ」

「……え……？」

　唐とう突とつに言われたその言葉に、オレは驚いてしまう。

「知り合いの問屋に新しいカカオが入荷していた。私は十時少し前まで店の片づけをし、優羽に戸と締じまりを頼たのんで先に帰ったんだ」

「……先に、帰った……？」

　オレはその言葉を呆ぼう然ぜんと繰くり返す。

「……じゃあ、あの後ろ姿は誰だれだったんですか？　あなたみたいに背が高くて逞しい身体をして、白いシェフコートを着ていたんです。あの店でシェフコートを着ているのはあなたと多村さんだけだけど、多村さんはあなたよりずっと背が低いし……」

　一宮は手を上げて、オレの言葉を遮さえぎる。

「私がいくら言っても、信じてもらえないかもしれないね。……本人たちから、直接話を聞くことにしよう」

　……本人たち……？

　……優羽さんと、そしてもう一人は、いったい誰なんだ……？

　彼は、ポケットから携けい帯たい電話を取り出す。そして短縮ナンバーを押して電話をかける。

　しばらくの呼び出し音の後、誰かが電話に出た気配がする。

「私だ。先週の木曜日、うちの店の厨房でいったい何をしていた？」

　一宮は、まるで地じ獄ごくの底から響ひびいてくるような、低くて迫はく力りよくのある声で言う。

　一宮の声に反応して、誰かが電話の向こうで大声を出しているのが聞こえる。

　……この反応。電話の相手は優羽さんじゃない。

　……じゃあ、いったい誰が……？

「今すぐ店に来い。どうせ一いつ緒しよにいるんだろう？　優羽も連れて来い」

　一宮は低い声で言い、電話を切る。

　それからオレの腕を握って言う。

「これから店においで。すべてを説明しよう」



　　　　＊



　それから三十分後。

　店の厨房に行ったオレは、ものすごく驚いてしまう。

　優羽さんと一緒にいたのは……背が高くて逞たくましい、一宮とそっくりの背せ恰かつ好こうをした男の人。しかも着ているのもいつも一宮が着ているのと同じ、真っ白なシェフコートだったんだ。

　彼は、いったい……？

　ノーブルな感じの一宮より、ちょっとワイルド系。だけど、顔もかなり似ている。

「あの……彼は……？」

　オレが聞くと、一宮は、

「彼は一宮剛たけ彦ひこ。私の弟だ」

「弟さん……？」

　……そういえば、彼は前に家族の話をした時に弟がいるって。

　……でも、性格が違ちがいすぎてあまり仲がよくないって言ってたような……。

「一緒に行ったビルの最上階のレストラン『リストランテ・ラ・ベランダ・トーキョー』を覚えている？　剛彦はあの店でパティシエをしているんだ」

「あの店の？」

　オレが驚くと、剛彦さんというらしい彼はちょっと怒った顔で言う。

「せっかく綺き麗れいな子を連れて来たと思ったら、デザートなしで帰るんだからな！」

　顔は一宮をちょっと若くした感じのすごいハンサムだけど……拗すねた口調が、なんだかちょっと子供っぽい。

「せっかくデザートの時に『兄貴がお世話になってます』って挨あい拶さつしようとしてたのに！」

「だからさっさと帰ったんだ」

　一宮はムッとした顔で言い、それからオレに、

「剛彦は、私がいない時を狙ねらってやってきては優羽にもちょっかいを出す。まったく」

　あきれた声。優羽さんにチラリと睨にらまれて、剛彦さんは居い心ごこ地ちが悪そうにしている。

　……たしかに、性格は全然違いそうな。

「私と剛彦はほぼ同じ体形で、同じ白のシェフコートだ。木曜の夜、君が目撃したのは優羽と剛彦だと思う。まったく人ひと騒さわがせな」

「目撃した？　もしかして、僕と雅人が抱き合ってると思ったの？　それがショックで、ずっと休んでた？」

　優羽さんが呆然とした声で言う。オレがうなずくと、彼の眉がキリリとつり上がる。オレは怒おこられる、と思わず身構えるけど、優羽さんは隣となりにいる剛彦さんを振ふり向いて、

「おまえのせいで、そんなことになったんだぞ！　葉平は僕のお気に入りの弟で子しなのに！」

　剛彦さんは一いつ瞬しゆん気け圧おされた顔をし、それから、

「たしかに人の店の厨房でイチャついたのは悪かった。でもあの夜があったからこそ、俺と優羽は、今は肉体関係も含ふくめた恋こい人びと同士になれたんじゃないか……うっ！」

「誰がおまえと肉体関係になった？　ああ？」

　優羽さんが、彼のシェフコートの襟えり首くびを摑つかみながら言う。

「いや、それだけはまだだけど……」

　……うわあ、苦しそうだ……。

　優羽さんは手を離はなし、オレに向かって申し訳なさそうな顔で、

「君が目撃したのは、僕と、このバカだと思う。お騒がせしてごめんね」

「そう……だったんですか」

「そう。僕と雅人はただのオーナー兼けんショコラティエと、雇やとわれバリスタ。戦友みたいなもんだから、恋れん愛あい感情はこれっっっぽっちもナシ」

　優羽さんが親指と人差し指を一ミリくらい離して見せる。剛彦さんが不満そうに、

「戦友か。ちょっと妬やける。でも優羽の心も身体からだも、もう俺だけの……いてて……」

　そして怒った顔になった優羽さんに、ギュウギュウ耳を引っ張られている。

　オレはホッとしたあまり、座り込んでしまいそうになる。

「納なつ得とくした？」

　一宮に囁ささやかれて、オレはドキリとする。

　……そういえば、さっき、彼に『好きだ』と告白しちゃったような？

　真っ赤になるオレを、一宮の腕うでが引き寄せる。

「おいで。ずっとお預けにしていたチョコレートを食べさせて上げるから」

　甘い声に、オレはもう何も解らなくなって……彼のマンションに連れて行かれてしまったんだ。
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「初めて見た時から、忘れられなくなった」

　私は彼を抱だきしめ、心から囁く。

「君を知り、君が一いつ生しよう懸けん命めい働くところを見てますます好きになった。そして一緒の時間が増えるにつれ……いつの間にか、君を愛するようになっていた」

「……あ……」

　腕の中の葉平の身体が、感じてしまったかのようにヒクリと震ふるえる。

「愛してる、葉平」

「……一宮、さん……」

「君は？　もう一度言って欲しい」

　囁くと、葉平はまた震え、たまらなげに小さく喘あえぐ。

　抱きしめた彼の身体は今にも蕩とろけてしまいそうに熱く、その吐と息いきはとても甘い。

　……私の腕に、感じてくれているのだろうか……？

「……オレも愛してるんです」

　彼が、泣いているかのような震える声で囁く。

「……いつのまにか、こんなにも」

　……愛いとおしい……。

　私は彼の髪かみにキスをしながら、思う。

　……なんて愛おしい存在なのだろう？

　私は身を屈かがめ、彼の膝ひざの裏と腋わきに腕を差し入れる。

　驚おどろいた顔をする彼を抱き上げ、そのままベッドルームに運ぶ。

　……ああ、もう、一秒も我が慢まん出来ない……。

　彼をベッドの上に座らせ、のしかかるようにしてそっと押し倒たおす。

「……ん……っ」

　それだけで呼吸を乱す彼が、本当に可愛かわいらしい。

「……抱きたい」

　耳元で囁くと、彼の身体がビクリと震える。

「……あ、でも、オレ……」

　彼は手を上げて、自分の綿シャツの布地を強く握にぎりしめる。

「……初めてだから……」

　真っ赤になって告白するところが、ますます本当に可愛らしい。

　私は顔を下ろし、彼の額にそっとキスをする。

「解わかっている。優やさしくするよ」

　触ふれ合っている彼の身体が、感じてしまったかのように、ヒク、とまた震える。

「……あ……っ」

　初めての愛の行こう為いに緊きん張ちようしているのだろう。彼の身体は、可哀かわい想そうなほどにこわばり……。

「震えているね。……私が怖こわい？」

　囁くと、彼は小さくかぶりを振る。

「あなたのことは怖くありません。でも、自分が男の人とセックスすることになるなんて……今まで考えたこともなくて」

　私の胸に額を押しつけ、震えるため息をつく。

「すごく嬉うれしい。でもなんだか緊張しちゃって……」

「そうか」

　私は愛おしさに胸を熱くしながら彼を抱きしめ、そして起き上がる。

「……あ……っ」

　彼は悲しげな声を上げ、潤うるんだ瞳ひとみで私を見上げてくる。

「……オレが子供で不慣れだから、もう、嫌いやになりましたか？」

「まさか。君を嫌になるわけがないだろう？」

「今夜は、もう、終わりですか？」

　微かすかに震える唇くちびる、染まった頰ほおが……本当に色っぽい。

　私はたまらなくなって身を屈め、彼の身体を抱きしめる。

「まさか。こんなに色っぽい君を見て、我慢出来るわけがない。……悪いけれど、逃にがしては上げられないよ」

　耳元で囁くと、彼はヒクリと身体を震わせ、甘いため息を漏もらす。

「……ああ……」

　薄うすい綿シャツの下、彼の身体は蕩けそうに熱く、その鼓こ動どうは壊こわれそうに速い。

　……ああ、彼は発情してくれている。

　心の中に、不思議なほどの喜びが湧わき上がる。

　……逃がして上げることなど、出来るわけがない。

　私は思いながら彼の髪にキスをし、そっと身体を離して立ち上がる。

「……あ……」

　不安げに見上げてくる彼に言う。

「すぐに戻もどる。そのまま、少しだけ待っているんだよ」

　子供のように素す直なおにコクンとうなずく彼が、とても愛おしい。







浅野葉平







『抱きたい』彼の囁いたその言葉が、オレの頭の中に響ひびいている。

　……オレが、彼に、抱かれる……？

　思っただけで、緊張のあまり失神しそうになった。

　オレは全然綺き麗れいじゃないし、全然色っぽくもないただの男。

　だけど彼は本当に美しくてセクシーな、まるで理想の王子様みたいで。

　……抱かれる、ってことは、彼の前で、服を脱ぬぐんだよね？

　オレは綿シャツとジーンズに包まれた自分の身体を見下ろしてみる。

　……オレの身体なんか見たら、きっと彼は幻げん滅めつする。

　……しかもオレ、初めてだから彼を喜ばせてあげる自信、これっぽっちもない。

　そう思ったら、ガチガチに緊張してしまって。

　……身体が熱い。

　……彼に、こんなに抱かれたい。

　……なのに……。

　ベッドルームのドアに軽いノックの音が響いて、オレはハッと我に返る。

　ドアが開き、手にトレイを持った彼が部屋に入ってくる。

　フワ、と香かおるのは、すっかり馴な染じんでしまった最高級のカカオの香り。

「ショコラ・ショーだ。飲んで」

　トレイの上には、湯気の立つカップが載のっていた。

　ガチガチに緊張したままのオレは、そのあたたかな香りにとてもホッとする。

「ありがとうございます。……あれ？」

　オレはベッドに座ったままカップを受け取り……それがいつもと違ちがうことに気づく。

「今日はいつもと違うんですね。生クリームが入ってる」

「いつものショコラ・ショーとの違いは、それだけではないよ」

　彼は言って、ベッドに腰こし掛かけたオレの隣となりに座る。

　ダークチョコレート色の瞳で見つめられて、オレの鼓動が速くなる。

　……どうしよう、そんなに見られたら、さらにまた緊張してしまいそう……。

「ええと、どこが違うんですか？　あ、カカオの含がん有ゆう量とか？」

「そのショコラ・ショーには、媚び薬やくが入っている」

　その言葉に、オレは驚いて顔を上げる。

「えっ？」

「とても強い媚薬だ。それを飲んた途と端たん、君は発情して、トロトロに蕩ける。緊張など忘れて、そのまま私にすべてを捧ささげてしまうだろう」

「ええっ？」

　……媚薬、入り……？

　オレは生クリームを浮うかべたそのショコラ・ショーを見下ろす。

「私に抱だかれたいのなら、それを飲んでくれ。勇気が出ないのなら、飲まない方がいい」

「……あ……」

　オレの心臓が、ドキリと跳はね上がる。

「それに、そのショコラ・ショーの代価は、とても高いよ」

「……何を、あげればいいんですか？　キス？」

　オレの言葉に、彼はゆっくりとかぶりを振ふる。

　オレの目を、真っ直ぐに見つめながら、

「そのショコラ・ショーの代価は、君の初めての夜だ。それを飲んだら、君は朝までずっと私に抱かれなくてはいけない」

　……発情して……？

　……トロトロに蕩とろけて……？

　……そのまま彼に、朝まで……。

　思っただけで、陶とう酔すいに気が遠くなりそうになる。

　……オレ、こんなに彼に抱かれたかったんだ……。

　オレにはもう迷いはなかった。

　オレはカップを持ち上げて、その芳かぐわしいショコラ・ショーを一口飲む。

　あたたかなそれが、ゆっくりとオレの喉のどを下りていく。

　オレは芳しいそれを、ゆっくりと、だけど全部飲み干した。

「オレ、あなたにすべてを捧げたいんです」

　オレの唇から、かすれた声が漏れた。

「きっと、あなたのことが、ずっと前から欲しかった……あっ」

　言った瞬しゆん間かん、オレの身体からだに激しい電流が駆かけ抜ぬけた。

「……あ……っ」

　オレは胸むな元もとを押さえて、震ふるえるため息をつく。

「……どうしよう、身体が……」

　彼がオレの手からカップを取り上げて、ベッドサイドテーブルに置く。

「身体がどうした？　熱い？」

　彼の低い声に、オレはうなずく。

「はい。媚薬……効いて来ちゃったみたいです……」

　鼓動がどんどん速くなり、呼吸が苦しくなる。

　綿シャツの下、オレの乳ち首くびがキュッと痛いほどに尖とがってくる。

「……あぁ……」

「発情している？」

「……んん……はい……」

　ジーンズと下着の下で、欲望が確実に膨ふくれ上がってくる。

「……はい……あっ……」

　痛いほど硬かたくなった屹きつ立りつから、トクン、と熱い蜜みつが漏れてしまう。

「どうした？」

「……あ……」

「言ってごらん」

　囁ささやいて、そっと抱き寄せられる。

　彼の体温と香りを感じただけで、もう我を忘れてしまう。

「オレ……下着を……」

「下着を濡ぬらしてしまった？　悪い子だな」

　意地悪に囁かれて、ますます身体が痺しびれる。

「……ああ……っ」

　先端からまた蜜が溢あふれるのを感じて、オレは思わず身じろぎをする。

　そして、ますます感じて喘あえいでしまう。

　だって、ヌルヌルになった先端が、下着の布地と擦こすれて……。

「……くう、ん……っ」

「どうした？　そんな甘い声を出して」

　彼が囁いて、オレの耳たぶを甘あま嚙がみする。

「……ああ……っ」

「服を脱がせたい。……いい？」

　耳元で囁かれて、オレは思わず震えてしまう。

「……ん……でも、恥はずかしい……」

「まだ恥ずかしい？　媚薬の量が足りなかったかな？」

　彼が言って、オレの綿シャツのボタンを一つだけ外す。

　それから手のひらをオレの鳩みぞ尾おちにそっと当てる。

「……あ……」

　布地越ごしに感じる、彼の手のひらの体温。

　シャツの下の乳首が、キュッと硬くしこるのを感じる。

　……ああ、もっと触ふれられたい……！

「……あ……オレ……」

　オレは我が慢まん出来なくなって彼の手を両手で握にぎりしめる。

「どうした？」

「……触さわって……」

　オレは彼の手を握り、それを自分の胸元にそっと当てる。

「ここ？」

　彼が囁いて、指先でオレの乳首をそっとくすぐる。

「……あああっ！」

　ほんの少し乳首を触られただけなのに、オレの身体に電流が走った。

「まだ触ってもいなかったのに、こんなに硬くしていたのか」

　彼が言って、オレの乳首を指先でキュッと摘つまみ上げる。

「……やあ……っ！」

「イケナイ子だな。こんなにいやらしく尖らせて」

「……だって、あなたが、ショコラに……ああっ」

　切れ切れに喘いだオレは、思わず声を上げる。

　彼が顔を下ろして、オレの乳首を布地ごと口に含ふくんだんだ。

　彼のあたたかな唾だ液えきで、身体を濡らされる感覚。

「……あっ」

　チュッと吸い上げられて、電流が走る。

　身体から、ふわりと力が抜けてしまう。　>>>♥

「……ああ……」

　仰あお向むけに崩くずれ落ちそうになった俺の身体を、彼の大きな手がしっかりと支える。

　そしてオレを抱いて、ベッドの上に押し倒たおす。

　彼の手が、オレのシャツのボタンをゆっくりと外していく。

「……ああ……」

　シャツの布地が左右に開かれ、肌はだが空気にさらされる感覚。

　片方の乳首がほかのところよりも寒く感じて……オレは自分の乳首がたっぷりと濡れていることを今さらながら自覚する。

　身体に、彼の燃えるような視線を感じる。

「……や……」

　恥ずかしくて思わず隠かくそうとしたオレの手を、彼の手が止める。

「……あ……っ」

「隠さないで。……とても綺き麗れいだよ」

　彼の囁きを、今だけは信じてしまいそうになる。

　……ああ、これは、媚び薬やくを飲んでいるから……？

「葉平」

　彼がオレを真っ直すぐに見つめて囁く。

「愛している」

　彼の囁きが、オレの心を甘く蕩けさせる。

「オレも……」

　オレは荒あらい呼吸の下で、必死で囁き返す。

「愛してるんだ。……ああっ」

　彼が顔を下ろし、オレの乳首にキスをする。

「……あ、やあっ」

　もう片方の乳首を、彼の指先が摘み上げる。

「……くう……っ」

　唇くちびるで愛あい撫ぶされ、たっぷりと濡れた舌で舐なめ上げられる。

　もう片方の乳首を、キュッ、キュッと揉もみ込まれて……。

「……ああっ、ダメ……っ」

　ジーンズに包まれたオレの腰こしが、ヒク、ヒク、と勝手に跳はね上がる。

「……やあ……っ！」

　オレの屹立は、ジーンズの下で痛いほどに勃たち上がっていた。

　下着は漏もらしてしまった先走りの蜜で、もう恥ずかしいほどに濡れていて。

　腰が跳ね上がるたび、ヌルヌルと愛撫されているようで……。

「……あっ、ああ……っ」

　オレはもう我慢出来ずに、両手を自分の脚あしの間に下ろす。

「……一宮さ……オレ、ここが……っ」

　言うと、彼はオレの胸からゆっくりと顔を上げる。

　彼の男っぽい唇が少し濡れていて……そのセクシーな光景に、オレの屹立が震ふるえて……。

「ここが、どうなってる？」

　彼が囁いて、その大きな手でオレの両手を包み込む。

「もしかして……もうイキそう……？」

　ゆっくりと手を揺ゆらされて、その刺し激げきでオレの屹立が擦れて……。

「ああっ、ダメ、もう……っ」

　ジーンズの下、屹立がヒクヒクと跳ねているのを感じる。

「このままじゃ、下着に、出ちゃう……っ」

「直じかに触って欲しいんだね？　それなら自分で脱ぬいでごらん」

　セクシーな声で囁かれて、オレは恥ずかしくて死にそうになるけど……。

　……でも……。

「……う……」

　オレの手が、操あやつられるように動き、ジーンズの前立てのボタンを外す。

　オレの指が、ゆっくりとファスナーを下ろす。

　下着がたっぷりと濡れている証しよう拠こに、トランクスの薄うすい布地が屹立にぴったりと貼はり付いて……空気を冷たく感じてしまう。

「……ああ……」

「本当だ。下着が、透すけるほど濡ぬれているよ」

　彼が囁ささやいて、下着の上からオレの形を辿たどる。

「……あああ……やあっ！」

　オレはそれだけでイキそうになり、思わず脚の間を押さえてしまう。

「恥ずかしい？」

　囁かれて、オレはうなずいてしまう。

　……だって、いくら媚薬を飲んでいたとしても、やっぱり……。

「まだ足りないのかな？……欲張りな子だ」

　彼がセクシーな声で言ってオレの上から身を起こす。

　ベッドサイドに置かれたカップを取り、それを自分の手のひらの上で傾かたむける。

　ショコラは飲み干していたけれど、カップの中には溶とけていなかった生クリームがまだたっぷりと残っていた。

　彼はそれを手のひらに受けると、そのまま……。

「……あああーっ！」

　むき出しになっていた胸むな元もとに、たっぷりと生クリームが塗ぬりつけられる。

　生クリームに残ったショコラの甘い香かおりが、オレの身体からだを痺しびれさせる。

　ヌルヌルと乳ち首くびの上に指を滑すべらされて、オレはそのままイッてしまいそうになる。

「もうダメ……あ、ああ……っ」

「下着もちゃんと脱ぎなさい。でないとイカせてあげられない」

　意地悪に言って愛撫を止められて、オレは泣きそうになる。

　……恥はずかしい……でも……。

　オレの手が、下着と脱ぎかけのジーンズにかかる。

　オレは目を閉じて、それらを膝ひざまで引き下ろす。

　濡れそぼったオレの屹きつ立りつが、プルン、と空気の中にさらされる。

「いい子だ」

　彼が囁き、クリームに濡れた手がオレの身体の上を滑る。

「……あああーっ！」

　反り返った屹立を、たっぷりと濡れた手のひらで包み込まれる。

　思わず逃にげようとしてしまうけど、半はん端ぱなところに止まっているジーンズと下着が足あし枷かせになって、もう逃げられなくて。

　ヌルヌルッと屹立を扱しごき上げられ、乳首をキュッと甘あま嚙がみされて……。

「ああっ……くうう、ん……っ！」

　オレの屹立から、欲望の白い蜜みつが、ドクン、と噴ふき上がった。

「……やあ……っ」

　ずっと我が慢まんしていたからか、それとも媚薬のせいか……オレの蜜は、恥ずかしいほど大きく飛んだ。その飛ひ沫まつが、彼の美しい顔に、ピシャ、と音を立ててかかってしまう。

「……あっ！」

　オレは思わず声を上げる。

「ごめんなさい、オレ……」

　彼の唇に、意地悪で、だけどものすごくセクシーな笑えみが浮うかぶ。

　唇の端はしにかかった飛沫を、彼の指先が拭ぬぐう。

　そしてその指先を、彼は舌でゆっくりと舐め上げる。

「甘い。とても美味おいしいよ」　>>>♥

「……ああ……っ」

　まるで自分の屹立が舐められたかのような感覚に陥おちいり、オレの身体がジワリと痺れる。

「でも、相手の顔にかけてしまうなんて、とてもはしたないことだ。お仕置きをしなくてはいけないな」

　囁いた彼の手が、オレの脚の間に滑り込んでくる。

「……ああっ！」

　彼のたっぷりと濡れた指が、脚の間のスリットを辿る。

「これでは奥まで手を入れられない」

　彼は、濡れていない方の手で、オレの膝にひっかかったジーンズと下着を取り去る。

「……あっ」

　彼の手が、オレの両りよう膝ひざにかかる。

　そのまま押し広げられ、彼の濡れた手が、谷間をたっぷりと濡らして……。

「ああっ！」

　思ってもいなかった深い場所に、彼の指先が触ふれてくる。

「何？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。力を抜ぬいていて」

「え？……ああっ！」

　彼の指先が、オレの蕾つぼみにヌルッと滑り込んでくる。

　そのままゆっくりと揺らされて、身体に不思議な電流が走る。

「……ああっ、やあっ……っ！」

　初めての感覚にオレは混乱するけれど、あやすように前も同時に愛撫されて……オレの身体はどんどん熱くなって……。

「……愛している。君が欲しい」

　彼の低い声が、耳元で囁く。

「……ここで、一つになりたい」

　いつもクールな彼の美声が、今だけは欲望にかすれている。

　……ああ、彼もオレを欲しいと思ってくれているんだ……。

　オレの心が、蕩とろけてしまいそうに熱くなる。

「……愛してる……オレも、あなたが欲しい……」

　オレの唇くちびるから、濡れた囁きが漏もれた。

「……オレを、あなたのものにして……ああっ」

　オレの言葉が終わらないうちに、燃え上がりそうに熱い物が、オレの蕾に押し当てられた。

「……あっ！」

　それが彼の屹立だと解わかって……オレの蕾が、欲望に震えてしまう。

　……ああ、欲しい……。

　……彼の作ったチョコレートだけじゃない……。

　……オレは、この美しい男の、すべてを味わいたかったんだ……。

「……ああっ！」

　逞たくましい彼の欲望が、ググッとオレの蕾を押し開く。

　初めてだけど……媚び薬やくの効き目か、それともたっぷりと濡らされているせいか、オレの蕾は彼の屹立をゆっくりと受け入れて……。

「……あああっ！」

　オレの内部の奥深い場所を、彼の屹立が刺し激げきしてくる。

　そこから湧わき上がるたまらない快感に……彼を包み込んだ内ない壁へきが、淫みだらに震ふるえてしまう。

「なんてイケナイ子だ」

　オレを深い場所まで貫つらぬいた彼が、かすれた声で囁いてくる。

「初めてなのに、こんなに甘く締しめ付けてきたりして」

　彼のダークチョコレート色の瞳ひとみが、オレを真っ直すぐに見下ろしてくる。

「私は君に、とても激しく欲情している。もう優やさしく出来ないかもしれない」

　かすれた声で囁かれ、オレの身体が熱くなる。

「……乱暴でもいい……」

　オレは彼の肩かたにそっと手を回す。

「……オレのすべてを、奪うばって……ああっ！」

　オレの言葉が終わらないうちに、彼が抽ちゆう挿そうを開始する。

「……あっ、ああっ！」

　深く、浅く貪むさぼられ、同時に反り返った屹立を指で愛あい撫ぶされて……目の前が真っ白になる。

　二人を照らす月の光。耳元に響ひびく速い呼吸。

　そして、フワリと漂ただよう甘く芳かぐわしく、そしてこのうえなくセクシーなチョコレートの香り。

「ダメ、イッちゃうよ……！」

「君が素す晴ばらしすぎて、私ももう限界だ」

　オレを激しく奪いながら、彼がセクシーな声で囁ささやいてくる。

「……いいよ。一いつ緒しよにイこう」

　彼の囁きに、オレはもう何もかも忘れてしまう。

「……あああーっ、くう、んんっ！」　>>>♥

　オレの屹立から、激しく欲望の蜜が飛ぶ。

　あまりの快感に、オレの蕾が、キュウッと甘く彼を締め上げる。

「……愛している、葉平」

　彼が囁いて、とどめを刺さすように抽挿を激しくする。

「……ああっ、雅人ぉ……っ！」

　感じて震えている内壁を、彼の熱い屹きつ立りつが容よう赦しやなく貫いてくる。

「……ああー……っ！」

　オレの蕾はチョコレートみたいに蕩けて、彼の欲望を熱く包み込んで収縮し……。

「……愛している、葉平」

　彼はセクシーに囁いて、オレの身体の奥深い場所に、熱く、獰どう猛もうに、その欲望を撃うち込む。

「……ああ……っ」

　ドク、ドク、と注ぎ込まれるその熱さにもまた感じて、オレは声を上げてしまう。

「……くう……っ」

　彼の熱い蜜を受け入れ、蕾がトロトロに蕩ける感覚は……なんだか本当に淫らで……。

　何度も放ったはずの屹立が、またドクンと熱を持つ。

「……あ……あ……どうしたんだろう、オレ……？」

　混乱して泣きそうになるオレを、彼の逞しい腕うでが強く抱だきしめる。

「ああんっ！」

　受け入れたままの彼の屹立がグリッと動いて、オレは思わず声を上げる。

「色っぽい声だ。……まだ足りない？」

　セクシーに囁かれて、オレの瞼まぶたから涙なみだがこぼれた。

「だって、あなたがあんなチョコレートを食べさせるから……っ」

「足りないんだね？」

　彼の言葉に、オレは真っ赤になりながらうなずく。

「いい子だ。ご褒ほう美びだよ」

　彼が囁いて、オレの唇にそっとキスをする。

「……んん……」

　オレは身体からだを熱くしながら、彼のキスを受け入れる。

「……あ……んん……」

　どんどん深くなる二人のキス。

　オレと彼は、鍋なべの中のチョコレートになったみたいに、熱く蕩けてしまった。

　そしてそのまま、オレたちは一晩中一つになって……。



　　　　＊



　そして、オレは『Le Chocolat du Masato Ichimiya』に復帰した。

　店の仕事は忙いそがしくて大変だけど、毎日がすごく充じゆう実じつしてる。

　まだまだ半人前だから、金のバッジはもらえてない。だけど、優羽さんから褒ほめられることも多くなってきて、勉強するのがどんどん面おも白しろくなってくる。

　オレはこれからも頑がん張ばって、一宮の店に相応ふさわしい、立派なバリスタを目指すつもりだ。

　だからオレは申し分なく幸せ……なはず、なんだけど……。

「ええっ？　初めての夜、ショコラに媚薬を入れたって言うのは、噓うそだったぁっ？」

　ここは一宮の住んでる高級マンション。そのリビング。

　一宮から告白された衝しよう撃げきの事実に、オレは、思いきり叫さけんでしまう。

　一宮はそのハンサムな顔に憎にくらしいほど平然とした表情を浮うかべてオレを見下ろしてくる。

「もちろん噓だよ。大切な君に、そんな危ない物を飲ませられるわけがない」

「そんなっ！　じゃあなんであんな噓をっ？」

「君があまりにも緊きん張ちようしていたからね。本当なら待って上げるべきだったのだろうが、君があまりにも可愛かわいくて、色っぽくて、とても我が慢まんが出来なかった」

　彼は平然と言い、それからその唇にものすごくセクシーな笑えみを浮かべる。

「あの夜の君は本当に色っぽかった。あんなに感じやすいなら媚薬なんて必要ないだろう？」

　……ああ、なんて男だ……っ！

「愛してる。今夜も、チョコレートの代価をもらおうか」

　囁かれて、オレは目の前に置かれた食器を見下ろす。

　綺き麗れいに空になったショコラ・ショーのカップ。やっぱり空になった、いつもより大きめのクレセント形のお皿。ショコラ・ショーは、今夜もやっぱり完かん璧ぺきで。フルーツを使ったチョコレートは、さっぱりしてるからほかのもの以上にたくさん食べられて。今夜はなんと三個も食べてしまった。

　彼が隣となりにいるだけでこんなにドキドキしてるのに……さらにキスなんかされたら……。

「恋こい人びとにもなったことだし、チョコレートを食べる時の条件を替かえさせてもらおうかな」

「……え？」

　一宮の言葉に、オレは驚おどろいて彼の顔を見上げる。

「もう、キス、しないの……？」

　……ああ、なんでちょっと寂さびしくなってるんだ、オレ？

「違ちがうよ」

　彼がふいに立ち上がり、オレの身体を軽く抱き上げる。

「チョコレート一つにつき、愛の行こう為いを一回だ」

「ええっ？」

「今夜は四回。朝までかかるかもしれないから、覚かく悟ごしてくれ」

　囁かれて、深いキスをされたら、オレはもう抵てい抗こう出来なくなる。

　オレの恋人は、ハンサムで、意地悪で、すごくセクシー。

　オレは彼の甘くて熱いキスで……今夜もチョコレートみたいに蕩とろけてしまうんだ。







　あとがき




　こんにちは、水上ルイです！　初めての方に初めまして！　水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとうございます！

　今回の『ショコラティエの恋愛条件』は、大人でセクシーなショコラティエ・一宮とチョコレートが大好きだけど言い出せない（笑）意地っ張り見習いバリスタ・葉平のお話です！

　最近、お洒落しやれなショコラ・ブティック、増えましたよね～。銀座のP・Mとか、新宿のJ・P・Hとか、六本木ヒルズのlcd・Hとか……（笑）。この頭かしら文も字じだけ見て「ああ、あそことあそことあそこでしょ？」とお店のフルネームをさらっと言えた方は、なかなかのショコラ・ブティック通（笑）。水上は、カカオ分の多い苦～い大人のチョコレートがかなり好き～。黒ければ黒いほど好き～（笑）。最近のショコラ・ブティックは、お店の内装もお洒落だし、チョコレートは苦みが強くてうっとりするような美味なのがあるし、しかも最近の新進ショコラティエは若くてハンサムな人が多いんですよね……（笑）。密ひそかに「大人の必ひつ需じゆ品だな～、いつか書きたいな～」と思っておりました（笑）。担当さんとこの本の打ち合わせでお会いした時、なにげなくチョコレートの話が出て、「あそこのお店のチョコレート、すごいですよね！」と盛り上がり……今回、まんまと（？笑）ショコラティエのお話を書くことができました（笑）。

　しかし。チョコレートにはあまり興味のなかった水上が、最初に開眼するきっかけになったのは、イベントなどの時に読者の皆みな様さまが差し入れてくださるチョコレートたち！　地方限定のおもしろチョコとか、有名ショコラ・ブティックのチョコレートとか。「チョコレートって美味おいしいんだ～」とかなりのショックを受けて、箱の名前を見てそのお店を探し、足を運んでみたり（笑）。イベントで、楽しい＆お洒落な差し入れをくださっている皆様、このお話が書けたのはあなたのおかげでもあります！　どうもありがとう！

　楽しんで書かせていただきました！　あなたにも楽しんでいただければ嬉うれしいです！

　それではここで、各種お知らせコーナー！




★個人同人誌サークル『水上ルイ企画室』やってます。

　オリジナルＪｕｎｅ小説サークルやってます。（受かっていれば・汗）東京での夏・冬コミに参加予定。夏と冬には、新刊同人誌を出したいと思っています（希望・笑）。たまに東京でひらかれるほかのイベントにもこそっと参加している場合があります。カタログで見かけたら遊びに来てくださいませ！




★水上の情報をゲットしたい方は、公式サイト『水上通信デジタル版』へアクセス！

『水上通信デジタル版』　http://www1.odn.ne.jp/ruinet　へＰＣでどうぞ（容量の大きい最新携けい帯たいかＰＤＡでも見られます）。最新情報を得る一番確実な方法は、公式サイトのトップページ＆日記＆掲けい示じ板ばんを見ていただくことです。ＷＥＢ環かん境きようにある方はゼヒ！（二〇〇五年九月現在のＵＲＬです）




　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　こうじま奈月先生。大変お忙いそがしい中、本当に素す敵てきなイラストをどうもありがとうございました！　超セクシーなショコラティエ・一宮と、可愛かわいい葉平にうっとりでした！　これからも、よろしくお願いできれば幸いです！

　ＴＡＲＯ。カワウソの声はめちゃくちゃ可愛いんだよ～！　やたらでかくなるけど（汗）。

　編集担当Ａ澤さん、編集部の皆様。今回も本当にお世話になりました！　これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　というわけで、この本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました！　この本のご感想、リクエストなどなど、首を長くしてお待ちしております！

　そういえば、水上ルイ、デビュー十年目に入ります！　今まで以上にがんばりますので、これらからも応おう援えんしていただけると嬉しいです！

　それでは。またお会いできる日を楽しみにしています！




　　二〇〇五年　冬


水上ルイ　　
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